


「立命館京都学 優秀卒業論文集 2021」 

【はしがき】 

 
本論文集は、2021 年度に提出された卒業論文のなかで、特に優秀と認められた論文を収

録したものです。2021 年度の優秀論文は 2 点であり、「中世における八幡信仰―『八幡大菩
菩薩口決』を中心に―」と題した論考は、先行研究の動向に目を配りながら、史料を丹念に
読み解き、中世の八幡信仰について議論したものでした。一方、「長江家住宅の文化継承に
おける産学連携の役割―SNS に着目して―」では、SNS の投稿内容を参考にして、長江家
住宅という京町家住宅の保全を問うたものです。一方は古文書を資料とし、他方は現代社会
ならではの資料に着目したものであり、こうした用いる資料や解釈において多様な展開が
みられることが、京都学の特徴といえるかもしれません。 
 立命館大学京都学は、2020 年度より「京都学クロスメジャー」という文学部全学域・専
攻から履修生を募ることで、各学問分野における手法の融合や超域を通じ、独自の歴史的価
値を有する「京都」にアプローチすることとなりました。 
立命館京都学が目指す、人文学の各学問分野の視点や論点、研究手法を理解した上での、

京都に対する深い認識は容易なことではありません。しかし、学生諸君が、さまざまな講義
で得た知識や視点を自らのものとし、多様な対象と新たな発想での探究を積み重ねること
が、立命館京都学の進展につながるでしょう。そして、クロスメジャーとしての新たな試み
は、大学内での学びだけで達成されるものではありません。地域に学び、地域の皆様との協
同により発展していくものと確信します。 
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長江家住宅の文化継承における産学連携の役割 
―SNSに着目して― 

村尾 麻里 

はじめに 

2020 年 7 月､観光客であふれかえる京都が例年になく静かだった｡新型コロナウイルス感

染拡大の影響で祇園祭の山鉾巡行が中止され､例年賑わうはずの四条烏丸界隈が驚くほど

閑散としていた｡それは京都市下京区新町通綾小路下る船鉾町 3941に位置する長江家住宅

でも同じだった｡本来であれば祇園祭の期間中には屏風祭を開催し､1000 人もの来場者で賑

わっているはずの長江家住宅(図 1,図 2)｡2020年は祇園祭の中止に伴い屏風祭の開催を断念

した｡屏風祭とは､江戸時代中期から続く歴史ある行事で､京町家の伝統の 1 つである｡長江

家住宅の屏風祭は近年､株式会社フージャースホールディングスと立命館大学文学部「京都

学フィールドワークⅢ」の受講生が協力し､産学連携で開催していた｡私もその受講生の一

人で 2020 年の屏風祭に参加する予定であった｡しかし屏風祭が開催されず産学連携で京町

家の文化を守り伝える活動ができなくなった｡これは長江家住宅にとって､京町家の伝統文

化や魅力を発信する 1年に一度の機会を失ったことになる｡このままコロナウイルスが収束

するまでイベントを行えないとすると､これまで引き継がれてきた京町家の文化が廃れて

いくのではないかと考えた｡そこで､これまでのイベントに代わる京町家の新たな情報発信

を試みようと､2020 年 7 月に長江家住宅の公式 Instagram アカウントを開設した｡「京都学

フィールドワークⅢ」の授業内にて Instagram のアカウント開設を提案し､授業終了後は長

期インターンシップ生としてアカウントの運営に携わってきた｡2021 年 8 月からは Twitter

アカウントの運営も開始し､現在も 2 つの SNS 運営に携わっている｡(2021 年 12 月現在)本

論では SNS 運営活動で経験したことを元に､産学連携での活動が長江家住宅の文化継承に

どのような影響を及ぼしたのか､そして産学連携での活動は必要なのか考えていきたいと

思う｡
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第 1章 長江家住宅と産学連携 

第 1節 研究方法 

研究方法はまず､長江家住宅の公式 Instagram 開設から現在までの運用状況を､フォロワ

ーや投稿内容から分析していく｡その後､Instagram 開設以前より利用されていた長江家住

宅の Facebook と比較し､産学連携で活動している Instagram がどのような効果を発揮して

いるのか分析する｡次に長江家住宅の関係者への聞き取り調査を行い､産学連携での SNS 活

動に対する考え方を調査する｡そして長江家住宅の文化継承において産学連携活動が必要

であるか考える｡ 

第 2節 長江家住宅の造りと歴史 

長江家住宅は全体の間口が 13m､奥行き 54m､面積 700 平米で、中二階型の大型京町家で

ある 2。主屋が南棟と北棟の二棟に別れている｡南棟一階はミセ・ゲンカン・ダイドコ・オ

ク・化粧部屋･ハナレからなり､奥庭を囲むような形である｡北棟一階はミセ・ダイドコ・オ

クからなり､南棟のハナレとの間に庭がある(図 3)。長江家住宅の公式パンフレット(株式会

社フージャースホールディングス発行)によると､｢南棟の走り庭には火袋と呼ばれる吹き抜

け空間があり､煙だしや通気などの役割を担っている 3｡屋根は京町家の特徴である伝統軸

組工法が使用され､何本もの通し柱と梁と棟木が大屋根を支えている 4｡おくどさんには､荒

神棚を設け､三宝荒神を祀り､商家の伝統を引き継いでいる｡｣とのことだ(図 4)。

長江家が現在の土地で生活を始めたのは 1822 年で､長江家 3 代目当主大阪屋伊助が始ま

りである 5｡1868 年に現主屋の北棟を建設､1875 年に北棟背面の裏地に大蔵を建設し､1906

年に 6代目当主長江伊三郎が南側の隣地を買収した 6｡1907年に表屋づくりの主屋南棟と離

れ座敷を新築､南棟にも新しい蔵を移建し､1915 年に化粧部屋と浴室を新築し､商売と生活

は主に南棟で行うようになった 7｡そして 2005 年に北棟､南棟､離れ座敷､化粧部屋､土蔵二

棟の合計 6棟が京都市指定有形文化財に指定された 8｡ 

第 3節 産学連携のはじまりと文化継承方法 

長江家住宅の学芸員である高木良枝氏によると､長江家住宅と立命館大学の出会いにつ

いては｢8 代目当主である長江治男氏がご高齢になり､後継者が不在であったため長江家の

みで建物を継承していくことが難しくなった｡そのため2009年頃より､長江家住宅の維持管
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理方法について､立命館大学と協力して考えるようになった｡当時、立命館大学は祇園祭の

研究をしたいと考えていたために､船鉾町に所在する長江家住宅との関係構築に前向きだ

った｣とのことだった｡2011 年からは立命館大学アート・リサーチセンターが所蔵品のアー

カイブを開始し 909 点のデータベースを作成した 9｡

フージャースホールディングスとの出会いについては｢2013 年頃から長江家住宅では､長

江家住宅講座の開催やFacebookの開設など､積極的に見学してもらうことや､多くの人に情

報発信を行うことに注力していた｡その中で､偶然長江家住宅講座に参加し長江家住宅に興

味を持ったフージャースホールディングスの社員がきっかけとなり､長江家住宅とフージ

ャースホールディングスの間で建物譲渡の話が始まった｡｣とのことだ｡ 

2015年 5月 27日､長江家 8代目当主である長江治男氏から｢末永く大事にしてほしい｣と

いう思いで株式会社フージャースホールディングスへ､敷地と建物が継承された 10｡それと

共に､長江家住宅に残る所蔵品は立命館大学へ継承され､産学連携の覚書が締結された｡長

江家住宅に設置されている案内によると､覚書には京都固有の暮らしの文化､空間の文化､

まちづくりの文化の継承と発展のために長江家住宅を維持･保全･活用していくという内容

が記されている｡その後産学連携に加え京都市等の支援のもとで､日々の維持管理､年中行

事の運営､所蔵品の研究､研修､宿泊等の活用など､幅広い活動を行っている｡現在フージャ

ースホールディングスは長江家住宅の建物内部をオフィスとして利用しており､立命館大

学は所蔵品のデジタルアーカイブを作成するなど､研究を続けている(2021年 12月現在)。 

第 2章 Instagramアカウントの開設 

第 1節 アカウントの概要 

「京都学フィールドワークⅢ」の授業では毎年､産学連携で長江家住宅の屏風祭の展示企

画や､当日の接客を行っていた｡しかし 2020 年は新型コロナウイルスの影響により､屏風祭

を開催することが叶わなかった｡対面式でイベントを開催することはできないが､オンライ

ン上であればイベントに代わる情報発信ができるのではないかと思い､公式 Instagram アカ

ウントの開設を提案した｡既にFacebookアカウントはあったが､更新頻度が少ない点や日本

国内でのアクティブユーザー数が減少していることを踏まえ､新たに Instagram アカウント
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を作成することを選択した 11｡フージャースホールディングス CSR 課の竹田氏と、高木氏

から開設の許可を得た上で投稿を開始した｡ 

そもそも Instagram とは 2010 年にスタートした海外発祥の写真共有 SNS サイトである
12｡日本でも 2014 年にリリースされ若者を中心に利用者数が拡大し､現在日本国内のユーザ

ー数は 3300万アカウントを超える 13｡男女比は 4:6で女性が多く利用しているが､性別世代

に関係なく現在まで利用者数が拡大している 14｡Instagramの特徴としては､スマートフォン

用に開発されたためパソコン用のアプリが無い点と､文章ではなく写真やビデオの共有に

特化していることなどが挙げられる｡ 

2020 年 7 月 14 日にアカウントを設立し､2021 年 12 月現在まで投稿を継続している｡発

信は私と高木氏､フージャースホールディングス社員の小川由紀恵氏の 3人を中心に行って

いる｡2021 年 8 月以降は､立命館大学から新たに 2 人の学生が参加し､立命館大学の学生 3

人･高木氏･小川氏の 5 人が中心となり活動を行っている｡2020 年 7 月から投稿し､7 月に 5

件､8月に 2件投稿し､9月は 1件のみ投稿した｡2020年 10月から本格的に投稿を開始し､毎

週水曜日と土曜日に投稿している｡投稿内容は､長江家住宅の内部紹介から空間の活用方法､

近所の情報まで､幅広く投稿している｡これまでの合計投稿数は､集計を行った 2021年 10月

1 日時点で 119 件であり､フォロー数が 1120 アカウント､フォロワー数が 1288 アカウント

となっている｡ 

第 2節 投稿内容の内訳 

投稿内容は長江家住宅の内部を紹介している投稿が 33件､大掃除や大寒などの季節･行事

に関わる投稿が 28 件､長江家住宅周辺の飲食店や建物を紹介している近所散歩シリーズが

9 件､ヨガや味噌造りなどを行い長江家住宅の新しい利用方法を発信する空間活用例の投稿

が 6 件､2020 年 3 月に行った特別公開や他の町家のイベントなどの告知を行った投稿が 10

件､長江家住宅の職員が食べたおやつの投稿が 8 件､立命館大学によるデジタルアーカイブ

に関わる投稿が 5 件､所蔵品の投稿が 8 件､その他京町家減少を表わした動画や暮らしの知

恵など分類できない投稿が 11 件だった(図 5)(表 1)。投稿してから 24 時間限定で閲覧でき

るストーリー機能では日常の出来事を一週間に 1 回程度不定期で投稿している｡ 

投稿内容は長江家住宅の紹介や歴史･文化などの学びある投稿から､おやつや飲食店の投

稿など､長江家住宅に関わりつつも親しみやすく楽しめる投稿が幅広くある｡特に空間活用

例の投稿は､長江家住宅の空間を活かしつつヨガや味噌造りや音楽演奏会場として利用し
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たことで､これまでになかった町家空間の新たな活用方法を発信しており､町家の保存にも

繋がる投稿であると考える｡このような投稿を増やすことで京町家の保存に興味を持つ人

が増えることが理想である｡ 

フォロワーからの評価が高い投稿についてだが､「いいね！」の数では投稿時のフォロワ

ーの数で明らかな差が出ており比較できないため､投稿が保存されている回数で投稿の評

価を決める｡保存されている数が多い投稿を評価が高い投稿だとすると､上位投稿のうち 3

つの投稿が近所散歩シリーズ､3つの投稿がリールでの投稿､3つの投稿が庭の写真であると

分かった(図 6)。このことから､庭を撮影した投稿が魅力的に思われていること､長江家住宅

の近所(特に飲食店)に興味を持っている人が多いこと､リールの投稿が人気であることが考

えられる｡今後はこのデータをもとに、動きのあるリール動画の作成など、フォロワーの好

みに寄り添った投稿をしていこうと考える。 

 

第 3節 フォロワー数の推移と特徴 

アカウントを設立した 7月から 8月までの 1ヶ月間で獲得したフォロワーは 63アカウン

トだった｡その内､フォロワー側から長江家住宅のアカウントをフォローしてくれた数は 20

アカウントほどだった｡7 月から 8 月は積極的にフォローせず、フォローされることを待っ

ている状態だったため､9 月はこちら側から長江家住宅のアカウントに興味を持ちそうなア

カウントをフォローしていくようにした｡これにより 9月にはフォロワーが 151アカウント

にまで増加した｡10 月になり本格的に投稿を開始し､2020 年中にフォロワー数 1000 アカウ

ントという目標を掲げた｡フォロワー獲得のためにこちら側から積極的にフォローをし､フ

ォローバックされることによるフォロワーの増加を狙った｡毎日 30 以上のアカウントをフ

ォローし､フォローバックされるのは 10前後のアカウントのみだった｡目標に向け着実にフ

ォロワー数を伸ばし､10月 10日に 387 アカウントだったフォロワーは 11月 15 日には 778

アカウントにまで増加した｡そして 12 月 5 日に目標だったフォロワー1000 アカウントを達

成した｡目標達成後は､こちらからのフォロー活動は控え､フォロワー側からフォローされ

ることを待つようにした｡その結果､フォロワー数は毎月わずかに増加し続け､2021年 12月

現在で 1322 アカウントとなっている｡ 

積極的にフォロー活動をしている際は､京都関連のアカウントや古い町並みが好きなア

カウント､建築関連のアカウント､庭関連のアカウントなど､長江家住宅と関連のある分野

でフォローバックされそうなアカウントをターゲットに設定し､フォローしていった｡その
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ためフォローバックされた後､フォローを解除されることは非常に少なく､2020 年 12 月以

降も安定したフォロワー数を保っている｡こちらからフォローせずともフォロワーを伸ば

す工夫が必要であると考え 2021 年 4 月 24 日の投稿からは､ハッシュタグをリーチしやす

いタグに変更する､英語訳をつけてみるなどの工夫を行った｡これによりリーチ数が伸び､

フォロワーの増加スピードがわずかに上がった(図 7)。

フォロワーの国籍は日本人が88.5%であり外国人のフォロワーが少なく､海外への情報発

信は十分にできていない(図 8)。国内の地域別割合を見ると､京都市が 24.8%で､他地域と比

べると圧倒的に多くなっている(図 9)。フォロワーの投稿内容を見ると､京都の文化や観光

地など京都に関わることを投稿しているアカウントが多いため､京都居住者がフォロワー

に多い｡男女比は男性が 65.3%､女性が 34.7%と男性が女性の 2倍近くなっている(図 10)。 

年齢層を見ると､45 歳〜54 歳が全体の 4 分の 1 を占め､一番割合が大きくなっている｡次

に 55歳〜64歳､35歳〜44歳が同率で 21%となっている｡全体のデータをみると､45歳以上

のフォロワーが 56%を占めていることがわかった(図 11)。 

Instagram の特徴として､若年層のユーザーが非常に多いことと海外への発信ができるこ

とがある｡しかしこのアカウントでは日本国内に居住している年配の人のフォロワーが多

い｡京町家の伝統や魅力が浸透していない若年層や外国人に向けて発信することで､認知度

をあげることや京町家を残すことに繋がるのではないかと考える｡外国人向けの発信とし

て､4 月 24 日の投稿より､本文に英語訳をつけることやハッシュタグに英語を使うなどの工

夫を開始した｡その効果もあり国外居住のフォロワーは増えたが､国内居住のフォロワーも

増加しているため､割合としては増えていない｡若者のフォロワー獲得のため､若者向けの

投稿内容やハッシュタグについても今後検討したい｡ 

第 4節 他の SNSとの比較 

長江家住宅の Facebookは､2013年 6月から投稿が開始された｡月に 1〜2件の不定期投稿

で､町家イベントの宣伝､所蔵品の紹介､データベースの紹介などが投稿されている｡フォロ

ワーは 510 アカウント(2021年 12 月現在)。高木氏が主に発信しているため､高木氏の知人

や長江家住宅の維持･保存に関わる人が多くフォローしている｡写真だけの投稿は少なく､

説明書きが1000文字以上の投稿もある｡投稿内容は長江家住宅の歴史や文化など､学術的な

内容が多く投稿されている｡
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Instagramと Facebook のフォロワーを比較してみると､数では Instagramが Facebook の

2 倍以上である｡Facebook のフォロワーは長江家住宅の維持･保存に関わりのある人々が多

いことに対し､Instagram は長江家住宅と関わりのない人が多くフォローしている｡そのた

め､投稿内容にも違いが出ている｡Instagram は長江家住宅に関する知識がない人に向け､長

江家住宅の内部の説明や誰でも楽しめるおやつの投稿を行っているのに対し､Facebook で

は古文書の解説やデジタルデータの紹介､所蔵品の詳細な説明などが書かれており､玄人向

けの文章となっている｡文章量も Instagramが100〜300文字程度であるのに対し､Facebook

は 1000 文字前後書かれている投稿も多くあり､簡単には理解できないような内容となって

いる(図 12)。また Instagram では英文での投稿を開始し海外に向けた発信に挑戦している

が､Facebook は英語訳を載せる予定がないそうだ｡さらに投稿に寄せられるコメントを比較

すると､Facebook は長江家住宅や京町家について詳しい人からのコメントが多いことに対

し､Instagram には長江家住宅について知らない人から｢きれいですね｣｢今度訪れてみたい

です｣などとコメントが寄せられる｡Instagram はストーリー投稿のような日常生活の投稿

の効果もあり､Facebook のように堅苦しくない誰でもフォローしやすいアカウントになっ

ている｡つまり Instagram は不特定多数の人への発信で､Facebook は特定の関係者への情報

発信というように､使い分けができていると考える｡ 

2020 年 6 月に Twitter のアカウントを作成したものの､Instagramに注力していたためツ

イートしていなかった｡しかし Twitter はリツイート機能がある点で Instagram より拡散性

が高いため､集客の際の情報発信ツールとして使用したいと思い､2021 年 8 月からツイート

を開始した｡イベントがある時期は集客のための宣伝をし､その時期以外は高木氏が長江家

住宅で過ごす日常を週２〜３回発信している｡現在のフォロワー数は 263と Instagramには

劣るが､毎月 50 人のペースでフォロワーを伸ばしている(2021 年 12 月現在)。猫に関する

投稿をした際にリツイートが伸び､「いいね！」数が通常の 10 倍近くまで伸びた｡やはり流

行りや人気の事柄にあわせたツイートを行うと､一気にツイートを拡散できることが分か

った｡特別公開などのイベントを宣伝する際も､人気の事柄と絡めてツイートすると､長江

家住宅のことを知らない人にも知ってもらえると考える｡

Twitter の拡散力を利用し､集客の際の情報発信ツールに使う｡Instagram で誰でも親しみ

やすいビジュアルに力を入れた投稿を作成し､長江家住宅のファンを作る｡Facebook では堅

苦しく玄人向けの学術的な投稿をし､町家について深く知りたい人に楽しんでもらう｡以上

7



のように､それぞれの SNS で役割分担しつつ連携をとりながら運営していくことで､町家の

認知度向上や顧客の獲得に繋がるのではないかと考える｡ 

 

第 5節 特別公開での効果 

2021 年 3 月 20･21 日に長江家住宅で特別公開を行った｡通常、長江家住宅は予約制で拝

観できるが､新型コロナウイルスの影響を受け拝観受付を停止していた｡この公開では｢着

物の虫干し展｣を行い､長江家住宅の蔵に残っていた昭和初期頃の着物や図案帳を展示した｡

また､立命館大学が調査研究やデジタルアーカイブを進めている長江家旧蔵品に関する古

写真､映像､文書などの資料も展示した｡感染予防をした中で公開を行ったため､定員を設け

事前予約制で公開した｡特別公開の宣伝は Instagram での告知､Facebook での告知､近辺の

ホテルにパンフレットを置くことを中心に行った｡2 日間の合計で 40 人が来場し､遠方では

愛知県､東京都､兵庫県からの来客があった｡ 

高木氏に､Instagram の宣伝は顧客の獲得に効果があったか聞いたところ｢データとして

正確な数字は残っていないが効果はあった｡拝観のきっかけを尋ねた際 Instagram からチェ

ックしたという声があった｡特に｢おにわさん｣というアカウントが共同で宣伝してくれた

ことが大きい｡SNS でイベントをチェックしている人がいると少なからず実感した｡｣とい

う回答だった｡｢おにわさん｣とは､日本庭園の写真を投稿している Instagram アカウントの

名前であり､3.5 万のフォロワーがいる(2021 年 12月現在)。長江家住宅の Instagramと共同

で特別公開の情報を宣伝してくれたために､｢おにわさん｣のフォロワーで長江家住宅を知

らなかった人が､｢おにわさん｣の宣伝から長江家住宅のアカウントの存在を知り､特別公開

にくるという繋がりが生まれた｡また｢おにわさん｣の Twitter のアカウントでも宣伝してく

れたため､Twitter で特別公開について知ったという顧客もいた｡Facebook での宣伝では顧

客を獲得することができなかった｡ 

Instagram のアカウントを開設したことで､フォロワーが拝観しに来るという直接的な効

果はそれほど多くなかったが､他のアカウントと連動したことによる効果はあったと分か

った｡ただアカウントのフォロワーを増加させることに注力するのではなく､他の影響力が

あるアカウントとの繋がりを作ることで､SNS の発信力が上がると分かった｡ 
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第 6節 他の京町家との比較 

長江家住宅の Instagram アカウントの特性を知るために､他の京町家の SNS について調

査する｡杉本家住宅は､1870 年に建築された大規模京町家であり､国の重要文化財に指定さ

れている 15｡杉本家住宅の Instagram は 2016 年 11 月の投稿が最初で､不定期に投稿されて

いた｡2020 年 8 月頃から投稿数が増え､一ヶ月に 7～8 件投稿されている｡2021 年 5 月のフ

ォロワー数が 171 アカウント､フォロー数は 133 アカウントだったが､現在はフォロワー数

333 アカウント､フォロー数 404 アカウントと､フォロー活動も行なっているようだ(2021

年 12 月現在)。投稿内容は庭の植物､特別公開やクラウドファンデングの宣伝､食に関わる

こと､障子や建具に関わることなどが投稿されている｡ 

秦家住宅は 1869 年に建築された京町家であり､京都市指定文化財である 16｡Instagram は

2018 年 12 月に投稿を開始し､一ヶ月に 10 件以上投稿する月もあれば投稿しない月もある

ため不定期の投稿である｡投稿内容は食にまつわることが多いが､家の内部紹介や植物､行

事の画像なども投稿されている｡2021年 5月のフォロワー数は 181アカウント､フォロー数

が 63アカウントで､現在のフォロワー数が 270アカウント､フォロー数が 81アカウントと､

フォロー活動を行わずにフォロワーを増やそうとしているのではないかと考える｡(2021 年

12 月現在)

フォロワー数で言うと､長江家住宅が圧倒的に多くなっている｡その分毎回の投稿で得る

「いいね！」の数やコメントの数は多くなっており､影響力が大きいように思える｡秦家住

宅と杉本家住宅の「いいね！」の数を比較すると､フォロワーが多いためか杉本家住宅の方

が多い｡投稿内容を比較すると杉本家住宅は杉本家住宅でとれる野菜や植物と､建物の内部

紹介が投稿されているのに対し､秦家住宅は献立紹介が中心で食に注力した投稿が多い｡杉

本家住宅は瓦の葺き替えクラウドファンデングを宣伝していたこともあり､京町家を保存

していくことの大変さを投稿していることが多々ある｡秦家住宅は行事と絡めた献立､季節

の献立を投稿しており､京町家で撮影されているが京町家に関わる投稿は少ない｡杉本家住

宅は日常で発見したことをその都度不定期に投稿しており､写真の風景も日常のありのま

まで手を加えることなく撮影している｡秦家住宅は撮影の角度やライトなどビジュアルに

もこだわっていた｡ 

この 2つの京町家アカウントと比較すると､長江家住宅はフォロワー数が多く投稿ジャン

ルが非常に広いということが分かった｡この点については､産学連携の影響が大きいと考え

9



る｡若者の意見から年長者の意見まで集まるため､トレンドも古くからの慣習も押さえるこ

とができるのだと考える｡ 

第 3章 聞き取り調査から SNS活用の効果を考える 

第 1節 SNS活動は文化継承に役立つか 

ここまで私が産学連携で行ってきたことをまとめてきた｡それを踏まえ､産学連携の SNS

活動が文化継承に役立ったのか考えていく｡考えるにあたり高木氏と小川氏に聞き取り調

査を行った｡調査日は 2021 年 10 月 14 日 13:00〜16:00 で、質問項目は｢SNS活動は文化継

承に役立つか、文化を壊すことに繋がるか｣｢SNS の活動はコロナ禍において役立ったと感

じるか｣｢産学連携のバランスと利点についてどう考えるか｣｢今後の長江家住宅における産

学連携活動に期待することは何か｣｢今後も SNS の活動を続けるか｣である｡ 

｢SNS 活動は文化継承に役立つか､文化を壊すことに繋がるか｣に対する二人の意見とし

ては､｢結論はまだ出ていない｣という｡ただ｢壊すことに繋がると感じれば早々に手を切る

つもり｣とのことだ｡現時点で続けているということは､なんらかのメリットがあると考え

ているのだろう｡｢現代のグローバルで多様な時代では SNS で情報を得たいと思っている人

が一定数おり､SNS は切り離せない 1 つのコミュニティになっている｡だが建物を活用する

人は比較的年配者が多いため､使用する SNS の選択や始めるタイミングが分からない｡その

点では､立命館大学の学生という若い力が SNS の礎を作ったことが､新たなコミュニティづ

くりの良いきっかけになった｣と考えているそうだ｡ 

｢SNS の活動はコロナ禍において役立ったと感じるか｣という問いに対しては､｢役立っ

た｣と感じるそうだ｡｢コロナウイルスの影響でイベントなどの活動ができない時期に SNS

で発信し続けたおかげで､世間から忘れられてないと感じた｡SNS をやることで世間からの

見られ方への意識が高まるため､来客がなくとも年中行事や掃除などの細かい気遣いの意

識が高まった｡伝統は少しずつそがれていくため､SNS を利用して伝統文化を守る意識を高

めることはできる｣と考えているそうだ｡ 

これらの意見を踏まえて､SNS での活動は長江家住宅の文化継承に役立ったと考える｡文

化を残すことに直接的に効果があったというより､毎週発信し続けたことで｢残すことへの

意識向上｣や｢コミュニティづくりのきっかけ｣をつくれた点で有効だったと考える｡大学生
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が毎年参加し新しい活動を提案することで､今後も時代に即したコミュニティづくりが行

えると考える｡ただし､文化財としての価値を下げるような投稿をすれば即座に活動は打ち

切られるだろうと実感した｡SNS の活動は必ずやらなければいけないわけではなく､流行り

に乗ることが目的でもないため､美しい写真を撮ることやトレンドを押さえることのみに

注力してはいけない｡長江家住宅を残すための SNS という意識を常に持たなければならな

いと再認識した｡ 

第 2節 産学連携のバランスと利点 

｢産学連携のバランスと利点についてどう考えるか｣という問いに対しては、「現在のバラ

ンスが最善」とのことだった｡長江家住宅を所有することでフージャースホールディングス

側が得るメリットとしては､CSR17活動を行うことで会社の社格があがる､海外へのアピー

ルになる､ディベロッパーでも文化的なことを認めているアピールになる､などが挙げられ

る｡立命館側の利点としては､船鉾の研究ができる､長江家住宅の文化財をアーカイブ化し

て研究することができる､理工学部建築都市デザイン学科や文学部京都学専攻の授業で生

徒の学びの場になる､などが挙げられる｡そして長江家住宅側は､民間企業から資金援助を

受け､文化財保護の面では立命館が補助してくれるため､今後建物も内部の所蔵品も残すこ

とができる｡このような関係でバランスがとれているのだ｡

しかしこの関係が長く続くとは限らない｡｢会社側が長江家住宅の土地を売る可能性､研

究者がいなくなり立命館側が研究から手を引く可能性もある｡現在の会社役員･研究者の考

え方であるからこそ成り立っているのであり､関係者が変化することで長江家住宅が取り

壊される可能性もある｣と高木氏は言う｡それぞれのメリットを持つ今の関係が長江家住宅

にとってベストであり､それを維持し続ける必要があるということだろう｡ 

第 3節 今後の産学連携活動に期待すること 

｢今後の産学連携活動に期待すること｣に対しては､｢今のバランスを維持すること｣とい

うことだった｡今が最善のバランスだと考えているためだろう｡｢今後も SNS の活動を続け

るか｣という問いに対しては､｢大きな難点がないため､今のところは続ける｣とのことだっ

た｡しかし｢今やっている SNS のコミュニティにしがみつきたいというわけではなく､時代

ごとに則したコミュニティに属していたい｣とのことだ｡つまり現在は Instagram が主流に

なっているが､他のツールが流行れば乗り換えるつもりでいるのだろう｡「｢長江家住宅は残
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すべきモノだ｣という認識を社会に広げないと長江家住宅は残らないと考えるため､発信し

て評価をもらうという SNS の循環には重要な役割がある｣と小川氏は言う｡さらに｢最近で

は 3 つの SNS それぞれに役割があるという実感もある｡よって､現時点での考えとしては 3

つの SNS を使い分けて発信し続ける｣と高木氏は述べていた｡ 

第 4節 聞き取り調査後の考察 

SNS の産学連携活動については､コロナ禍において長江家住宅と客をつなぐ唯一の架け

橋になっていたとわかった｡対面で客と会うことができない環境の中で SNS を通じて繋が

りができたことで､常に外からの目があるため､伝統文化を継承しようという意識を高める

ことに繋がった｡文化を忘れることは簡単である｡伝統文化を残していくためには､この

SNS の監視の役割が重要だと考える｡SNS が持つ監視の役割は現在のコロナウイルス流行

下のみならず､収束後も効果があると考える｡そしてコロナウイルス収束後の SNS の役割は､

長江家住宅と客が出会うきっかけをつくることだと考える｡コロナウイルス収束後も活動

を続け､長江家住宅に訪れたいと思わせる投稿を作成し､集客に繋げたいと考える｡一人で

も多くの人に守るべき価値のある建物であると認識してもらうことで､フージャースホー

ルディングス､立命館大学の両方から必要とされ続けることに貢献する｡3 つの SNS を使い

分け客との接点を作ること､客に訪れてもらうこと､価値のある建物だと認識してもらうこ

とを目指すと共に､これからも時代に合わせたツールを活用していくべきだと考える｡

SNS は現在の手段であり､今後時代が移り変わるごとに新たなツールに乗り換える必要

がある｡そこでまた産学連携が活きてくるのだと考える｡流行に敏感な若者が共に活動する

ことで､新たなツールに手を出しやすくなる｡そして建物保存に関わる人とは違う視点から

のアイディアが生まれると考える｡ 

第 4章 学生から見た産学連携 

第 1節 学生が長江家住宅に求めること 

ここまで長江家住宅側､フージャースホールディングス側の視点から見た産学連携活動

をまとめてきたが､私の感想としては学生が関わる機会が限られていると感じた｡研究者に

とっては長江家住宅の文化財を研究できるメリットがあるが､学生が建物に訪れる頻度が
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少ない｡これまでの「京都学フィールドワークⅢ」の授業では長江家住宅を訪れ学生は積極

的に社員の方とコミュニケーションをとっていたようだが、2020 年度の受講生はコロナウ

イルスの影響があり長江家住宅を一度も訪れることができなかった。このような状況にな

り、長江家住宅に関わることで学生が得るメリットが少なく残念に思う｡ここからは学生の

視点から産学連携について考えていく｡

2020年度の受講生に授業への参加動機を聞いた｡調査日は 2021年 11月､アンケートは受

講生 6 人のうち 5 人から回答を得ることができた｡結果は｢企業と協力して活動できるとこ

ろに魅力を感じたため｣という意見が一番多く､次に｢町家自体に興味があった｣という意見

が続いた(図 14)。この結果を見ると､長江家住宅について研究するために授業に参加した人

はおらず､企業との関わりのために参加した人が多かったのだとわかった｡よって､学生側

が求める授業の実現のために､活動の中にインターンシップとしての要素を増やすことを

期待する｡授業のシラバスではインターンシップとして企業の社員と関わりこの活動を行

うと記載されている｡しかしコロナウイルスの影響により現場での活動ができなかったた

めか、長江家住宅の文化を学ぶ要素が強く企業の人と関わる機会が少なかった。インターン

シップとして自ら案を提案し比較検討すること､決まった案に対して目標を設定し試行錯

誤すること､などのように､企業の方と協力することでこの活動以外でも活かせるスキルを

学べる機会になると､学生にとってより充実した時間になると考える｡コロナウイルスの影

響はあるが、オンラインで社員やゲストスピーカーから話を聞くなどの授業は必要である

と考える。

また､長江家住宅が学生にひらけた空間となると｢学｣にとってのメリットが強くなると

考える｡現在は理工学部建築都市デザイン学科や文学部京都学専攻の授業に関わる一部の

人のみ長江家住宅を使用しているが､映像学部が撮影のロケに使うなど、他学部の生徒から

も学びの空間として使用してもらいたいと考える｡多様な分野の学生が長江家住宅と関わ

ることで､長江家住宅側は広い空間を生かすことができる､認知度が上がる､新たな視点を

得るというメリットがある｡全ての人に開放的にするのでは長江家住宅の価値を損なう可

能性があるが､学生の学びという分野にひらけることは長江家住宅の価値を上げることに

つながると考える｡産学連携の学との繋がりを深めるために､学生に対してよりオープンな

空間となることを望む｡ 

表 2は自分を含めた学生の希望を組み入れた授業シラバスである｡長江家住宅と関わりの

ある仕事について知ることができる内容を考えた｡不動産業界や企業の CSR 活動について
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は、産学連携で関わりの強いフージャースホールディングスから学ぶ｡デジタルアーカイブ

については､長江家住宅で進められている作業に参加して、体感する｡これに合わせて VR や

AR を用いたバーチャルツアーの作成なども学生が主体的に行うことで、文化財を観光資源

や教材として活かす仕事を体験することができる｡長江家住宅の建物の保存に関する行政

との関わりについては、建築基準法や文化財保護の内容、課題を京都市の担当者から話を聞

く。 

以上に加えて SNS についても、後輩の学生たちに引き継いで行ってもらいたい。現在使

用している SNSでなくても、その時代にあったツールで情報発信を試みる。その際 SNSの

マーケティング方法についても触れる。さらに、受講する学生によって長江家住宅に対する

興味関心が違うため、講義内容の希望を募り、学生の興味にあった授業を１回分行う。これ

らの授業で受けたインスピレーションをもとに､長江家住宅での展示企画を考える｡実習中

もフージャースホールディングスの社員と関わる機会を多く取り､目標設定を行う｡可能で

あれば展示準備中に表具師と関わる機会を設け､屏風などの文化財の修繕について学ぶ｡そ

の上で長江家住宅に残る伝統文化を学ぶと、より長江家住宅が残っていることに重みを感

じるだろう。このようにさまざまな業界の人と関わり仕事を知ることで､自分の将来を考え

るヒントを得る機会になり､インターンシップとしての授業が充実した内容になると考え

る｡

第 2節 SNSが目指す未来 

ここまで述べたことを踏まえ､SNSが長江家住宅にどのような影響を与えるか考える｡SNS

の活動が拡大し長江家住宅のフォロワーが増えることで､長江家住宅に愛着を持つ「ファン」

のような外部の存在が現れる。現在のフージャースホールディングスと立命館大学の産学

連携関係に加えて､フォロワーという外部からの意見が入って来ることで､長江家住宅が

「みんなのモノ｣という存在になる可能性がある｡ここでいう「みんな」とは、税金を納める

京都市民や見学者、フォロワーなど、全ての人を指す。それが発展すると、「長江家住宅を

今後どうしていくか」というところまで、SNS を通じて「みんな」が意見できるようになる

可能性がある｡ 

この場合の関係は、同じ京町家である杉本家住宅と共通する点がある｡杉本家住宅は平成 4

年 2 月に財団法人奈良屋記念杉本家保存会を設立し､平成 23 年に公益財団法人へ移行した
18｡公益財団法人化するということは､営利目的の活動はしないことにあたり 19､活動そのも

14



のから収益を上げた場合､その収益は全て事業に使わなくてはならない 20｡そして社会に利

益を還元しなくてはならない｡その代わり､社会に資金援助を求めることができる｡ 

公益財団法人化された杉本家住宅では､3 月 1 日から瓦の葺き替えを目的としたクラウド

ファウンディングを行った 21｡このクラウドファウンディングでは 7,829,000 円の寄付が集

まり､杉本家住宅を応援する一般人から京町家の保存活動費を得ることができた｡このよう

に杉本家住宅では京町家を｢みんなのモノ｣とすることで､一般の人から資金などを集め､町

家を維持しているのだ｡

それに対して長江家住宅は、大学のサポートを受けながら、企業が所有する京町家であり､

行政からの補助金を除くと、一般の人に資金援助を求めづらい｡SNSでフォロワーを多く獲

得することで、長江家住宅の今後に口出しできる人を増やすことに繋がり、現在の企業と大

学という 2軸のバランスを崩す恐れもある。 

しかし私はそれが長江家住宅にとってプラスになると考える｡なぜなら､フォロワーとい

う一般の人の存在が｢いざという時｣の抑止力になると考えるためである｡｢いざという時｣

とは､企業が長江家住宅を売る時､壊すとき､大学が研究から手を引く時のことである｡聞き

取り調査にもあった通り､長江家住宅は現段階では最善のバランスで守られているが､会社

の業績次第では売られてしまう可能性がある｡また社長や株主の意向が変われば切り離さ

れてしまう可能性があるのだ｡大学側も今の研究者が手を引き、後を継ぐ人がいなければ､

長江家住宅の所蔵品･文化という中身の部分が引き継がれなくなる｡会社と大学がそのよう

な状況に面した時､フォロワーという外部から長江家住宅を支えてくれる存在がいること

で､長江家住宅の必要性を再認識することに繋がると考える｡フォロワーの数は長江家住宅

を大切にしたいと考える人の数と捉えることができる｡その数が増加すればするほど長江

家住宅を残さないといけないという意識に繋がり､手を引かれる際に一種の抵抗力となる

と考える｡フォロワーの数だけ長江家住宅のサポーターがいると捉えることで､これだけ大

切に思われている長江家住宅を手放すことは勿体無いと思わせることができれば､SNS を

始めたことが正解だったと言えると考える｡ 

立命館大学はあくまで建物内部の所蔵品のみ所有しているのであり､建物自体を所有し

ているのはフージャースホールディングスである｡そして建物維持の費用を負担している

のもフージャースホールディングスである｡つまり企業の方針に長江家住宅の存続の命運

が託されている｡建物を取り壊して所蔵品のみ残っている状況では､長江家住宅が保存され

ているとは言えない｡今のような長江家住宅の命運が一極に集中している状態から抜け出
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すためには､一般の意見も大事になってくると考える｡｢いざという時｣の抑止力を作る力が

SNSにはあり､その時が来ないことを願いつつも､備えておくことが SNSを運営し続ける本

当の意義なのではないかと考える。 

おわりに 

京町家は「みんなモノ」である側面と「所有者個人のモノ」である側面の両方を持ち合わ

せている｡建物の維持費用をフージャースホールディングスが負担している以上、そこに関

わる最終判断はフージャースホールディングスに委ねられている。つまり一般の人が口出

しできない領域であり、フージャースホールディングスのモノであることには変わりない。 

しかし建物の歴史や文化などの情報は、個人の物ではなくみんなに共有されるべきであ

ると考える。京都市から文化財と指定され資金援助を受けた以上、公共財として京都市、そ

して一般の人への還元は必要である。SNS での情報発信は一般の人への還元方法の一つで

あり、一般の人からの意見発信の場でもある。「みんなのモノ」と「所有者個人のモノ」の

間をつなぐ力が SNS にはあると考える。 

京都が文化観光都市といわれ､近代化しつつも町にその雰囲気を残しているのは、京町家

が古都の資源として必死に残り続けているからだと考える｡京町家は観光客に京都らしさ

を感じてもらうため､そして日本の文化観光都市として我々日本人が誇りを持つことがで

きるためにも残さなければならない｡これは人のために文化財を保護するということであ

る｡文化財を保護することには多額の費用を要する。京町家も放置すれば簡単に建て替えら

れ消失するものである｡京都市は財政が厳しく文化財ばかりにお金を費やすことはできな

い｡そんな中、長江家住宅では企業が建物の維持費用を賄い､文化財の文化という本質的な

部分を大学が保存するという､素晴らしくも特殊な関係を持っている｡社会におけるさまざ

まなサービスが官から民へと移り変わっているが 22、そこに学が関わることで、サービスの

中身が充実したものになる。この協力関係は京町家を残す､そして｢文化観光都市としての

京都｣が今後維持されるための手本になると考える｡それぞれが力を出し合い助け合う産学

連携が､京都の文化財を残す鍵になると考える｡ 
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第１図 長江家住宅外観写真 (2020 年 11 月筆者撮影) 

17



第 2 図 長江家住宅の周辺地図 (長江家住宅ホームページより引用 23)
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第 3 図 長江家住宅の間取図 (京都市文化保護課作成図より加筆修正)
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第 4 図 おくどさん (2020 年 8 月筆者撮影) 
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第 5 図 投稿内訳 (Instagramデータより筆者作成) 
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第 1 表 投稿内容 (Instagramデータより筆者作成) 
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第 6 図 保存回数が多い投稿 (Instagramデータより筆者作成) 
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第 7 図 フォロワー数の推移 (Instagramデータより筆者作成) 
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第８図 フォロワーの国籍 (Instagramデータより筆者作成） 
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第９図 フォロワーの居住地（Instagramデータより筆者作成） 
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第 10 図 男女比 (Instagramデータより筆者作成） 
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第 11 図 フォロワーの年齢層 (Instagramデータより筆者作成） 
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第 12 図  Instagramと Facebook の投稿比較 
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第 13 図 特別公開の展示風景 (2021年 3 月筆者撮影) 
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第 14 図 受講生アンケート (アンケート調査より筆者作成) 
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第 2 表 理想のシラバス (アンケートをもとに筆者作成) 

授業回数 ﾃｰﾏ･内容 

1 
オリエンテーション(授業内容の確認･長江家住宅について説明、行政との関

わりについて学ぶ) 

2 
フージャースホールディングスとの関わりを学ぶ (フージャースホールディ

ングス社員がゲストスピーカー、これまでの経緯と CSRについてなど)

3 
実習(長江家住宅の見学) 

アート・リサーチセンターの人からデジタルアーカイブについて学ぶ

4 実習(社員の人との意見交流･ﾃｰﾏ目標設定) 

5 バーチャルツアーの制作 

6 
SNSなどの情報発信方法を考える（マーケティング目標も設定し、授業終了

まで交代で発信） 

7 社員とのミーティング (学生の疑問を解消する、意見交流) 

8 社員とのミーティング(企画設定・役割分担・SNS コンテンツの作成) 

9 実習(コンテンツの作成) 

10 実習(コンテンツの作成｡社員からのアドバイス) 

11 実習(屏風のしつらい､表具師から屏風修復や文化財保護の仕事を知る) 

12 実習(屏風のしつらい･社員からのアドバイス) 

13 実習(屏風祭りの案内･解説) 

14 実習(屏風祭りの案内･解説) 

15 フィードバック 
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︻ 第 ３ 図 ︼ ﹃ ⼋ 幡 ⼤ 菩 薩 ⼝ 決( ⼄ 本) ﹄ に お け る 両 部 の 不 ⼆

恵−晝−般 若(如 意 珠)-旱 珠-金 界 の 大 日

定−夜−法 花(無 上 寶 珠)-満 珠-胎 界 の 遍 照-  

出 典 ⽇ 神 奈 川 県 ⽴ ⾦ 沢 ⽂ 庫 ﹁ ⼋ 幡 ⼤ 菩 薩 ⼝ 決 ︵ ⼄ 本 ︶ ﹂ ﹃ ⾦ 沢 ⽂ 庫 の 中 世 神 道 資 料 ﹄ 神 奈 川 県

⽴ ⾦ 沢 ⽂ 庫 ⼀ 九 九 六 年 四 三 ︱ 四 四 ⾴ を 元 に 筆 者 作 成 ︒

︻ 第 ４ 図 ︼ 史 料 ２ ︱ ⑦ に お け る 諸 尊 ・ 諸 物 の 関 係

出 典 ⽇ 神 奈 川 県 ⽴ ⾦ 沢 ⽂ 庫 ﹁ ⼋ 幡 ⼤ 菩 薩 ⼝ 決 ︵ ⼄ 本 ︶ ﹂ ﹃ ⾦ 沢 ⽂ 庫 の 中 世 神 道 資 料 ﹄ 神 奈 川 県

⽴ ⾦ 沢 ⽂ 庫 ⼀ 九 九 六 年 四 四 ⾴ を 元 に 筆 者 作 成 ︒

直 接 的 な 関 係 は を ⽤ い ︑ 影 響 を 与 え る ⽅ 向 に は を ⽤ い た ︒
愛

染
明

王
＝
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地
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応
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守
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所
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︻ 第 ２ 図 ︼ ⿓ 王 の 系 譜 の 関 係 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 典 ⽇ 神 奈 川 県 ⽴ ⾦ 沢 ⽂ 庫 ﹁ ⼋ 幡 ⼤ 菩 薩 ⼝ 決 ︵ 甲 本 ︶ ﹂ ﹃ ⾦ 沢 ⽂ 庫 の 中 世 神 道 資 料 ﹄ 神 奈 川 県

⽴ ⾦ 沢 ⽂ 庫 ⼀ 九 九 六 年 四 三 ⾴ を 元 に 筆 者 作 成 ︒ 
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︻ 第 １ 図 ︼ 宝 満 ⼤ 菩 薩 の 地 位 低 下 と 姉 妹 関 係 へ の 影 響 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 典 ⽇ 神 奈 川 県 ⽴ ⾦ 沢 ⽂ 庫 ﹁ ⼋ 幡 ⼤ 菩 薩 ⼝ 決 ︵ 甲 本 ︶ ﹂ ︑ ﹁ 竃 ⾨ ⼭ 宝 満 ⼤ 菩 薩 記 ﹂ ﹃ ⾦ 沢 ⽂ 庫 の

中 世 神 道 資 料 ﹄ 神 奈 川 県 ⽴ ⾦ 沢 ⽂ 庫 ⼀ 九 九 六 年 四 三 ︑ 四 七 ⾴ ︑ 荻 原 ⿓ 夫 他 校 注 ﹁ ⼋ 幡 愚

童 訓 ﹂ ﹃ 寺 社 縁 起 ﹄( ⽇ 本 思 想 ⼤ 系 ⼆ 〇) ⼀ 九 七 五 年 岩 波 書 店 ⼀ 七 ⼀ ⾴ ︑ 森 弘 ⼦ ﹃ 宝 満

⼭ の 環 境 歴 史 学 的 研 究 ﹄ 岩 ⽥ 書 院 ⼆ 〇 〇 九 年 六 五 ⾴ を 元 に 筆 者 作 成 ︒ 
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史 料 １ ０ ﹃ 不 空 羂 索 事 ﹄ 

 

 

出 典 ⽇ ⽥ 中 稔 ﹁ 七 ⼤ 寺 巡 礼 私 記 と ⼗ 五 ⼤ 寺 ⽇ 記 ﹂ ﹃ 研 究 論 集 Ⅰ ﹄ ︵ 奈 良 国 ⽴ ⽂ 化 財 研 究 所 学 報 

第 ⼆ ⼗ ⼀ 冊 ︶ 奈 良 国 ⽴ ⽂ 化 財 研 究 所 ︑ ⼀ 九 七 ⼆ 年 ︑ 図 版 四 ﹃ 不 空 羂 索 事 ︵ ⾼ ⼭ 寺 蔵 ︶ ﹄  

な お ︑ 囲 み や 傍 線 は 筆 者 に よ る も の で あ る 
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出 典 ⽇ 神 奈 川 県 ⽴ ⾦ 沢 ⽂ 庫 ﹃ ⾦ 沢 ⽂ 庫 の 中 世 神 道 資 料 ﹄ 神 奈 川 県 ⽴ ⾦ 沢 ⽂ 庫 ⼀ 九 九 六 年 

四 七 ⾴ 

な お ︑ 囲 み や 傍 線 な ど は 筆 者 に よ る も の で あ る ︒ 
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史 料 ９ ﹃ 竈 ⾨ ⼭ 宝 満 ⼤ 菩 薩 記 ﹄ 
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史 料 ８ ﹁ ⾦ 剛 吉 祥 ⼤ 成 就 本 第 九 ﹂ ﹃ ⾦ 剛 峯 楼 閣 ⼀ 切 瑜 伽 瑜 祇 経 巻 下 ﹄ 

 

 

出 典 ⽇ ⾼ 楠 順 次 郎 他 編 ﹁ ⾦ 剛 峯 楼 閣 ⼀ 切 瑜 伽 瑜 祇 経 巻 下 ﹂ ﹃ ⼤ 正 新 修 ⼤ 蔵 経 ﹄ ︵ ⼀ ⼋ 巻 ︶ ⼆

六 〇 ⾴ ⼀ 九 六 ⼀ 年 

な お ︑ 囲 み や 傍 線 は 筆 者 に よ る も の で あ る ︒ 
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史 料 ６ ﹁ 提 婆 品 下 ⼋ 箇 ⼤ 事 ﹂ ﹃ 御 義 ⼝ 伝 ﹄  

  

                  

 

出 典 ⽇ ⾼ 楠 順 次 郎 他 編 ﹁ 御 義 ⼝ 傳 ﹂ ﹃ ⼤ 正 新 脩 ⼤ 蔵 経( ⼋ 四) ﹄( 再 刊 発 ⾏) ⼤ 正 新 脩 ⼤ 蔵 経 刊

⾏ 会 ⼀ 九 六 三 年 三 ⼀ 九 ⾴ 
 

 

 

 

 

 

史 料 ７ ﹁ 愛 染 王 本 第 五 ﹂ ﹃ ⾦ 剛 峯 楼 閣 ⼀ 切 瑜 伽 瑜 祇 経 巻 上 ﹄ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 典 ⽇ ︵ 原 ⽂ ︶ ⾼ 楠 順 次 郎 他 編 ﹁ ⾦ 剛 峯 楼 閣 ⼀ 切 瑜 伽 瑜 祇 経 巻 上 ﹂ ﹃ ⼤ 正 新 修 ⼤ 蔵 経 ﹄ ︵ ⼀

⼋ 巻 ︶ ⼆ 五 六 ⾴ 
 

︵ 和 訳 ︶ 渡 会 瑞 顕 編 ﹃ ⼗ 三 仏 の 世 界 ﹄ ノ ン ブ ル 社 ⼆ 〇 ⼀ 五 年 ⾴ 

な お ︑ 囲 み や 傍 線 は 筆 者 に よ る も の で あ る ︒ 
 

 

 

和 訳 で は ︑ ﹁ オ ổ ン ⼤ 貪 染 者 よ ⾦ 剛 仏 頂 よ ⾦ 剛 薩 埵 よ ジ ἀ ハ フ ổ ン 

ヴ Ỻ ン ホ ổ ホ ﹂ 
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史 料 ５ ﹁ 提 婆 達 多 品 ﹂ ﹃ 法 華 経 ﹄ 

 

 

出 典 ⽇ 坂 本 幸 男 ︑ 岩 本 裕 校 注 ﹃ 法 華 経 ︵ 中 ︶ ﹄ 岩 波 書 店 ⼀ 九 七 六 年 ⼆ ⼀ ⼋ ⾴ 

な お ︑ 囲 み や 傍 線 な ど は 筆 者 に よ る も の で あ る ︒ 
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史 料 ３ ﹃ 尊 卑 分 脈 ﹄ 

 

出 典 ⽇ ⿊ 板 勝 美 編 ﹃ 尊 卑 分 脈 ( 三) ﹄ 吉 川 弘 ⽂ 館 ⼀ 九 ⼋ 〇 年 ⼆ ⼆ 四 ⾴ 
 

 

 

 

 

 

 

史 料 ４ ﹁ 真 ⾔ 秘 奥 抄 ﹂ ﹃ 渓 嵐 拾 葉 集 巻 ⼀ 〇 ⼋ ﹄              

    

 

出 典 ⽇ ⾼ 楠 順 次 郎 他 編 ﹁ 渓 嵐 拾 葉 集 ﹂ ﹃ ⼤ 正 新 脩 ⼤ 蔵 経( 七 六) ﹄( 再 刊 発 ⾏) ⼤ 正 新 脩 ⼤ 蔵 経

刊 ⾏ 会 ⼀ 九 六 ⼋ 年 ⼋ 六 三 ⾴ ︒ な お ︑ 線 は 筆 者 に よ る も の で あ る ︒ 
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出 典 ⽇ 神 奈 川 県 ⽴ ⾦ 沢 ⽂ 庫 ﹃ ⾦ 沢 ⽂ 庫 の 中 世 神 道 資 料 ﹄ 神 奈 川 県 ⽴ ⾦ 沢 ⽂ 庫 ⼀ 九 九 六 年 

四 三 ︱ 四 五 ⾴ 

な お ︑ 囲 み や 傍 線 ︑ 番 号 な ど は 筆 者 に よ る も の で あ る ︒ 
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史 料 ２ ﹃ ⼋ 幡 ⼤ 菩 薩 ⼝ 決 ﹄ ⼄ 本 
 

 

 

②
 

③
 

④
 

①
 

⑤
 

⑥
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出 典 ⽇ 神 奈 川 県 ⽴ ⾦ 沢 ⽂ 庫 ﹃ ⾦ 沢 ⽂ 庫 の 中 世 神 道 資 料 ﹄ 神 奈 川 県 ⽴ ⾦ 沢 ⽂ 庫 ⼀ 九 九 六 年 

四 三 ⾴ 

な お ︑ 囲 み や 傍 線 ︑ 番 号 な ど は 筆 者 に よ る も の で あ る ︒ 
 

 

 

 

⑤
 

⑥
 

⑦
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史 料 １ ﹃ ⼋ 幡 ⼤ 菩 薩 ⼝ 決 ﹄ 甲 本

②

③

④

⑧

⑨

①
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岡
県
）』、
角
川
書
店
他
、
一
九
八
八
年
、
一
〇
七
一
頁
、「
角
川
日
本
地
名
辞

典
」
編
纂
委
員
会
編
、
同
「
箱
松
〈
東
区
〉」
一
〇
七
三
頁
、
前
掲
註
２
７ 

重

松 
八
二
―
八
三
頁
、「
生
の
松
原
」（『
日
本
歴
史
地
名
大
系
（
四
一
巻 

福

岡
県
の
地
名
）』、
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
、
有
馬
学
氏
他
執
筆
。（
ジ
ャ
パ
ン

ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
））。 

１
２
８ 

前
掲
註
１
４ 
萩
原 

一
七
四
頁
。 

１
２
９ 

「
安
曇
磯
良
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版 

第
一
巻
）』、
小
学
館
、
二
〇

〇
〇
年
、
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
編
集
委
員
会
他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ

ジ
よ
り
）。 

１
３
０ 

阿
部
泰
郎
「
海
人
と
王
権
」『
中
世
日
本
の
王
権
神
話
』
名
古
屋
大
学
出
版
会 

二
〇
二
〇
年 

一
八
九
―
二
五
三
頁
。 

１
３
１ 

こ
の
『
志
度
縁
起
』
で
は
鎌
足
女
（
不
比
等
の
妹
）
は
大
唐
の
高
宗
皇
帝
に

嫁
ぐ
こ
と
に
な
り
、
鎌
足
の
追
善
供
養
の
た
め
興
福
寺
に
不
向
背
珠
を
含
む

三
つ
の
珍
宝
を
捧
げ
た
。使
節
が
宝
を
船
に
載
せ
て
送
っ
た
が
、暴
風
波
瀾
に

よ
っ
て
讃
州
房
前
浦
（
志
度
の
浦
）
で
海
中
に
珠
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
不
比

等
は
悲
嘆
し
て
房
前
浦
に
赴
き
、そ
の
後
、三
年
を
経
て
海
人
と
の
間
に
一
子

を
も
う
け
た
。そ
れ
か
ら
、海
人
は
自
身
の
菩
提
と
こ
の
行
く
末
を
不
比
等
に

託
し
、珠
の
所
在
を
見
る
べ
く
入
海
し
、龍
宮
に
珠
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

そ
の
後
に
龍
宮
か
ら
珠
を
奪
い
取
っ
た
が
、
龍
王
に
よ
っ
て
海
人
は
害
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
珠
は
無
事
で
あ
っ
た
。
珠
を
得
た
場
所
を
真
珠
嶋
と

名
付
け
、海
人
を
葬
り
、天
武
天
皇
一
〇
年
に
は
精
舎
を
建
て
て
死
度
道
場
と

名
付
け
、不
比
等
は
珠
と
子
を
併
い
て
都
へ
上
り
、珠
を
興
福
寺
の
金
堂
釈
迦

仏
の
眉
間
に
嵌
め
、こ
れ
が
如
意
宝
珠
で
あ
る
と
す
る
。珠
を
慕
っ
て
龍
王
が

興
福
寺
の
守
護
神
と
な
っ
て
猿
沢
池
に
住
ん
だ
。
不
比
等
に
自
ら
の
出
生
に

つ
い
て
聞
い
た
房
前
は
、行
基
と
と
も
に
房
前
浦
へ
向
か
い
、
地
底
よ
り
亡
母

の
声
を
聞
き
、
墓
に
参
っ
て
法
華
八
講
、
千
塔
造
立
を
し
た
と
い
う
（
同
前 

二
〇
七
―
二
一
〇
頁
）。 

１
３
２ 

同
前 

二
二
二
頁
。 

１
３
３ 

史
料
２
―
⑦
を
参
照
。
図
４
に
も
示
し
た
通
り
、
日
本
は
大
日
の
国
で
あ
る

と
説
か
れ
、そ
の
大
日
は
天
照
大
神
で
あ
っ
て
、両
者
は
日
天
子
に
象
徴
さ
れ

る
。日
天
子
は
愛
染
明
王
で
あ
り
、こ
の
愛
染
は
大
日
如
来
が
現
れ
た
姿
で
あ

る
と
い
う
。そ
れ
は
天
照
が
現
れ
た
姿
が
日
天
で
あ
る
た
め
だ
。そ
の
愛
染
日

天
は
応
神
天
皇
の
姿
で
衆
生
の
前
に
現
れ
、
八
幡
大
菩
薩
と
い
う
姿
を
と
り
、

弘
法
大
師
に
入
唐
を
勧
め 

東
寺
流
を
守
護
し
、
東
寺
流
は
秘
経
を
重
要
視

し
、
こ
の
経
典
の
肝
心
は
愛
染
明
王
で
も
あ
る 

明
王
の
肝
心
は
宝
珠
で
あ

る 

そ
し
て
八
幡
大
菩
薩
の
体
は
宝
珠
な
の
だ
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
る
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
、弘
法
大
師
と
宝
珠
の
言
説
で
あ
る
と
考
え
る
。日
本
密

教
の
始
祖
で
あ
る
弘
法
大
師
を
も
導
く
よ
う
な
密
教
の
道
へ
と
誘
う
教
祖
の

よ
う
な
偉
大
な
存
在
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
わ
け
だ
。ま
た
、八
幡
神
自
身

が
宝
珠
、す
な
わ
ち
如
意
宝
珠
と
も
重
な
る
こ
と
は
、密
教
を
以
っ
て
万
物
を

利
益
す
る
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
単
な
る
護
法
善
神
の
よ

う
な
存
在
で
は
な
く
、仏
法
を
広
め
る
た
め
の
存
在
、仏
教
の
根
源
者
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
立
場
か
ら
八
幡
神
を
捉
え
て
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
な
お
、
秘
経
と
は
、
中
世
に
好
ま
れ
た
、
僧
俗
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
利

益
を
も
た
ら
す
愛
染
法
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。 
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日
神
」『
神
仏
と
儀
礼
の
中
世
』
法
蔵
館 

二
〇
一
一
年 

四
六
六
頁
）。 

１
２
０ 
前
掲
註
６ 

船
田 

 

四
六
六
頁
。 

１
２
１ 
同
前 
四
六
六
頁
。 

１
２
２ 

舩
田
氏
は
「「
調
伏
」
と
は
敬
愛
・
増
益
を
通
し
て
最
終
的
に
「
息
災
」
に
至

る
の
で
あ
り
、調
伏
と
は
対
極
に
し
て
不
二
な
の
で
あ
る
。こ
う
し
た
例
に
徴

す
る
と
〈
源
氏
〉
＝
調
伏
と
〈
藤
氏
〉
＝
息
災
の
関
係
は
、
釈
尊
・
不
空
羂
索

一
対
の
図
像
の
構
図
か
ら
も
、こ
う
し
た
調
伏
・
息
災
不
二
の
儀
礼
的
理
念
を

背
後
に
有
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
単
な
る
呪
殺
を
目
的
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
息
災
の
意
味
も
現
れ
、
密

教
の
修
法
が
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
の
現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
（
同
前 

四
六
七
頁
）。 

１
２
３ 

八
識
と
は
、
唯
識
説
で
説
か
れ
る
八
識
中
の
第
八
識
の
こ
と
を
示
し
、
宇
宙

万
物
の
根
源
で
あ
り
、万
有
を
蔵
す
る
こ
と
か
ら
蔵
識
と
も
言
わ
れ
、万
有
発

生
の
種
子
を
蔵
す
る
も
の
と
し
て
種
子
識
と
も
呼
ば
れ
る
（「
阿
頼
耶
識
」

（『
例
文 

仏
教
語
大
辞
典
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
石
田
瑞
麿
氏
執
筆
。

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
））。
す
な
わ
ち
、
世
界
全
体
、
物
質
性
を
指
す
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

１
２
４ 

自
ら
心
の
う
ち
に
仏
の
真
理
を
悟
っ
た
こ
と
。ま
た
、悟
っ
た
真
理（「
内
証
」

（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版 

第
十
巻
）』、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
日

本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
編
集
委
員
会
他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）。 

１
２
５ 

金
色
は
仏
身
の
色
や
浄
土
に
往
生
し
た
者
を
表
す
（「
金
色
」（『
日
本
国
語
大

辞
典（
第
二
版 

第
五
巻
）』、小
学
館
、二
〇
〇
一
年
、日
本
国
語
大
辞
典 
第

二
版
編
集
委
員
会
他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）
た
め
、
仏
に
近
し
い
存

在
と
し
て
八
幡
神
を
表
す
表
現
と
い
え
る
。 

１
２
６ 

禅
定
と
智
慧
は
鳥
の
両
翼
や
車
輪
に
例
え
ら
れ
、
た
が
い
に
助
け
合
っ
て
仏

道
を
成
就
さ
せ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（「
定
慧
・
定
恵
」（『
日
本
国
語
大
辞

典
（
第
二
版 

第
七
巻
）』、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
日
本
国
語
大
辞
典 

第

二
版
編
集
委
員
会
他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）。 

１
２
７ 

箱
崎
の
由
来
に
関
す
る
説
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
目
は

戒
定
恵
の
筥
を
埋
め
た
こ
と
が
箱
崎
の
由
来
に
な
っ
た
と
い
う
説
。
二
つ
目

は
、宇
美
で
応
神
天
皇
を
生
ん
だ
時
の
胞
衣
を
筥
に
納
め
て
埋
め
、そ
の
し
る

し
に
松
を
植
え
（
筥
松
）、
そ
れ
が
由
来
と
な
っ
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
前
者

は
筥
崎
宮
の
縁
起
で
あ
る『
筥
崎
宮
縁
起
』の
ほ
か
、大
江
匡
房
が
記
し
た『
筥

崎
宮
記
』
に
見
ら
れ
、
後
者
は
宇
美
宮
の
縁
起
で
あ
る
『
筑
前
国
糟
屋
郡
宇
瀰

八
幡
宮
縁
起
』
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
前
者
は
筥
崎
宮
側
の
説
で
、
後
者

は
宇
美
宮
側
の
説
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
見
ら
れ
る
。
両
者
に
は
逆
さ

松
に
関
す
る
記
述
が
な
い
が
『
託
宣
集
』
や
江
戸
時
代
の
『
太
宰
管
内
志
』
に

記
載
の
あ
る
『
御
由
来
記
』
に
は
、
大
帯
姫
（
大
多
羅
姫
）
と
八
幡
が
本
朝
に

渡
り
、
大
帯
姫
は
香
椎
に
枌
を
、
八
幡
神
は
筥
崎
に
松
を
逆
さ
に
植
え
、
さ
ら

に
八
幡
は
戒
定
恵
の
箱
を
松
の
下
に
埋
め
た
こ
と
が
箱
崎
の
由
来
と
な
っ
た

と
い
う
説
が
あ
る
。
ま
た
、
逆
松
に
関
す
る
言
説
は
、
箱
崎
の
他
に
生
の
松
原

と
壱
岐
神
社
（
壱
岐
直
真
根
子
社
）
に
も
あ
る
。
神
功
皇
后
が
朝
鮮
半
島
へ
出

兵
し
た
際
に
、浜
に
松
の
枝
を
逆
さ
に
差
し
、
勝
利
し
て
帰
国
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、こ
の
松
の
枝
が
生
き
る
で
あ
ろ
う
と
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
松
が
生
き
た
こ

と
に
由
来
す
る
。『
口
決
』
に
お
い
て
は
、
大
多
羅
姫
が
逆
さ
に
松
を
植
え
て

祈
願
を
し
た
言
説
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
伝
承
が
『
口
決
』
の
逆
松
の

言
説
に
入
り
込
ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る（
広
瀬
正
利 

編
校「
筥
崎
宮
縁

起
」「
筥
崎
宮
記
」『
筥
崎
宮
史
』
文
献
出
版 

一
九
九
九
年 

二
七
六
―
二
七

七
、二
七
九
、三
四
九
―
三
五
一
、石
清
水
八
幡
宮
社
務
所
編「
筥
崎
宮
縁
起
」

「
筥
崎
宮
記
」『
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
』（
二 

縁
起 

託
宣 

告
文
） 

続
群
書
類
従
完
成
会 

一
九
七
六
年 

二
一
―
二
四
頁
、筑
紫
豊
、中
野
幡
能 

校
注「
筑
前
国
糟
屋
郡
宇
瀰
八
幡
宮
縁
起
」『
神
道
大
系（
神
社
編
四
十
四 

筑

前
・
筑
後
・
豊
後
・
豊
前
国
）』
神
道
大
系
編
纂
会 

一
九
八
二
年 

一
〇
〇

頁
。
伊
藤
常
足
編
『
太
宰
管
内
志
（
上
巻
）』
文
献
出
版 

一
九
八
九
年 

一

六
七
、
一
八
四
頁
、「
箱
崎
〈
東
区
〉」（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
（
四
〇 

福
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判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

１
１
１ 
「
妙
成
就
」（『
例
文 

仏
教
語
大
辞
典
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
石
田
瑞

麿
氏
執
筆
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）。 

１
１
２ 

三
部
と
は
、
仏
部
・
蓮
華
部
・
金
剛
部
の
三
部
と
胎
蔵
法
・
金
剛
法
・
蘇
悉
地

法
の
三
部
の
二
種
類
が
あ
り
、
三
部
の
直
前
に
蘇
悉
地
の
訳
で
あ
る
妙
成
就

と
あ
る
の
で
、
後
者
の
意
味
を
指
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
胎
蔵
・
金
剛
・

蘇
悉
地
の
三
部
の
関
係
に
つ
い
て
、台
密
で
は
、後
者
の
よ
う
に
金
胎
両
部
に

蘇
悉
地
を
加
え
て
三
部
と
し
、
蘇
悉
地
を
両
部
不
二
の
最
深
秘
法
と
理
解
さ

れ
る
。
対
し
て
、
東
密
で
は
一
つ
目
に
両
部
と
蘇
悉
地
を
別
に
立
て
ず
、
両
部

を
一
つ
に
ま
と
め
た
極
位
を
妙
成
就
と
す
る
場
合
と
、
二
つ
目
に
同
じ
く
両

部
と
蘇
悉
地
を
別
に
立
て
ず
、
両
部
各
々
が
そ
の
ま
ま
不
二
で
あ
る
こ
と
を

示
す
こ
と
を
妙
成
就
と
指
す
場
合
の
二
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
（「
三
部
」

（『
密
教
大
辞
典（
増
訂
版
第
二
巻
）』、
法
蔵
館
、一
九
六
九
年
、八
二
〇
頁
、

密
教
辞
典
編
纂
会
編
）、「
蘇
悉
地
」（『
密
教
大
辞
典
（
増
訂
版
三
巻
）』、
法
蔵

館
、
一
九
六
九
年
、
一
四
一
〇
頁
、
密
教
辞
典
編
纂
会
編
）。
金
胎
両
部
の
他

に
、蘇
悉
地
を
別
に
立
て
て
三
部
と
す
る
こ
と
か
ら
、台
密
の
理
解
で
あ
る
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
史
料
の
後
半
に
お
い
て
、
高
祖
（
弘
法
大
師
）
入

唐
や
東
寺
に
関
す
る
言
説
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、こ
こ
で
は
、東
密
の
理
解

で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
結
論
と
し
て
は
、
東
密
、
台
密
の
理
解
が

組
み
合
わ
さ
れ
た
理
解
が
な
さ
れ
た
、
も
し
く
は
台
密
の
三
部
の
考
え
方
が

東
密
へ
影
響
を
与
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

１
１
３ 

現
在
の
宇
美
八
幡
宮
の
こ
と
。
後
述
す
る
宇
美
八
幡
宮
の
槐
の
木
（
子
安
の

木
）
は
神
功
皇
后
が
応
神
天
皇
を
出
産
し
た
時
に
槐
の
木
の
枝
に
取
り
す
が

っ
た
と
い
う
由
緒
が
あ
る
（
宇
美
八
幡
宮
「
宇
美
八
幡
宮
に
つ
い
て
」  

http://www.um
i

―hachim
angu.or.jp/about/

（
最
終
閲
覧
日 

二
〇
二

一
年
一
二
月
二
日
））。 

１
１
４ 

は
梵
字
と
し
て
は
「
か
ん
」
と
読
み
、
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
音
と
し
て

は
「ham

」
で
あ
る
。（
渡
会
瑞
顕
編
『
十
三
仏
の
世
界
』
ノ
ン
ブ
ル
社 

二

〇
一
五
年 

四
二
六
頁
）。 

１
１
５ 

と

は
体
文
（
子
音h

）
が
両
者
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
で
あ
る
と

い
う
解
釈
が
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

１
１
６ 

鎌
倉
幕
府
三
代
将
軍
源
実
朝
の
歌
集
で
あ
る
、『
金
槐
和
歌
集
』
の
「
槐
」
の

字
の
由
来
は
大
臣
の
唐
名
で
あ
る「
槐
門
」が
由
来
で
あ
る（「
金
槐
和
歌
集
」

（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版 

第
四
巻
）』、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
日

本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
編
集
委
員
会
他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）。 

１
１
７ 

執
柄
と
は
政
治
の
権
力
を
握
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。
摂
政
、
関
白
の
異

名
（「
執
柄
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版 

第
六
巻
）』、
小
学
館
、
二
〇

〇
一
年
、日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
編
集
委
員
会
他
編
。ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ

ジ
よ
り
）。 

１
１
８ 

天
孫
降
臨
の
際
に
天
照
大
神
と
藤
原
氏
の
祖
と
さ
れ
る
天
児
屋
命
の
間
で
約

諾
が
行
わ
れ
、
天
照
大
神
の
神
裔
で
あ
る
天
皇
を
天
児
屋
命
の
神
裔
で
あ
る

藤
原
摂
関
家
が
擁
護
す
る
と
い
う
現
実
世
界
の
説
明
が
な
さ
れ
る
神
話
で
あ

る
。
藤
森
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
約
諾
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
両
者
の
関
係

を
表
し
た
の
は
慈
円
で
あ
る
と
し
て
い
る（
藤
森
馨「
二
神
約
諾
神
話
の
展
開
」

『
日
本
に
お
け
る
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
諸
位
相
と
統
辞
法
：「
テ
ク
ス
ト
布
置
の

解
釈
学
的
研
究
と
教
育
」第
四
回
国
際
研
究
集
会
報
告
書
』名
古
屋
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
八
年
、
二
四
〇
頁
）。 

１
１
９ 

先
述
の
舩
田
氏
は
興
福
寺
南
円
堂
の
不
空
羂
索
観
音
像
に
関
す
る
史
料
の
一

つ
で
あ
る
『
不
空
羂
索
事
』
と
い
う
口
決
の
言
説
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
史

料
に
お
い
て
、藤
氏
を
象
徴
す
る
藤
が
、源
氏
を
象
徴
す
る
松
の
大
樹
に
絡
ま

る
と
い
う
言
説
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
藤
氏
を
不
空
羂
索
、
源
氏
を

釈
迦
に
象
徴
さ
せ
、
史
料
の
最
後
に
は
そ
れ
ら
を
表
す
挿
絵
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
舩
田
氏
は
「
釈
迦
＝
調
伏
法
（
入
滅
）
＝
源
氏/

不
空
検
索
＝
息
災
法

＝
藤
氏
と
い
っ
た
図
式
」を
取
り
、そ
れ
が
密
教
修
法
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
機

能
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
（
船
田
淳
一「
摂
関
家
の
南
円
堂
観
音
信
仰
と
春
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に
榊
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
高
良
神
秘
書
』
の
成
立
年
代
は

不
明
で
あ
る
が
、
当
史
料
の
編
述
は
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
と
さ
れ
て
い
る

（
荒
木
尚
他
編
（
一
九
七
二
）
一
九
二
頁
）。
し
か
し
、『
愚
童
訓
』
や
『
託
宣

集
』、
そ
れ
以
降
の
時
代
に
編
述
さ
れ
た
『
高
良
玉
垂
宮
神
秘
書
』
に
は
、『
口

決
』
に
お
け
る
「
驚
覚
召
請
の
義
」
と
い
う
密
教
の
金
剛
鈴
を
想
起
さ
せ
る
よ

う
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。 

１
０
０ 

新
羅
の
侵
攻
に
備
え
て
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
筑
前
国
、
貞
観
九
年
（
八
六

七
）
伯
耆
・
出
雲
・
長
門
国
な
ど
に
建
立
さ
れ
た
寺
。
筑
前
国
四
王
寺
は
現
在

の
福
岡
県
糟
屋
郡
宇
美
町
に
あ
っ
た
（「
四
王
寺
」（『
国
史
大
辞
典
』、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
五
年
、
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ

り
）。 

１
０
１ 

教
令
と
は
大
日
如
来
の
教
え
に
従
わ
な
い
者
を
教
化
す
る
た
め
に
怒
り
の
相

を
表
す
こ
と
で
、大
日
如
来
の
教
令
身
と
し
て
は
普
通
、不
動
明
王
が
そ
の
任

に
あ
た
る（「
教
令
」（『
日
本
国
語
大
辞
典（
第
二
版 

第
四
巻
）』、小
学
館
、

二
〇
〇
一
年
、日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
編
集
委
員
会
他
編
。ジ
ャ
パ
ン
ナ

レ
ッ
ジ
よ
り
）。 

１
０
２ 

史
料
２
―
③
に
は
、「
日
天
子
」
は
「
中
等
身
」
の
愛
染
と
あ
る
の
で
、
大
日

如
来
と
愛
染
明
王
を
同
体
視
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。 

１
０
３ 

『
竃
門
山
宝
満
大
菩
薩
記
』
に
よ
れ
ば
、
長
保
元
年
に
四
王
寺
の
五
壇
道
場

が
近
江
国
役
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
た
と
い
う
記
述
（
史
料
９『
竃
門
山
宝
満
大

菩
薩
記
』）
が
あ
り
、
四
王
寺
の
五
壇
道
場
の
修
繕
と
い
う
史
実
を
大
多
羅
姫

の
言
説
を
組
み
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

１
０
４ 

大
仙
と
は
偉
大
な
仙
人
の
こ
と
で
、
如
来
の
異
名
と
い
う
意
味
も
あ
る
（「
大

仙
」（『
例
文 

仏
教
語
大
辞
典
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
石
田
瑞
麿
氏
執

筆
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
））。 

１
０
５ 

般
若
心
経
の
一
部
。
真
実
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
偏
見
や
迷
い
の
心
か
ら
す
っ

か
り
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
表
す
（
前
掲
註
２
７ 

松
長 

一
七

六
頁
）。 

１
０
６ 

「
法
華
を
夜
、
般
若
を
晝
」
と
い
う
言
説
は
、
乙
本
冒
頭
で
法
華
が
無
上
宝

珠
、
般
若
が
如
意
宝
珠
と
さ
れ
た
点
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
先
述
の
『
麗
気
記
』

「
豊
受
大
神
鎮
座
次
第
」の
水
珠
＝
月
珠
は
豊
受
皇
大
神
、火
珠
＝
日
珠
は
如

意
宝
珠
、
天
照
皇
大
神
と
す
る
記
述
の
、
日
と
月
（
す
な
わ
ち
、
昼
夜
）
に
見

立
て
る
思
想
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

１
０
７ 

「
雙
円
」は
円
満
な
上
に
さ
ら
に
円
満
な
こ
と
。完
全
円
満
な
こ
と
。「
性
海
」

は
真
如
（
仏
の
悟
り
）
の
世
界
を
海
に
喩
え
た
こ
と
を
指
す
（「
双
円
性
海
」

（『
例
文 

仏
教
語
大
辞
典
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
石
田
瑞
麿
氏
執
筆
。

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
））。 

１
０
８ 

「
定
慧
・
定
恵
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版 

第
七
巻
）』、
小
学
館
、
二

〇
〇
一
年
、日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
編
集
委
員
会
他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ

ッ
ジ
よ
り
）。 

１
０
９ 

史
料
１
―
⑤
で
は
、「
妙
法
般
若
ノ
瀧
ト
也
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、

そ
こ
か
ら
両
経
の
功
徳
に
よ
っ
て
煩
悩
を
消
し
去
る
例
え
と
し
て
の
意
味
が

瀧
に
は
含
意
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

１
１
０ 

こ
れ
は
余
談
だ
が
、「
妙
」
の
一
字
と
し
て
他
に
想
定
し
た
も
の
と
し
て
、
平

安
中
期
の
仏
教
書
で
あ
る
『
大
日
本
法
華
験
記
』
下
巻
第
一
一
〇
「
肥
後
の
官

人
某
」
の
「
妙
の
一
字
」
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
こ
の
説
話
に
よ
る
と
、
あ

る
聖
が
西
の
峰
の
山
の
上
に
卒
塔
婆
を
立
て
て
、
法
華
経
を
埋
め
、法
華
経
が

広
野
に
住
し
て
一
切
衆
生
の
抜
苦
の
願
を
か
け
た
。
年
月
を
経
て
卒
塔
婆
が

壊
れ
、法
華
経
は
風
に
吹
か
れ
て
他
方
世
界
へ
と
散
っ
て
し
ま
っ
た
が
、妙
の

一
字
だ
け
が
そ
こ
の
残
り
、
衆
生
を
利
益
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

妙
の
一
字
は
衆
生
を
利
益
す
る
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
（
井
上
光
貞
、大
曾
根
章

介
校
注
『
往
生
傳
、
大
日
本
国
法
華
験
記
（
日
本
思
想
大
系
七
）』
岩
波
書
店 

一
九
七
四
年 

一
九
三
頁
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
『
法
華
経
』
の
「
妙
」
に
関

す
る
言
説
で
あ
っ
て
、般
若
心
経
と
の
繋
が
り
は
考
え
に
く
い
。そ
の
点
か
ら

『
口
決
』
の
文
脈
と
し
て
も
両
部
不
二
の
妙
成
就
の
「
妙
」
を
表
し
て
い
る
と
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『
法
華
経
』
や
『
無
量
寿
経
』
な
ど
を
説
い
た
所
と
し
て
著
名
。
山
中
に
鷲
が

多
い
か
ら
と
も
、
山
形
が
鷲
の
頭
に
似
る
か
ら
と
も
い
わ
れ
る
（「
霊
鷲
山
」

（『
例
文 

仏
教
語
大
辞
典
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
石
田
瑞
麿
氏
執
筆
。

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
））。 

９
０ 

密
厳
と
は
、
密
厳
国
と
蓮
華
蔵
世
界
の
こ
と
を
示
し
、
密
厳
と
は
三
密
の
万
徳

に
よ
っ
て
荘
厳
さ
れ
た
大
日
如
来
の
浄
土
、
蓮
華
蔵
世
界
と
は
華
厳
経
に
説
く

毘
盧
遮
那
仏
の
世
界
を
示
し
て
い
る
。
密
教
で
は
蓮
華
蔵
世
界
は
密
厳
国
の
別

名
で
あ
る
と
し
て
い
る（「
密
厳
華
蔵
」、「
密
厳
浄
土
」（『
日
本
国
語
大
辞
典（
第

二
版 

第
十
二
巻
）』、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版

編
集
委
員
会
他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）、「
蓮
華
蔵
世
界
海
」（『
日
本

国
語
大
辞
典
（
第
二
版 

第
十
三
巻
）』、
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
、
日
本
国
語

大
辞
典 

第
二
版
編
集
委
員
会
他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）。 

９
１ 

直
後
に
は
、
大
菩
薩
の
所
乗
は
、
す
な
わ
ち
大
日
如
来
が
い
る
塔
婆
で
あ
る
と

す
る
記
述
も
あ
る
。 

９
２ 

一
尺
（
約
三
〇.

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
七
倍
（「
七
尺
」（『
日
本
国
語
大
辞

典
（
第
二
版 

第
六
巻
）』、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
日
本
国
語
大
辞
典 

第

二
版
編
集
委
員
会
他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）
で
あ
る
た
め
、
約
二
一

二
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

９
３ 

七
寳
と
は
、
七
種
の
宝
玉
の
こ
と
を
指
す
。
七
寳
の
解
釈
は
経
典
に
よ
っ
て
異

な
り
、
例
え
ば
『
法
華
経
』
で
は
、
金
・
銀
・
瑠
璃
・
硨
磲
・
瑪
瑙
・
真
珠
・

玫
瑰
を
指
す
と
い
う
。ま
た
、七
寶
に
は
道
と
い
う
意
味
も
あ
る（「
七
宝
」（『
例

文 

仏
教
語
大
辞
典
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
石
田
瑞
麿
氏
執
筆
。
ジ
ャ
パ

ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
））。
そ
の
た
め
、『
口
決
』
で
は
榊
が
仏
道
へ
と
誘
い
、
尊
格

を
呼
ぶ
、
依
り
代
の
よ
う
な
役
割
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

９
４ 

一
搩
と
は
、
親
指
と
中
指
を
伸
ば
し
た
長
さ
で
あ
る
一
搩
手
に
そ
の
半
分
を
加

え
た
長
さ
の
こ
と
で
、
日
本
で
は
持
仏
像
や
胎
内
仏
を
造
る
時
の
定
則
で
あ
る
。

約
一
尺
二
寸 

（「
一
搩
手
」、「
一
搩
手
半
」（『
例
文 

仏
教
語
大
辞
典
』、
小
学

館
、
一
九
九
七
年
、
石
田
瑞
麿
氏
執
筆
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
））。 

９
５ 

衆
生
救
済
の
た
め
に
化
現
し
た
仏
・
菩
薩
の
こ
と
を
指
す
（「
生
身
」（『
例
文 

仏
教
語
大
辞
典
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
石
田
瑞
麿
氏
執
筆
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ

レ
ッ
ジ
よ
り
））。 

９
６ 

『
託
宣
集
』「
名
巻
二
」
に
お
い
て
、
住
吉
縁
起
か
ら
大
多
羅
姫
が
四
王
寺
山
に

登
り
異
国
降
伏
の
祈
願
を
願
い
、
大
鈴
を
付
け
た
榊
を
振
る
話
が
登
場
す
る
。

ま
た
、
神
吽
の
私
見
に
は
降
伏
祈
願
成
就
の
間
に
寺
と
像
を
造
っ
た
と
す
る
記

載
（
前
掲
註
２
７ 

重
松 

八
三
頁
）
が
あ
り
、
こ
の
記
述
が
『
口
決
』
に
影

響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、『
口
決
』
に
お
い
て
榊
を
振
る
話
は
遠
征

譚
言
説
の
後
に
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
話
の
構
成
は
『
託
宣
集
』
と
は
異
な
る
。 

９
７ 

密
教
修
法
で
、
真
言
の
呪
を
と
な
え
、
三
世
の
諸
仏
を
覚
醒
し
て
降
臨
を
願
う

こ
と
。
ま
た
、
仏
が
行
者
の
心
を
覚
醒
さ
せ
る
こ
と
（「
驚
覚
」（『
例
文 

仏
教

語
大
辞
典
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
石
田
瑞
麿
氏
執
筆
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ

ジ
よ
り
））。 

９
８ 

密
教
修
法
の
時
使
用
す
る
鋳
銅
製
の
楽
器
の
こ
と
で
、
諸
尊
を
驚
覚
し
、
ま
た

歓
喜
さ
せ
る
た
め
の
法
具
で
あ
る
（「
金
剛
鈴
」（『
国
史
大
辞
典
』、
吉
川
弘
文

館
、一
九
八
五
年
、国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
。ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）。 

９
９ 

例
え
ば
『
託
宣
集
』「
名
巻
二
」
に
お
い
て
は
、
大
帯
姫
が
新
羅
の
征
伐
の
時

に
、
四
王
寺
山
に
登
り
、
大
鈴
を
付
け
た
榊
を
高
く
振
り
祈
願
す
る
と
、
住
吉

大
明
神
が
姿
を
表
し
た
と
い
う
言
説
が
見
ら
れ
る
（
前
掲
註
２
７ 

重
松 

八

三
頁
）。
ま
た
、『
愚
童
訓
』
に
は
「
四
王
寺
山
ニ
御
行
シ
テ
、
榊
ノ
枝
ニ
大
鈴

ヲ
付
ケ
御
手
ニ
捧
テ
立
給
事
、
六
日
儘
ニ
成
レ
共
其
験
無
。」
と
あ
る
（
前
掲
註

１
４ 

萩
原 

一
七
一
頁
）。
さ
ら
に
、
高
良
大
社
の
『
高
良
玉
垂
宮
神
秘
書
』

に
お
い
て
は
「
一
、
高
良
ノ
御
文
モ
ツ
カ
ウ
㕝
、
神
功
皇
后 

筑
前
四
王
寺
嶺
ニ

ヲ
イ
テ
、
大
ス
ヽ
ヲ 

サ
カ
キ
ノ
ヱ
タ
ニ
カ
ケ
、
七
日
ツ
マ
タ
チ
、
イ
コ
ク
ノ
タ

イ
シ
ヤ
ウ 

イ
ノ
リ
玉
フ
時
、
…
」
と
あ
る
（
荒
木
尚
他
編
『
高
良
玉
垂
宮
神
秘

書
・
同
紙
背
』高
良
大
社 

一
九
七
二
年 

一
一
三
―
一
一
四
頁
）。す
な
わ
ち
、

『
愚
童
訓
』
や
『
託
宣
集
』
以
後
の
時
代
に
お
い
て
も
神
功
皇
后
の
言
説
の
中
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〇
〇
二
年 

一
七
、
二
一
頁
）。 

７
７ 
村
山
氏
は
、
こ
の
「
旱
珠
は
般
若
の
如
意
宝
珠
（
金
剛
界
）、
満
珠
は
法
華
の
無

上
宝
珠
（
胎
蔵
界
）」
と
い
う
説
は
両
部
神
道
の
代
表
的
な
神
道
書
で
あ
る
『
麗

気
記
』
の
構
想
と
通
ず
る
点
を
指
摘
す
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
村
山
氏
は
、
一

つ
目
に
『
麗
気
記
』「
天
地
麗
気
記
」
の
「
金
色
の
如
意
宝
珠
、
浄
菩
提
宝
珠
と

な
り
、
こ
れ
国
常
立
尊
心
神
本
有
の
満
字
御
形
文
な
り
と
し
、
国
狭
槌
尊
・
豊

斟
渟
尊
は
そ
れ
ぞ
れ
青
黒
二
色
の
宝
珠
に
し
て
、
青
色
は
衆
生
果
報
宝
珠
、
黒

色
は
無
明
調
伏
宝
珠
」
と
い
う
説
。
二
つ
目
に
「
豊
受
皇
大
神
麗
気
記
」
に
お

い
て
は
、「
水
珠
＝
月
珠
は
豊
受
皇
大
神
と
名
づ
け
、火
珠
＝
日
珠
は
如
意
宝
珠
、

天
照
皇
大
神
と
名
づ
く
」
と
い
う
説
を
挙
げ
て
い
る
（
前
掲
註
２
１ 

村
山 

二
二
頁
、
和
多
秀
乗
校
注
「
天
地
麗
気
記
」、「
豊
受
太
神
鎮
座
次
第
」『
神
道
大

系
（
論
説
編 

真
言
神
道
（
上
））』
神
道
大
系
編
纂
会 

一
九
九
三
年 

二
八

―
二
九
、
四
七
頁
）。 

７
８ 

渡
会
瑞
顕
『
十
三
佛
の
世
界
』
ノ
ン
ブ
ル
社 
二
〇
一
二
年 

五
〇
一
頁
。 

７
９ 

三
昧
耶
と
は
一
切
の
衆
生
を
差
異
な
く
悟
り
の
世
界
に
入
ら
せ
る
と
誓
い
、
そ

の
よ
う
に
驚
覚
し
、
加
被
力
を
持
っ
て
利
益
を
与
え
る
と
す
る
こ
と
で
あ
る

（「
三
昧
耶
」（『
例
文 

仏
教
語
大
辞
典
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
石
田
瑞

麿
氏
執
筆
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）。 

８
０ 

史
料
２
―
②
に
お
い
て
、
龍
は
本
来
備
わ
っ
た
仏
の
智
、
海
は
真
理
と
解
釈
さ

れ
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
龍
（
龍
蛇
）
は
煩
悩
を
体
現
す
る
存
在
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
海
に
関
し
て
は
『
御
義
口
伝
』
を
用
い
て
海
は
苦
海
、
い
わ
ば

混
沌
と
し
た
俗
世
間
の
よ
う
な
場
所
と
解
釈
し
た
。
す
な
わ
ち
、
聖
に
も
俗
に

も
な
り
得
る
意
味
が
龍
と
海
に
含
意
さ
れ
、「
煩
悩
即
菩
提
」の
よ
う
に
一
見
、

表
裏
の
関
係
に
あ
る
も
の
で
も
本
来
は
同
じ
で
あ
る
と
読
み
取
る
べ
き
で
あ

る
。 

８
１ 

仏
眼
（
佛
眼
）
と
は
悟
り
を
開
い
た
者
の
、
一
切
を
見
て
、
一
切
を
知
る
眼
を

指
す
。
仏
の
内
証
の
智
も
示
す
（「
仏
眼
」（『
例
文 

仏
教
語
大
辞
典
』、
小
学

館
、
一
九
九
七
年
、
石
田
瑞
麿
氏
執
筆
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
））。 

８
２ 

高
楠
順
次
郎
他
編
「
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経 

巻
下
」『
大
正
新
脩
大

蔵
経
（
一
八
）』（
再
刊
発
行
） 

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会 

一
九
六
一
年 

二

六
〇
頁
。 

８
３ 

大
日
如
来
が
最
勝
の
三
昧
に
は
い
っ
て
説
い
た
真
言
で
あ
る

【
ボ
ロ
ン
】

の
一
字
を
人
格
化
し
た
五
仏
頂
尊
の
一
つ
の
こ
と
で
あ
る（「
一
字
金
輪
」（『
例

文 

仏
教
語
大
辞
典
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
石
田
瑞
麿
氏
執
筆
。
ジ
ャ
パ

ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）  

８
４ 

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ト
レ
ン
ソ
ン『
祈
雨
・
宝
珠
・
龍 

中
世
真
言
密
教
の
深
層
』

京
都
大
学
学
術
出
版
会 

二
〇
一
六
年 

二
八
七
頁
。
ト
レ
ン
ソ
ン
氏
は
、
引

用
し
た
「
瑜
祇
経
」
の
よ
う
な
佛
眼
と
一
字
金
輪
が
不
可
分
で
あ
る
関
係
は
中

世
日
本
の
真
言
密
教
に
お
い
て
知
ら
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
佛
眼
は

胎
蔵
界
大
日
、
一
字
金
輪
は
金
剛
界
大
日
の
化
身
と
理
解
さ
れ
、
こ
の
解
釈
か

ら
修
法
を
用
い
て
両
尊
の
真
言
を
念
誦
す
る
こ
と
で
、
そ
の
修
法
に
お
け
る
両

部
世
界
が
完
成
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

（
同 

二
八
七
頁
） 

す
な
わ
ち
、

真
言
密
教
で
は
佛
眼
と
一
字
金
輪
は
二
つ
で
一
つ
と
見
ら
れ
、
両
部
不
二
の
思

想
を
示
す
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

８
５ 

駄
都
と
は
仏
舎
利
の
こ
と
を
指
す
（「
駄
都
」（『
例
文 

仏
教
語
大
辞
典
』、
小

学
館
、
一
九
九
七
年
、
石
田
瑞
麿
氏
執
筆
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
））。 

８
６ 

前
掲
註
８
４ 

ト
レ
ン
ソ
ン 

二
八
七
頁
。 

８
７ 

坂
本
太
郎
他
校
注
『
日
本
書
紀
（
二
）』
岩
波
文
庫 

一
九
九
四
年 

一
四
六

頁
、
井
上
光
貞
監
訳 

他
『
日
本
書
紀
（
上
）』
中
公
文
庫 

二
〇
二
〇
年 

三

七
〇
頁
。 

８
８ 

広
瀬
氏
は
『
日
本
書
紀
』「
神
功
皇
后
紀
」
に
お
い
て
、
神
功
皇
后
の
新
羅
親
征

に
従
軍
し
、
新
羅
を
従
属
さ
せ
て
凱
旋
し
た
住
吉
三
神
は
、
遠
征
譚
に
お
い
て

最
大
の
功
労
者
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
広
瀬
正
利
『
筑
前
一
之
宮 

住
吉
神
社

史
』
住
吉
神
社 

一
九
九
六
年 

一
八
―
一
九
頁
）。 

８
９ 
古
代
イ
ン
ド
の
マ
ガ
ダ
国
の
首
都
、
王
舎
城
の
東
北
に
あ
っ
た
山
。
釈
尊
が

57



５
９ 
同
前 

一
四
三
―
一
四
四
頁
。 

６
０ 
一
例
と
し
て
、
空
海
が
も
た
ら
し
た
と
い
う
宝
珠
の
伝
承
で
は
、
真
言
小
野
流

で
は
代
々
こ
れ
を
伝
え
同
流
の
範
俊
が
、
こ
れ
を
白
河
院
に
献
上
し
た
と
い
う

話
が
あ
る
（
前
掲
註
５
０ 

田
中 

一
六
八
頁
）。 

６
１ 

前
掲
註
５
０ 
田
中 

一
六
四
頁
。 

６
２ 

「
規
模
」
に
は
、
正
し
い
例
、
模
範
、
手
本
、
さ
ら
に
は
重
要
な
点
と
い
う
意

味
が
あ
る
（「
規
模
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版 

第
四
巻
）』、
小
学
館
、

二
〇
〇
一
年
、
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
編
集
委
員
会
他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ

レ
ッ
ジ
よ
り
）。 

６
３ 

「
王
法
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版 

第
二
巻
）』、
小
学
館
、
二
〇
〇
一

年
、
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
編
集
委
員
会
他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ

り
）。 

６
４ 

学
識
、
経
験
の
ゆ
た
か
な
老
人
を
指
す
「
耆
宿
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二

版 

第
四
巻
）』、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
編
集

委
員
会
他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）。 

６
５ 

『
御
義
口
伝
』
は
日
蓮
が
弟
子
の
六
老
僧
の
懇
願
に
よ
り
口
述
し
、
日
興
が
筆

記
し
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
法
華
経
に
関
す
る
日
蓮
の
解
釈
が
記
さ
れ
て

い
る
（「
御
義
口
伝
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版 

第
三
巻
）』、
小
学
館
、

二
〇
〇
一
年
、
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
編
集
委
員
会
他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ

レ
ッ
ジ
よ
り
）。 

６
６ 

高
楠
順
次
郎
他
編
「
御
義
口
伝
」『
大
正
新
脩
大
蔵
経
（
八
四
）』（
再
刊
発
行
） 

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会 

一
九
六
三
年 

三
一
九
頁
。 

６
７ 

生
死
の
苦
海
と
は
、
海
を
輪
廻
転
生
の
限
り
な
い
苦
し
み
を
海
に
例
え
ら
れ
る

語
で
、
生
死
の
海
と
も
（「
生
死
の
苦
海
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版 

第

七
巻
）』、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
編
集
委
員
会

他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）。 

６
８
松
長
有
慶
『
訳
注 

般
若
心
経
秘
鍵
』 

春
秋
社 

二
〇
一
八
年 

二
五
―
二

六
頁
、
勝
俣
俊
教
編
「
般
若
心
経
秘
鍵
」『
弘
法
大
師
著
作
全
集
（
一
）』
山
喜

房
佛
書
林 

一
九
六
八
年 

一
〇
八
―
一
一
一
頁
。 

６
９ 

同
前 

松
長 

二
九
頁
。 

７
０ 

「
五
種
」（『
例
文 

仏
教
語
大
辞
典
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
石
田
瑞
麿
氏

執
筆
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）。 

７
１ 

今
回
は
触
れ
て
は
い
な
い
が
、『
口
決
』
乙
本
の
「
八
幡
大
菩
薩
御
形
像
事
」
に

お
い
て
は
、「
御
加
沙
ニ
ヲ
イ
テ
ハ
又
赤
色
ノ
説
モ
之
有
」と
い
う
八
幡
大
菩
薩

の
袈
裟
の
色
と
愛
染
明
王
の
身
体
の
色
と
の
共
通
点
を
見
出
す
記
述
が
見
ら

れ
る
。 

７
２ 

藤
巻
一
保
『
密
教
仏
神
印
明
・
象
徴
大
全
』
太
玄
社 

二
〇
二
一
年 

二
二
六

頁
。 

７
３ 

同
前 

二
二
六
―
二
二
七
頁
、
伊
藤
聡
『
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
』
吉
川
弘

文
館 

二
〇
一
六
年 

九
一
頁
。 

７
４ 

小
川
豊
生
『
中
世
日
本
の
神
話
・
文
学
・
身
体
』
森
話
社 

二
〇
一
四
年 

三

六
―
三
七
頁
。 

７
５ 

敬
愛
法
に
は
幾
つ
か
の
種
類
が
あ
る
が
、
例
え
ば
伊
藤
氏
が
挙
げ
て
い
る
菩
提

敬
愛
は
、「
菩
薩
が
菩
提
心
を
希
求
し
す
る
定
恵
の
力
を
も
っ
て
、無
明
を
断
じ
、

本
覚
に
至
り
、
即
身
成
仏
に
至
ら
し
む
る
も
の
で
、
凡
夫
の
淫
欲
心
を
菩
提
心

に
転
ぜ
し
め
ん
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
も
の
で
あ
る
（
前
掲
註
７
３ 

伊
藤 

九
一
頁
）。ま
た
、こ
の
敬
愛
法
に
は
胎
生
学
的
な
知
識
が
動
員
さ
れ
、

懐
妊
や
出
産
と
い
う
王
権
の
存
続
に
重
要
な
王
・
妃
の
身
体
を
修
法
に
よ
っ
て

管
理
す
る
こ
と
が
、
護
持
僧
や
近
親
僧
の
役
割
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
同

前 

小
川 

七
六
―
八
七
頁
）。 

７
６ 

如
意
宝
珠
を
用
い
た
修
法
と
し
て
は
、
如
法
愛
染
王
法
の
他
に
如
法
尊
勝
法
、

如
意
宝
珠
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
如
法
愛
染
王
法
は
小
野
流
の
祖
で
あ
る
範

俊
が
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）
に
初
め
て
白
河
院
の
命
で
こ
れ
を
修
し
、
こ
れ

以
後
流
行
し
た
と
さ
れ
て
い
る 

（
同
前 

小
川 

七
四
頁
、
上
川
通
夫
『
中
世

寺
院
の
姿
と
く
ら
し 

―
密
教
・
禅
僧
・
湯
屋
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

二
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４
２ 
同
前 

三
五
五
頁
。 

４
３ 
同
前 

三
五
七
頁
。 

４
４ 

同
前 
三
五
七
頁
。 

４
５ 

同
前 
三
五
七
―
三
五
八
頁
。 

４
６ 

干
満
の
二
珠
と
表
記
が
さ
れ
る
ケ
―
ス
も
見
ら
れ
る
が
、『
口
決
』に
準
拠
し
、

旱
満
の
二
珠
と
い
う
表
記
に
統
一
す
る
。 

４
７ 

天
台
僧
光
宗
の
著
。
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
序
。
天
台
の
故
事
や
口
伝
を
収

集
し
、自
己
の
思
想
や
先
輩
の
諸
説
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
（「
渓
嵐
拾
葉
集
」

（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版 

第
四
巻
）』、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
日
本

国
語
大
辞
典 

第
二
版
編
集
委
員
会
他
編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
） 

４
８ 

高
楠
順
次
郎
他
編
「
渓
嵐
拾
葉
集
」『
大
正
新
脩
大
蔵
経
（
七
六
）』（
再
刊
発

行
） 

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会 

一
九
六
八
年 

八
六
三
頁
。 

４
９ 

山
本
ひ
ろ
子
『
変
成
譜
：
中
世
神
仏
習
合
の
世
界
』
講
談
社
学
術
文
庫 

二
〇

一
八
年 

二
二
六
―
二
二
七
頁
。 

５
０ 

日
本
の
龍
は
一
つ
目
に
中
国
の
陰
陽
五
行
思
想
・
陰
陽
道
か
ら
来
た
風
雨
を
呼

び
起
こ
す
力
を
持
つ
イ
メ
ー
ジ
、
二
つ
目
に
仏
教
の
龍
王
の
イ
メ
ー
ジ
、
三
つ

目
に
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
う
た

め
、仏
教
的
な
龍
王
の
姿
が
蛇
身
の
姿
で
現
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る 

（
黒
田

日
出
男『
龍
の
棲
む
日
本
』岩
波
新
書 

二
〇
〇
三
年 

一
〇
七
―
一
〇
九
頁
）。

田
中
氏
に
よ
る
と
「
竜
蛇
は
時
に
神
聖
な
守
護
神
と
し
て
人
間
に
寄
り
添
う
が
、

嫉
妬
や
忿
怒
の
象
徴
と
も
な
る
よ
う
に
、
本
来
両
義
的
な
存
在
で
あ
る
」
と
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
仏
教
の
護
法
善
神
の
役
割
と
三
毒
（
貪
・
瞋
・
痴
）
な

ど
煩
悩
に
ま
み
れ
た
存
在
と
し
て
の
性
格
が
重
な
り
合
う
（
田
中
貴
子
『
外
法

と
愛
法
の
中
世
』平
凡
社 

二
〇
〇
六
年 

七
一
頁
）。ま
た
山
本
氏
に
よ
れ
ば
、

中
世
の
神
は
権
者
と
実
者
に
分
か
れ
、
権
者
は
仏
菩
薩
の
垂
迹
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
実
者
は
本
地
を
持
た
ず
、
垂
迹
の
み
で
、
龍
蛇
形
で
表
さ
れ
る
存
在
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
、
本
来
の
威
光
を
和
ら
げ
醜
い
姿
で

現
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る（
和
光
同
塵
）。す
な
わ
ち
衆
生
の
劣

っ
た
姿
を
表
し
て
お
り
、
三
毒
を
体
現
し
た
衆
生
の
似
姿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。（
前
掲
註
４
９ 

山
本 

一
二
五
頁
）。 

５
１
「
娑
伽
羅
竜
王
」（『
例
文 

仏
教
語
大
辞
典
』、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
石
田

瑞
麿
氏
執
筆
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
）。 

５
２ 

法
華
経
二
十
八
品
中
の
第
十
二
品
で
、「
妙
法
蓮
華
経
」巻
五
の
最
初
の
品
名
。

提
婆
達
多
や
龍
女
の
成
仏
を
説
き
、
法
華
経
の
中
で
も
功
徳
の
勝
れ
た
一
章
と

し
て
重
視
さ
れ
る
（「
提
婆
達
多
品
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版 

第
八

巻
）』、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
編
集
委
員
会
他

編
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
） 

５
３ 

前
掲
註
５
０ 

田
中 

二
五
頁
。 

５
４ 

以
後
、別
冊
資
料
編
の『
八
幡
大
菩
薩
口
決
』を
引
用
す
る
際
に
、甲
本
を
１
、

乙
本
を
２
と
略
記
す
る
。
例
え
ば
、
こ
の
１
―
①
で
あ
れ
ば
、
史
料
１
『
八
幡

大
菩
薩
口
決
』
甲
本
の
①
の
箇
所
を
示
す
。 

５
５ 

第
二
章 

第
二
節
『
口
決
』
に
お
け
る
龍
宮
を
参
照
。 

５
６ 

『
御
遺
告
』
は
実
際
に
は
空
海
の
作
で
は
な
い
と
い
う
説
が
定
説
と
な
っ
て
い

る
（
苫
米
地
誠
一
「
日
本
密
教
に
お
け
る
舎
利
と
宝
珠
」『
高
野
山
大
学
密
教
文

化
研
究
所
紀
要
』（
三
〇
）
密
教
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
、
九
六
頁
）。 

５
７ 

『
御
遺
告
』
の
第
二
十
四
箇
条
に
は
、
大
海
の
底
の
龍
宮
の
宝
蔵
に
無
数
の
珠

が
あ
り
、特
に
如
意
宝
珠
が
皇
帝
の
よ
う
に
優
れ
、「
そ
の
実
体
は
自
然
道
理
の

釈
迦
の
分
身
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
如
意
宝
珠
は
宝
蔵
よ
り
龍
王
の
肝
頚
に
通

じ
て
善
風
を
出
し
て
万
物
を
利
益
す
る
。
海
底
の
（
龍
宮
の
）
の
宝
蔵
に
あ
る

如
意
宝
珠
は
常
に
能
作
性
の
如
意
宝
珠
に
通
じ
、
能
作
性
の
如
意
宝
珠
を
祈
れ

ば
衆
生
を
利
益
す
る
功
徳
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
同
前 

八
〇
―
八
一
頁
）。 

５
８ 

中
世
に
お
い
て
、
意
の
ま
ま
の
力
を
所
有
者
が
得
る
こ
と
が
で
き
る
仏
宝
と
さ

れ
た
如
意
宝
珠
か
ら
は
、
駄
都
と
呼
ば
れ
る
密
教
の
秘
法
も
生
み
出
さ
れ
、
如

意
宝
珠
の
秘
法
は
天
皇
の
即
位
灌
頂
に
も
深
く
関
わ
っ
た
（
前
掲
註
５
０ 

田

中 
一
四
四
―
一
四
五
頁
）。 
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っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
に
起
こ
っ
た
比
叡
山
と

の
紛
争
と
そ
の
後
の
裁
定
に
よ
り
、
宝
満
山
は
叡
山
の
末
山
と
さ
れ
、
翌
年
に

は
石
清
水
八
幡
側
は
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
後
石
清
水
と
宝
満
山
は
疎

遠
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
言
説
上
に
お
い
て
も

宝
満
大
菩
薩
の
地
位
は
低
下
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
註
２
２ 

森 

六
五
頁
、「
宝
満
山
」（『
日
本
歴
史
地
名
大
系
（
四
一
巻 

福
岡
県
の
地

名
）』、
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
、
柴
多
一
雄
氏
執
筆
。（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ

り
））。 

２
４ 

『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』：
宇
佐
宮
の
神
宮
寺
で
あ
る
弥
勒
寺
の
神
吽
が
編

述
し
、
鎌
倉
時
代
末
の
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
に
成
立
し
た
。
託
宣
・
記
録
・

縁
起
・
注
釈
等
の
多
様
な
記
事
を
収
載
し
て
い
る
。（
前
掲
註
１ 

村
田 

一
五

四
頁
）。 

２
５ 

巻
三
以
降
の
一
四
巻
が
神
吽
の
編
述
で
、「
我
巻
一
」
と
「
名
巻
二
」
に
つ
い
て

は
追
補
さ
れ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
（
前
掲
註
１
４ 

村
田 

二
八
頁
）。 

２
６『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
は
各
巻
を
「
護
国
霊
験
威
力
神
通
大
自
在
王
菩
薩
」

の
十
四
文
字
に
各
巻
を
当
て
は
め
て
記
す
と
「
護
巻
三
」
に
は
記
さ
れ
、
こ
れ

に
従
う
と
二
巻
が
余
っ
て
し
ま
う
。
全
部
で
十
六
巻
が
現
存
し
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
の
「
我
巻
一
」
と
「
名
巻
二
」
を
指
す
。 

２
７ 

重
松
明
久 

校
注
訓
訳
『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
現
代
思
潮
社 
一
九
八
六

年 

九
八
頁
。 

２
８ 

同
前 

一
〇
二
頁
。 

２
９ 

前
掲
註
２
１ 

村
山 

一
七
、
二
一
頁
。 

３
０ 

同
前 

二
一
頁
。 

３
１ 

筆
者
の
管
見
の
限
り
、『
口
決
』
の
写
本
は
こ
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
で
あ
る
。
こ
の
写
本
は
、
金
沢
文
庫
の
図
録
で
甲
本
と

さ
れ
る
部
分
の
み
で
、『
八
幡
大
菩
薩
口
決
』
と
い
う
名
の
史
料
も
こ
の
一
点
で

あ
り
、
甲
本
の
注
釈
に
あ
た
る
乙
本
に
つ
い
て
は
、
写
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

見
ら
れ
る
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
『
荻
野
三
七
彦
旧
蔵
資
料
目
録
』 

早
稲

田
大
学
図
書
館 

一
九
九
八
年 

三
七
頁
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
八
幡
大
菩
薩
念
誦
作
法
」 

https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/i04/i04_03153_c021

/index.htm
l 

（
最
終
閲
覧
日 

二
〇
二
一
年
十
二
月
六
日
））。 

３
２
『
口
決
』
が
写
さ
れ
た
の
は
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
六
月
九
日
、『
念
誦
作

法
』
は
同
年
六
月
一
〇
日
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
荻
野
三
七
彦
氏
は
明
治
三
七

年
（
一
九
〇
四
）
生
ま
れ
で
、
写
本
さ
れ
た
当
時
の
年
齢
が
一
九
歳
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
写
し
た
の
は
三
七
彦
氏
本
人
で
は
な
く
、
父
の
荻
野
仲
三

郎
氏
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
荻
野
仲
三
郎
氏
は
内
務
省
社

寺
局
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
や
、
写
本
の
後
で
あ
る
が
国
宝
保
存
会
の
委
員
を

務
め
て
お
り
、
文
化
財
保
護
行
政
に
身
を
置
い
て
い
た
こ
と
か
ら
社
寺
の
史
料

に
接
す
る
機
会
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
『
荻
野

三
七
彦
旧
蔵
資
料
目
録
』
早
稲
田
大
学
図
書
館 

一
九
九
八
年 

四
一
―
四
二
、

五
一
頁
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
―
タ
ベ
―
ス
「
八
幡
大
菩
薩
念

誦
作
法
」 

https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/i04/i04_03153_c021

/index.htm
l 

（
最
終
閲
覧
日 

二
〇
二
一
年
十
二
月
六
日
））。 

３
３ 

舩
田
淳
一
「
頼
助
『
八
幡
講
秘
式
』
と
異
国
襲
来
」『
神
仏
と
儀
礼
の
中
世
』
法

蔵
館 

二
〇
一
一
年 

三
四
七
―
三
六
六
頁
。 

３
４ 

前
掲
註
２
１ 

村
山 

一
四
―
二
三
頁
。 

３
５ 

同
前 

一
七
頁
。 

３
６ 

同
前 

一
七
―
一
八
頁
。 

３
７ 

同
前 

一
九
頁
。 

３
８ 

同
前 

二
一
―
二
二
頁
。 

３
９ 
前
掲
註
３
３ 

船
田 

三
五
一
―
三
五
二
。 

４
０ 
同
前 

三
五
〇
頁
。 

４
１ 

同
前 
三
五
三
頁
。 
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那
仏
の
蓮
華
蔵
世
界
が
一
つ
の
神
秘
的
な
大
宇
宙
を
成
し
た
新
た
な
国
家
的

神
話
で
あ
っ
た
と
し
た
。
そ
の
中
で
八
幡
神
は
記
紀
神
話
の
「
皇
孫
命
の
近
き

守
神
」
で
あ
る
大
物
主
に
代
わ
る
国
家
の
守
護
神
で
あ
り
、
神
々
の
い
わ
ば
棟

梁
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。 

（
西
郷
信
綱
「
八
幡
神
の
発
生
」『
神
話
と
国

家
（
平
凡
社
選
書 

五
三
）』
平
凡
社 

一
九
七
七
年 

九
七
、
一
〇
八
―
一
〇

九
頁
）。 

１
３ 

『
東
大
寺
要
録
』
に
載
る
弘
仁
一
二
年
（
八
二
一
）
の
官
符
と
す
る
記
事
に
よ

れ
ば
、天
応
年
間
の
初
め
に
、「
護
国
霊
験
威
力
神
通
大
菩
薩
」の
尊
号
を
奉
り
、

延
暦
二
年
（
七
八
三
）
に
は
「
護
国
霊
験
威
力
神
通
大
自
在
菩
薩
」
と
せ
よ
と

い
う
託
宣
を
示
し
た
。 

（
前
掲
註
１ 

村
田 

一
三
五
―
一
三
六
頁
、
筒
井
英

俊
校
訂
『
東
大
寺
要
録
』
国
書
刊
行
会 
一
九
七
一
年 

一
一
八
―
一
一
九
頁
）。 

１
４ 

吉
原
浩
人
「
神
仏
習
合
思
想
史
上
の
大
江
匡
房
―
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』『
本

朝
神
仙
伝
』
な
ど
に
み
る
本
地
の
探
求
と
顕
彰
」『
説
話
文
学
と
漢
文
学
（
和
漢

比
較
文
学
叢
書 

十
四
）』
汲
古
書
院 

一
九
九
四
年 

一
〇
五
、
一
一
一
頁
。

大
安
寺
僧
行
教
が
宇
佐
で
参
篭
し
て
い
る
と
き
に
、
衣
の
上
に
釈
迦
三
尊
が
顕

現
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
一
〇
世
紀
半
ば
こ
ろ
ま
で
に
宇
佐
を
中
心
と
し

て
地
域
に
お
い
て
八
幡
神
の
本
地
を
釈
迦
三
尊
と
す
る
考
え
が
成
立
し
た
と

さ
れ
て
い
る
（
逵
日
出
典
『
八
幡
神
と
神
仏
習
合
』
講
談
社
現
代
新
書 

二
〇

〇
七
年 

一
八
五
―
一
八
六
頁
）。
ま
た
、『
源
頼
信
告
文
』
に
よ
れ
ば
、
釈
迦

か
観
音
か
計
り
が
た
い
様
子
が
見
て
取
れ
る
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
「
源

頼
信
告
文
」『
大
日
本
古
文
書
（
家
わ
け
四
ノ
一 

石
清
水
文
書
）』
東
京
大
学

出
版
会 

一
九
八
一
年 

六
七
頁
）。
さ
ら
に
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
成
立
し
た

『
愚
童
訓
』
で
は
本
地
釈
迦
、
阿
弥
陀
両
説
を
と
る
（
萩
原
龍
夫
他
校
注
「
八

幡
愚
童
訓
」『
寺
社
縁
起
（
日
本
思
想
大
系 

二
〇
）』
一
九
七
五
年 

岩
波
書

店 

二
二
五
―
二
二
七
頁
）。
一
方
、『
託
宣
集
』
に
お
い
て
は
、
釈
迦
や
阿
弥

陀
等
の
仏
の
垂
迹
と
し
て
八
幡
神
が
あ
る
、
と
い
う
本
地
垂
跡
の
関
係
で
は
な

く
、
む
し
ろ
、
八
幡
神
は
そ
の
ま
ま
仏
で
も
あ
っ
た
と
い
う
八
幡
神
を
仏
教
的

根
源
に
位
置
づ
け
る
本
地
幽
玄
説
も
存
在
す
る
（
村
田
真
一
『
宇
佐
八
幡
神
話

言
説
の
研
究−

『
八
幡
宇
佐
御
託
宣
集
』
を
読
む
』（
佛
教
大
学
研
究
叢
書 

二

六
）
法
蔵
館 

二
〇
一
六
年 

三
九
四
頁
）。 

１
５ 

中
野
幡
能
『
八
幡
信
仰
』
塙
書
房 

一
九
八
五
年 

一
七
三
頁
、
国
書
刊
行
会

編
『
吾
妻
鏡
（
第
一
）』
名
著
刊
行
会 

一
九
六
八
年 

二
五
頁
。 

１
６ 

宮
地
直
一
「
源
氏
と
八
幡
宮
」『
八
幡
信
仰
事
典
』
戎
光
祥
出
版 

二
〇
〇
二
年 

二
八
〇
頁
。 

１
７ 

前
掲
註
１
５ 

国
書
刊
行
会 

二
五
頁
。
ま
た
、
宮
地
氏
は
「
国
命
を
執
る
も

の
は
必
ず
奉
戴
す
る
神
を
有
す
る
を
常
と
し
た
り
き
。（
中
略
）
つ
と
め
て
民
心

を
収
攪
せ
ん
と
す
る
時
、
勢
い
敬
神
崇
仏
を
以
て
そ
の
第
一
要
義
と
せ
ざ
る
べ

か
ら
ざ
り
な
し
」
と
政
策
上
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
す
る
べ
き
と
し
て
い

る
（
前
掲
註
１
６ 

宮
地 

二
八
〇
―
二
八
一
頁
）。 

１
８ 

前
掲
註
１
６ 

宮
地 

二
八
二
頁
。 

１
９ 

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
金
沢
文
庫
の
中
世
神
道
資
料
』
神
奈
川
県
立
金
沢

文
庫 

一
九
九
六
年 

四
二
頁
。 

２
０ 

同
前 

七
〇
頁
。 

２
１ 

村
山
修
一
「
如
意
宝
珠
と
神
道
」『
金
沢
文
庫
研
究
』（
二
七
一
） 

神
奈
川
県
立

金
沢
文
庫
、
一
九
八
三
年
、
一
四
―
二
三
頁
。 

２
２
『
竃
門
山
宝
満
大
菩
薩
記
』：
竃
門
宮
の
主
神
で
あ
る
宝
満
大
菩
薩
に
つ
い
て
記

さ
れ
た
伝
授
折
紙
で
、
宝
満
大
菩
薩
は
沙
竭
羅
龍
王
の
姫
宮
で
神
功
皇
后
の
三

韓
征
伐
の
時
に
随
行
し
、
応
神
天
皇
出
産
の
際
に
竃
門
峯
に
降
臨
し
た
こ
と
や
、

同
社
の
社
殿
が
神
亀
元
年（
七
二
四
）に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

金
沢
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
称
名
寺
住
職
剱
阿
の
手
沢
本
が
宝
満
山
最
古
の
縁

起
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
森
氏
に
よ
れ
ば
史
料
の
成
立
年
代
は
そ
れ
よ
り
も
遡

る
と
さ
れ
る
（『
金
沢
文
庫
の
中
世
神
道
資
料
』
四
六
頁
、
森
弘
子
『
宝
満
山
の

環
境
歴
史
学
的
研
究
』
岩
田
書
院 

二
〇
〇
九
年 

六
五
頁
）。 

２
３ 
平
安
末
に
は
、
大
山
寺
（
か
つ
て
宝
満
山
に
存
在
し
た
神
宮
寺
）
の
別
当
を
石

清
水
別
当
が
兼
ね
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
宝
満
山
と
八
幡
信
仰
の
親
密
性
で
あ
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註 １ 
『
八
幡
愚
童
訓
』
は
、
石
清
水
八
幡
宮
の
社
僧
に
よ
っ
て
編
述
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
成
立
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
、
一
四
世
紀
初
頭
と
さ
れ
て
い
る
。
二
種

の
同
名
の
本
が
存
在
し
、
一
つ
は
八
幡
神
を
中
心
と
し
た
異
国
降
伏
を
主
題
と

す
る
も
の
。
も
う
一
つ
は
霊
異
霊
験
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
研
究
上
、
前

者
は
甲
本
、
後
者
は
乙
本
と
称
さ
れ
て
い
る
（
村
田
真
一
「
神
々
と
仏
教 

―
八

幡
神
を
中
心
に
―
」『
神
話
・
伝
承
学
へ
の
招
待
』
思
文
閣 

二
〇
一
五
年 

一

四
〇
―
一
四
一
頁
）。 

２ 

菱
沼
達
也
編
「
討
議
二 

歴
史
と
し
て
の
神
道−

神
道
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
」

『
現
代
思
想
』（
四
五
―
二
）
青
土
社
、
二
〇
一
七
年
、
一
七
三
頁
。 

３ 

同
前 

一
七
四
―
一
七
五
頁
。 

４ 

同
前 

一
八
三
頁
。 

５ 

具
体
的
に
は
、
竜
王
は
龍
王
、
沙
竭
羅
龍
王
、
大
帯
姫
は
大
多
羅
姫
、
法
華
は
法

花
、
三
昧
耶
は
三
广
耶
、
三
韓
征
伐
（
新
羅
征
伐
）
は
遠
征
譚
と
い
う
表
記
を
用

い
て
い
る
。 

６ 

前
掲
註
２ 

菱
沼 

一
八
三
頁
。
ま
た
、日
本
が
仏
土
で
あ
る
と
い
う
理
解
の
典

型
的
な
例
と
し
て
、『
沙
石
集
』
に
登
場
す
る
国
生
み
神
話
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

こ
で
は
大
日
如
来
や
仏
教
と
敵
対
す
る
第
六
魔
天
が
登
場
す
る
な
ど
記
紀
神
話

と
は
異
な
る
、
古
代
神
話
の
中
世
的
な
変
換
が
見
ら
れ
る
（
舩
田
淳
一
「
神
仏
習

合
と
中
世
神
話
」『
神
話
・
伝
承
額
へ
の
招
待
』
思
文
閣 

二
〇
一
五
年 
八
九

―
九
〇
頁 

、
渡
邊
綱
也
校
注
『
沙
石
集
（
日
本
古
典
文
学
大
系 

八
五
）』
岩
波

書
店 

一
九
六
六
年 

五
九
頁
）
等
。 

７ 

原
克
昭
『
中
世
日
本
紀
論
考
』
法
蔵
館 

二
〇
一
二
年 

四
〇
九
頁 

。 

８ 

具
体
的
に
は
宇
佐
氏
の
比
命
神
信
仰
、
南
朝
鮮
や
新
羅
方
面
か
ら
渡
来
し
た
と

さ
れ
る
辛
島
氏
の
仏
教
・
儒
教
・
陰
陽
道
な
ど
を
含
ん
だ
外
来
の
信
仰
、
大
神
氏

は
大
神
比
義
を
は
じ
め
と
し
て
辛
島
氏
の
呪
術
的
な
仏
教
の
信
仰
を
取
り
込
み
、

新
羅
と
所
縁
の
深
い
応
神
天
皇
の
神
格
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
村
山

修
一
『
神
仏
習
合
の
聖
地
』
法
蔵
館 

二
〇
〇
六
年 

四
―
一
一
頁
）。 

９ 

放
生
会
の
起
源
に
つ
い
て
は
隼
人
に
対
す
る
殺
生
と
そ
れ
に
伴
う
報
い
と
し
て

行
わ
れ
た
と
い
う
言
説
が
多
数
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、『
宇
佐
八
幡
宮

彌
勒
寺
建
立
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
養
老
四
年
の
大
隅
・
隼
人
の
征
伐
に
よ
っ
て
多

く
隼
人
を
殺
傷
し
た
報
い
と
し
て
、毎
年
放
生
会
を
行
う
よ
う
に
と
、禰
宜
辛
島

勝
波
豆
米
に
託
宣
し
た
と
さ
れ
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
宇
佐
宮
で
放
生

会
は
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る（
中
野
幡
能
校
注「
宇
佐
八
幡
宮
彌
勒
寺
建
立
縁
起
」

『
神
道
大
系
（
神
社
編
四
十
七 

宇
佐
）』
神
道
大
系
編
纂
会 

一
九
八
九
年 

六
頁
）。 

１
０ 

同
前 

六
頁
。 

１
１ 

『
続
日
本
紀
』
の
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
一
二
月
の
記
事
に
は
、
八
幡
神

が
天
神
地
祇
を
率
い
て
大
仏
造
立
を
必
ず
成
就
さ
せ
る
と
い
う
託
宣
が
記
さ

れ
て
い
る（
前
掲
註
１ 

村
田 

一
四
〇
―
一
四
一
頁
、青
木
和
夫
他
校
注『
続

日
本
紀 

三
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

十
四
）』
岩
波
書
店 

一
九
九
二
年 

九
六
―
九
七
頁
））。
ま
た
、
村
田
氏
は
盧
舎
那
仏
造
立
と
い
う
仏
教
的
な
国
家

事
業
に
関
わ
る
と
い
う
限
定
が
さ
れ
る
も
の
の
、
八
幡
神
は
神
々
の
頂
点
に
立

つ
存
在
で
あ
り
、『
続
日
本
紀
』
に
お
い
て
、
八
幡
神
は
、
仏
教
に
対
応
し
よ
う

と
す
る
神
々
の
統
率
者
と
な
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
（
前
掲
註
１ 

村
田 

一

四
二
頁
）。 

１
２ 

西
郷
氏
は
、
八
幡
神
が
、「
も
は
や
た
ん
な
る
昔
な
が
ら
の
日
本
の
神
で
は
な

く
、
そ
れ
が
緊
張
関
係
を
も
つ
異
国
か
ら
伝
来
し
、
仏
法
と
い
う
普
遍
的
宗
教

の
洗
礼
を
受
け
た
新
し
い
神
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
わ
ば
廬
舎

那
仏
は
「
天
照
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」
で
あ
る
と
評
し
て
お
り
、
そ
の
廬
舎
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八
幡
神
を
氏
族
の
権
力
護
持
の
た
め
に
巧
み
に
吸
収
し
、
自
ら
の
根
源
を
神
の

生
誕
に
結
び
付
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
八
幡
神
の
理
解
に
用
い
ら
れ
て
い
た

の
は
密
教
思
想
で
あ
っ
た
。
史
料
中
に
は
東
密
と
台
密
の
理
解
を
合
わ
せ
た
と

考
え
ら
れ
る
蘇
悉
地
（
妙
成
就
）
の
理
解
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
朝
廷
や
そ
の
周

辺
で
密
教
が
重
視
さ
れ
、
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
時
代
背
景
も
絡
ん
で
い
た
こ

と
も
『
口
決
』
の
成
立
に
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

今
回
は
、『
八
幡
大
菩
薩
口
決
』
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
「
八
幡
大
菩
薩
御
形

像
事
」、「
男
山
神
躰
御
建
立
事
」
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

ま
た
別
の
機
会
に
こ
の
両
者
の
内
容
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

【
口
頭
試
問
で
い
た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト
と
回
答
】 

口
頭
試
問
に
お
い
て
、
田
中
先
生
と
中
本
先
生
か
ら
次
の
よ
う
な
ご
指
摘
を

い
た
だ
い
た
。 

一
点
目
に
『
口
決
』
が
金
沢
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
京
都
と

金
沢
氏
の
関
係
性
が
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
指
摘
を
い
た
だ
い

た
。
金
沢
氏
は
鎌
倉
幕
府
の
出
先
機
関
で
あ
る
六
波
羅
探
題
と
し
て
京
都
へ
出

向
い
て
お
り
、
金
沢
氏
は
仁
和
寺
や
三
井
寺
と
の
関
係
が
強
い
と
い
う
ご
指
摘

を
い
た
だ
い
た
。
特
に
仁
和
寺
は
西
園
寺
家
（
藤
原
氏
）
と
の
関
係
が
深
い
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
『
口
決
』
と
成
立
年
代
が
近
く
、
西
園
寺
公
衝
と
の
関
係

が
あ
る
『
春
日
権
現
験
記
』
な
ど
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
ご
助
言
を
い
た
だ

い
た
。
本
論
に
お
い
て
も
、
口
決
に
お
け
る
藤
原
氏
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
重

視
し
て
い
る
が
、
結
び
つ
け
ら
れ
た
起
源
に
つ
い
て
は
言
及
が
出
来
て
い
な
か

っ
た
。
金
沢
氏
と
西
園
寺
家
の
関
係
か
ら
新
た
な
展
開
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

二
点
目
に
、
本
論
で
『
口
決
』
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
、
真
言
（
東
密
）

系
の
思
想
が
表
れ
た
史
料
と
し
て
指
摘
し
た
件
に
つ
い
て
ご
意
見
を
賜
っ
た
。

鎌
倉
の
極
楽
寺
や
金
沢
文
庫
と
関
わ
り
が
深
い
称
名
寺
な
ど
は
真
言
律
宗
で
あ

る
。
本
論
で
は
指
摘
し
な
か
っ
た
が
、
一
三
世
紀
後
半
に
か
け
て
活
躍
し
た
真

言
律
宗
の
叡
尊
と
元
寇
の
異
国
祈
祷
の
関
係
が
深
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
深
く
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
叡
尊
な
ど
真
言
律
宗
か
ら
の
影
響

を
『
口
決
』
が
受
け
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
関
係
性
を
探
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。 三

点
目
に
、
筑
前
国
と
い
う
舞
台
が
設
定
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
平
安
時
代
、
太
宰
大
弐
と
し
て
赴
任
し
た
藤
原
佐
理
が
宇
佐
八

幡
宮
の
神
人
と
乱
闘
事
件
を
起
こ
し
て
い
る
な
ど
、
藤
原
氏
に
と
っ
て
筑
前
は

都
合
の
悪
い
土
地
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
『
口
決
』
に
お
い

て
は
筑
前
の
諸
社
と
藤
原
氏
を
結
び
つ
け
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
違

和
感
が
あ
る
。
藤
原
氏
と
筑
前
国
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
そ
の
よ
う
な
記
載
が

あ
る
「
口
決
」
を
所
蔵
し
た
金
沢
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
あ

る
と
感
じ
た
。
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お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、
金
沢
文
庫
所
蔵
の
『
八
幡
大
菩
薩
口
決
』
に
焦
点
を
当
て
て
、

こ
の
史
料
に
お
い
て
八
幡
神
は
如
何
な
る
尊
格
と
さ
れ
た
の
か
を
中
心
に
論
じ

た
。中
世
神
道
が
仏
教
的
要
素
を
用
い
て
解
釈
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は『
口
決
』

の
本
文
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
た
。
な
お
、
史
料
２
―
⑦
を
図
に
示
す

と
【
第
４
図
】
の
よ
う
に
な
る
１
３
３
。 

ま
ず
一
点
目
に
珠
と
法
花
般
若
が
龍
宮
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
言
説
に
注
目
し
、

そ
の
意
味
を
考
察
し
た
。『
般
若
心
経
』
は
空
海
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
に
よ
れ

ば
、
あ
ら
ゆ
る
仏
教
の
思
想
や
行
の
果
を
凝
縮
し
た
経
典
と
理
解
で
き
る
。
ま

た
『
法
華
経
』
は
、『
御
義
口
伝
』
に
よ
れ
ば
、
海
中
と
は
俗
世
（
苦
海
）
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
衆
生
を
救
う
教
え
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。
さ
ら
に
『
口
決
』
に

お
い
て
は
、八
幡
神
が「
提
婆
品
」の
沙
竭
羅
龍
王
の
系
譜
と
さ
れ
た
。『
口
決
』

全
体
に
お
い
て
仏
教
を
体
現
し
、
衆
生
を
救
済
す
る
存
在
と
さ
れ
る
八
幡
神
を

表
す
た
め
に
二
経
は
相
応
し
い
経
典
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

二
点
目
に
『
口
決
』
に
お
い
て
、
愛
染
明
王
と
八
幡
神
は
ど
の
よ
う
に
一
体

と
理
解
さ
れ
た
の
か
を
論
じ
た
。
甲
本
に
お
い
て
、
大
多
羅
姫
の
振
っ
た
榊
に

よ
っ
て
現
れ
た
日
天
子
が
愛
染
と
さ
れ
、
こ
の
愛
染
は
中
等
身
す
な
わ
ち
両
部

不
二
の
蘇
悉
地
（
妙
成
就
）
と
理
解
さ
れ
た
。
愛
染
明
王
は
、『
八
幡
講
秘
式
』

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
八
幡
神
の
力
の
増
強
を
図
る
た
め
で
は
な
く
、
煩
悩
即

菩
提
や
両
部
不
二
を
体
現
す
る
究
極
的
な
仏
教
の
体
現
者
と
し
て
性
格
を
表
し

て
い
る
。
愛
染
と
同
体
と
さ
れ
る
こ
と
で
、
仏
教
の
神
と
し
て
八
幡
神
が
優
れ

た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
金
箱
や
逆
松
の
話
も
そ
の
象

徴
と
し
て
、『
口
決
』
で
は
仏
教
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

三
点
目
に
藤
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
宇
美
宮
の
槐
と
八
幡
神
の

生
誕
神
話
に
藤
原
氏
の
象
徴
で
あ
る
藤
を
結
び
付
け
、
さ
ら
に
愛
染
の
加
持
力

を
求
め
る
こ
と
で
、
藤
原
氏
が
大
臣
で
あ
る
大
義
名
分
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
ら

の
言
説
は
、
二
神
約
諾
神
話
と
は
異
な
る
形
で
権
力
の
在
処
を
求
め
た
も
の
で

あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
安
曇
磯
良
と
い
う
海
人
が
藤
原
氏
所
縁
の
寺
社
や

祖
先
神
に
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。『
志
度
縁
起
』
を
参
考

に
す
る
と
、
海
人
は
王
権
へ
珠
を
も
た
ら
す
存
在
と
い
う
共
通
点
が
見
ら
れ
、

そ
の
海
人
と
の
関
係
性
を
藤
原
氏
は
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
を
特
別
な
存
在

と
見
な
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、『
口
決
』
は
八
幡
神
を
仏
教
の
体
現
者
、
根
源
者
と
し
て
の

性
格
を
両
部
不
二
に
よ
っ
て
描
き
、
そ
の
八
幡
神
の
力
に
あ
や
か
り
、
自
ら
を

八
幡
神
に
結
び
付
け
て
権
力
護
持
を
図
ろ
う
と
す
る
藤
原
氏
の
意
図
が
伺
わ
れ

た
史
料
と
い
え
る
。そ
れ
は
、源
氏
か
ら
武
神
と
な
っ
た
八
幡
神
と
は
異
な
る
、

「『
口
決
』
の
八
幡
神
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
藤
原
氏
は
、
仏
教
の
神
た
る
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「
凡
志
賀
嶋
ノ
明
神
者
ハ
今
ノ
春
日
ノ
大
明
神
也
リ
サ
レ
ハ
槐
ト
藤
ト
又
今
ノ
八
識
ノ

法
門
ハ
皆
ナ
興
福
寺
ノ
人
法
神
明
ノ
加
護
ノ
由
也
リ
」（
２
―
⑥
） 

 

史
料
２
―
⑥
の
冒
頭
で
は
、
志
賀
嶋
の
明
神
は
今
の
春
日
の
明
神
で
、
槐
や

藤
、
興
福
寺
と
の
結
び
つ
き
が
見
ら
れ
、
安
曇
磯
良
を
藤
原
氏
の
祖
先
神
や
所

縁
の
場
に
繋
げ
る
言
説
が
登
場
す
る
。
こ
の
「
志
賀
嶋
の
安
曇
磯
良
」
は
『
愚

童
訓
』
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。 

 

「
安
曇
磯
良
ト
申
ハ
、
筑
前
国
ニ
テ
ハ
鹿
嶋
大
明
神
、
常
陸
国
ニ
テ
ハ
鹿
嶋
大
明

神
、大
和
国
ニ
テ
ハ
春
日
大
明
神
ト
申
ケ
リ
」（『
愚
童
訓
』よ
り
一
部
抜
粋
１
２
８
）  

 

藤
原
氏
縁
の
社
や
祭
神
と
安
曇
磯
良
は
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
両
者
の

言
説
か
ら
わ
か
る
。
安
曇
磯
良
は
筑
前
に
住
む
海
底
の
神
と
さ
れ
る
１
２
９
。
安

曇
磯
良
は
海
人
的
性
格
を
持
つ
安
曇
氏
そ
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。 

さ
ら
に
、
海
人
と
の
結
び
つ
き
で
注
目
し
て
い
き
た
い
の
は
阿
部
泰
郎
氏
の

研
究
で
あ
る
１
３
０
。
阿
部
氏
は
、
讃
岐
志
度
寺
の
縁
起
で
あ
る
『
讃
州
志
度
道

場
縁
起
』（
以
下
、『
志
度
縁
起
』） 

１
３
１
の
海
人
の
珠
取
り
の
話
に
注
目
し
て
い

る
。
こ
の
『
志
度
縁
起
』
に
は
、
龍
宮
や
龍
神
、
珠
の
こ
と
な
ど
、
気
に
な
る

点
が
幾
つ
か
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
藤
原
北
家
の
祖
で
あ
る
房
前

が
不
比
等
と
海
人
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
あ
る
と
い
う
言
説
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
後
世
の
藤
原
氏
の
系
譜
は
海
人
の
末
裔
と
い
う
わ
け
だ
。
珠
と
海
人
の

関
係
に
つ
い
て
、
阿
部
氏
は
「
神
聖
な
宝
物
は
龍
神
と
人
間
世
界
の
間
を
遊
戯

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
海
人
は
、
こ
の
二
つ
の
世
界
を
繋
ぐ
媒
ち
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
１
３
２
。
ま
た
、
こ
の
人
間
世
界
を
皇
族
に
置
き
換
え
れ
ば
、
海
人

が
皇
族
や
藤
原
氏
と
龍
宮
と
の
橋
渡
し
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
は
指
摘
で
き

る
だ
ろ
う
。 

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宝
珠
を
保
持
す
る
こ
と
は
権
威
の
象
徴
に
も
な

り
う
る
の
で
あ
る
。
そ
の
珠
を
取
り
次
ぐ
海
人
の
系
譜
に
結
び
つ
け
、
重
ね
合

わ
せ
る
こ
と
は
天
皇
の
臣
下
で
あ
る
藤
原
氏
自
身
を
特
別
な
存
在
と
す
る
、
い

わ
ば
権
威
の
象
徴
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
『
口
決
』
に
お
い
て
は
、

大
多
羅
姫
（
神
功
皇
后
）
と
龍
王
の
間
を
安
曇
磯
良
が
取
り
次
ぐ
と
い
う
言
説

に
よ
り
明
確
に
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

小
括 本

章
で
は
、
主
に
『
口
決
』
に
お
い
て
最
も
特
徴
的
で
あ
る
藤
原
氏
に
関
す

る
言
説
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
藤
原
氏
の
象
徴
物
で
あ
る
藤
が
、
八
幡
神
の

誕
生
神
話
や
愛
染
の
種
字
、
さ
ら
に
は
海
人
と
結
び
つ
き
、
自
ら
の
権
力
の
拠

り
所
を
求
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
箱
崎
の
話
を
は
じ
め
筑
前
国
の
諸
言

説
に
仏
教
的
解
釈
が
な
さ
れ
、
八
幡
神
を
称
え
る
言
説
が
構
成
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。 
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逆
松
の
由
来
と
し
て
い
る
１
２
７
。 

 
「
又
逆
松
者
ハ
松
ハ
々
柏
千
年
表
ス
ル
仙
道
延
命
之
由
ナ
リ
是
レ
日
本
衆
生
ヲ
シ
テ
法
身

常
住
ノ
恵
命
ヲ
欲
ス
ル
令
顕
得
御
願
也
逆
ハ
下
化
衆
生
ノ
義
也
凡
海
浪
ノ
底
ノ
箱
今
ハ

箱
崎
ノ
松
ノ
下
ニ
有
之
金
界

字
ノ
大
海

字
不
生
ノ
大
地
也

倶
ニ
常
住
也
故

松
以
松
柏
千
年
ヲ
頂
上
ニ
凡
彼
ノ
松
ハ
我
等
衆
生
ノ
當
来
决
定
成
佛
ノ
印
治
决
定
ノ
シ

ル
シ
也
八
重
幡
者
八
葉
八
相
ナ
レ
ハ
顕
密
ノ
渕
底
也
リ
幡
者
勝
軍
ノ
義
摧
破
ス
ル
煩

悩
广
軍
衆
ヲ
義
也
依
之
ニ
箱
崎
ノ
浪
ト
松
ト
倶
ニ
不
思
議
深
奥
ノ
法
門
ナ
リ
…
」（
２
―

⑥
） 

 

史
料
２
―
⑥
で
は
、
逆
松
の
意
味
が
詳
し
く
説
か
れ
る
。
松
は
寿
命
の
長
い

常
緑
樹
で
あ
る
こ
と
（
松
柏
千
年
）
か
ら
、
不
老
長
寿
（
仙
道
延
命
）
の
謂
れ

が
あ
り
、
真
理
と
し
て
の
仏
の
教
え
が
永
遠
不
変
に
存
在
し
、
日
本
の
衆
生
を

利
益
し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
の
表
れ
で
あ
る
と
す
る
。
更
に
、
逆
さ
で
あ
る

こ
と
は
、
下
化
衆
生
へ
の
教
化
を
表
す
。
つ
ま
り
、
松
の
上
（
頂
上
）
に
菩
提

が
あ
り
、
下
（
地
）
に
衆
生
が
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
で
、
逆
さ
（
下
）
を
向
い

た
松
か
ら
仏
法
の
教
え
を
衆
生
に
行
き
亘
ら
せ
る
と
い
う
意
味
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。 

海
浪
の
底
に
あ
っ
た
八
幡
神
の
箱
は
今
、
箱
崎
の
松
の
下
に
あ
り
、
金
界

字
が
表
す
大
海
と

が
表
す
不
生
の
大
地
で
、

は
永
久
不
変
で
あ
る
と
す

る
。
松
柏
千
年
の
教
え
を
上
に
頂
き
、
箱
崎
の
松
は
我
々
衆
生
の
来
世
に
成
仏

す
る
こ
と
を
決
定
づ
け
る
証
で
あ
る
。
そ
し
て
、
箱
に
入
っ
て
い
た
八
重
の
幡

は
八
葉
八
相
で
あ
る
か
ら
、
顕
密
の
奥
深
い
教
え
で
あ
り
、
幡
は
煩
悩
や
軍
衆

を
取
り
除
く
教
え
で
あ
る
。
箱
崎
の
浪
と
松
は
共
に
不
思
議
で
、
奥
深
い
仏
の

教
え
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
八
幡
神
の
金
箱
に
関
連
す
る
逆
松
が
不
老
長
寿
や

延
命
の
利
益
を
結
び
つ
き
、
箱
崎
の
松
を
下
界
の
衆
生
に
仏
法
を
も
っ
て
教
化

す
る
八
幡
神
に
な
ぞ
ら
え
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

第
三
節 

海
人
と
藤
原
氏
の
結
び
つ
き 

―
龍
神
と
結
び
つ
く
藤
原
氏
― 

藤
原
氏
に
関
す
る
言
説
を
も
う
一
つ
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
『
口
決
』
甲
本

の
冒
頭
に
登
場
す
る
安
曇
磯
良
に
つ
い
て
の
言
説
で
あ
る
。 

 

「
安
曇
磯 

等
志
賀
嶋
ノ
大
明
神
」（
１
―
⑧
） 

「
志
賀
嶋
ノ
安
曇
磯
等
ト
申
ス
海
人
」（
１
―
⑨
） 

 

ま
ず
史
料
１
で
は
、
安
曇
磯
良
は
志
賀
嶋
の
大
明
神
で
あ
り
、
舵
取
り
と
し

て
胎
中
の
八
幡
神
が
発
し
た
口
状
の
御
書
を
携
え
て
龍
宮
へ
向
か
い
、
さ
ら
に

龍
宮
に
お
い
て
御
書
を
読
み
上
げ
た
海
人
（
史
料
１
―
②
、
⑧
、
⑨
）
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
次
に
乙
本
に
お
け
る
安
曇
磯
良
の
位
置
付
け
に
つ
い

て
も
確
認
す
る
。 
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「
次
箱
崎
ノ
一
尺
二
寸
ノ
金
箱
者
ハ
随
フ
箱
ニ
光
也
故
ニ
曰
ク
一
尺
二
寸
ノ
光
明
ト
自

左
右
ノ
踵
向
フ
上
ヘ
也
リ
是
大
菩
薩
内
證
ノ
肝
箱
也
一
尺
二
寸
ノ
表
示
又
同
シ
上
ニ
金

色
者
ハ
金
剛
不
壊
ノ
義
也
上
ノ
金
水
金
字
又
同
シ
之
ニ
左
右
ノ
光
明
ハ
両
部
ノ
充
光
歟
也
」

（
２
―
⑤
） 

 

史
料
２
―
⑤
で
は
、
先
述
の
「
中
等
身
」
と
同
じ
一
尺
二
寸
の
金
箱
が
、
大

菩
薩
の
内
證
１
２
４
の
肝
の
箱
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
金
箱
は
八
幡
神
の
悟
り
を

示
す
重
要
な
も
の
と
い
う
訳
で
あ
る
。さ
ら
に
、箱
が
金
色
１
２
５
で
あ
る
の
は
、

八
幡
神
の
教
え
が
強
固
な
も
の
で
あ
る
こ
と
（
金
剛
不
壊
）
を
意
味
す
る
。
そ

し
て
、
左
右
か
ら
放
た
れ
る
光
明
は
両
部
の
光
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
両
部

す
な
わ
ち
金
胎
両
部
の
加
護
が
、
八
幡
神
の
教
え
で
あ
る
金
箱
か
ら
放
た
れ
る

も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
。 

 

「
函
蓋
々
ハ々
天
地
理
智
冥
合
ノ
第
九
識
ナ
リ
七
佛
世
尊
ノ
内
證
ナ
レ
ハ
七
佛
世
尊

之
定
恵
ト
云
フ
九
識
ノ
箱
ニ
納
ム
ル
八
識
八
相
法
門
也
又
八
重
幡
ノ
深
義
者
ハ
八
正
道

八
葉
八
分
ノ
心
都
也
リ
」（
２
―
⑤
） 

 

「
箱
ハ
七
佛
世
尊
ノ
定
恵
幡
ハ
八
相
八
識
ノ
法
門
也
」（
１
―
⑦
） 

 

更
に
、
金
箱
に
関
す
る
解
釈
が
続
き
、
函
蓋
は
天
地
理
智
冥
合
、
す
な
わ
ち

仏
の
悟
り
（
真
理
）
や
智
慧
だ
け
で
な
く
世
界
全
体
す
べ
て
を
包
み
込
む
の
が

第
九
識
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
史
料
１-

⑦
で
箱
は
、
七

仏
世
尊
の
定
恵
（
禅
定
と
智
慧
１
２
６
）
を
表
す
と
さ
れ
、
史
料
２-

⑤
で
、
そ

の
理
由
は
七
仏
世
尊
の
内
證
で
あ
る
か
ら
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
改
め
て
九
識

の
箱
は
仏
教
世
界
の
法
や
悟
り
（
八
識
八
相
法
門
）
を
収
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
提
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
箱
の
中
に
は
八
重
の
幡
と
い
う
八
幡
神
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
の
由
来
と
も
言
え
る
幡
の
深
義
は
、
八
正
道
八
葉
八
分
、
す
な
わ
ち
八

幡
神
が
仏
教
世
界
の
根
源
者
で
世
界
全
体
を
収
め
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
二
）
逆
松
に
つ
い
て 

史
料
１
―
⑦
に
よ
れ
ば
、『
口
決
』
に
お
い
て
逆
松
の
由
来
に
つ
い
て
も
説
か

れ
る
。 

 

「
發
シ
テ
願
ヲ
折
テ
松
ノ
枝
ヲ
逆
ニ
指
殖
ニ
其
ノ
松
ツ
根
指
シ
葉
栄
テ
現
ニ
在
リ
箱
崎
ノ
松
是

也
リ
殖
玉
ヘ
リ
上
件
ノ
箱
ノ
上
ニ
故
ニ
云
箱
崎
ノ
松
ト
其
松
ノ
形
逆
ニ
指
ス
枝
ヲ
世
人
云
逆

松
ト
」（
１
―
⑦
） 

 
八
幡
神
は
大
多
羅
姫
に
、
日
本
衆
生
の
利
益
を
誓
い
、
そ
の
印
に
大
多
羅
姫

が
先
述
の
金
箱
の
上
に
松
の
枝
を
逆
さ
に
植
え
て
願
を
掛
け
た
こ
と
が
箱
崎
と
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こ
の
史
料
に
お
い
て 

 
「
中
央
ニ
松
木
一
本
ア
リ
左
右
ニ
枝
ヲ
サ
ス
木
之
本
ヨ
リ
藤
源
付
タ
リ
（
中
略
）

一
方
ハ
源
氏
一
方
ハ
藤
氏
也
調
伏
ト
息
災
ト
ノ
心
也
（
中
略
）
藤
ハ
物
ヲ
巻
カ
ラ

ス
ト
ク
ア
リ
又
云
（
中
略
）
是
源
家
カ
ム
サ
之
衰
ヘ
キ
表
示
ナ
リ
」 

（『
不
空
羂
索
事
』
よ
り
一
部
抜
粋
１
２
０
） 

 

と
書
か
れ
て
お
り
、
藤
原
氏
を
象
徴
す
る
藤
が
、
呪
力
を
兼
ね
備
え
た
も
の
と

し
て
捉
え
ら
れ
た
１
２
１
。『
口
決
』
に
お
い
て
は
、
呪
殺
を
目
的
と
し
て
い
な
い

が
、
権
力
誇
示
や
延
命
長
寿
を
目
的
と
し
た
象
徴
物
と
し
て
藤
を
捉
え
る
意
図

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
１
２
２
。 

ま
た
、
こ
こ
で
は
槐
門
と
し
て
藤
氏
が
守
護
さ
れ
て
い
る
の
は
愛
染
明
王
の

お
か
げ
で
あ
る
と
い
う
言
説
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
三
章
で
も
取
り
上
げ
た

が
、
愛
染
法
は
出
産
祈
祷
な
ど
で
も
修
さ
れ
て
お
り
、『
口
決
』
で
は
子
孫
繁
栄

が
求
め
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

す
な
わ
ち
、
八
幡
神
の
誕
生
に
つ
い
て
愛
染
の
種
字
を
交
え
な
が
ら
、
藤
氏

自
身
の
権
威
の
拠
り
所
と
す
る
説
が
こ
こ
で
は
構
築
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
通

り
、
八
幡
神
を
氏
神
と
す
る
の
は
源
氏
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
の
『
口
決
』

に
お
い
て
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
特
徴
的
な
言
説
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。 

 

第
二
節 

箱
崎
に
お
け
る
諸
言
説 

こ
こ
で
は
、
八
幡
神
が
仏
教
の
神
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
優
れ
た
存
在
で
あ
る
の

か
、
箱
崎
の
由
来
と
松
に
も
関
わ
る
言
説
を
絡
め
な
が
ら
説
く
。
ま
ず
は
、
八

幡
神
の
加
護
の
象
徴
と
も
い
え
る
金
箱
の
言
説
か
ら
取
り
上
げ
る
。 

 

（
一
）
金
箱
に
つ
い
て 

 

「
王
子
ノ
踵
ノ
下
ニ
一
尺
二
寸
ノ
金
色
ノ
光
立
ツ
左
右
ニ
尋
テ
光
ヲ
見
ニ
底
ニ
有
リ
一
尺
二

寸
ノ
金
箱
ノ々
中
ニ
納
タ
リ
八
重
ノ
幡
見
テ 

（
中
略
） 

々
々
告
聖
母
ニ
云
ク
箱
ハ
七
佛

世
尊
ノ
定
恵
幡
ハ
八
相
八
識
ノ
法
門
也
弘
メ
此
法
ヲ
給
ハ
ム
時
キ
先
ツ
日
本
國
ノ
衆
生
ヲ

最
前
ニ
利
益
シ
給
ヘ
此
ノ
事
必
定
ナ
ラ
ハ
此
ノ
松
ノ
枝
逆
ニ
生
ヒ
付
ケ
ト
」（
１
―
⑦
） 

 

史
料
１
―
⑦
の
言
説
に
よ
れ
ば
、
王
子
（
八
幡
神
）
の
踵
の
下
か
ら
一
尺
二

寸
の
光
を
放
ち
、
埋
ま
っ
て
い
た
の
が
一
尺
二
寸
の
金
箱
で
あ
り
、
そ
の
箱
に

収
ま
っ
て
い
た
の
は
八
重
の
幡
で
あ
っ
た
。
八
幡
神
は
大
多
羅
姫
に
向
か
っ
て

「
箱
は
七
佛
世
尊
の
定
恵
で
、
幡
は
八
相
八
識
１
２
３
の
法
門
で
あ
り
、
こ
の
法

を
弘
め
れ
ば
、
必
ず
日
本
の
衆
生
が
第
一
に
利
益
さ
れ
る
。
そ
の
印
に
逆
さ
に

植
え
た
松
の
枝
が
生
え
る
だ
ろ
う
」
と
発
し
た
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
八
幡
神

の
金
箱
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。 
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仏
法
を
広
め
る
た
め
の
両
輪
に
例
え
ら
れ
た
。
愛
染
明
王
を
通
し
て
で
は
あ
る

が
、
こ
の
二
経
と
も
結
び
つ
け
ら
れ
る
八
幡
神
が
、
ま
さ
に
仏
法
の
興
隆
を
成

就
さ
せ
る
存
在
と
な
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  

第
四
章 

『
口
決
』
に
お
け
る
藤
原
氏
と
筑
前
国
に
お
け
る
言
説 

 

第
一
節 

宇
美
宮
の
槐
と
藤
原
氏 

本
章
で
は
藤
原
氏
と
八
幡
神
の
関
わ
り
が
『
口
決
』
の
中
で
ど
の
よ
う
に
捉

え
ら
れ
て
い
る
の
か
に
注
目
し
て
い
く
。 

 

「
…
切
テ
王
子
ノ
臍
ノ
緒
ヲ
發
願
ヲ
為
シ
テ
日
本
国
ノ
主
ト
可
ク
ハ
遂
ク
成
佛
ヲ
搆
テ
此
ノ
山

斉
ノ
緒
成
テ
藤
ト
生
ヒ
栄
ヘ
ヨ
ト
發
願
シ
テ
懸
玉
フ
ニ
槐
ノ
木
ノ
枝
ニ
應
シ
テ
願
ニ
為
テ
藤
ト
現
ニ

在
リ
是
レ
日
本
ニ
規
模
也
御
誕
生
ノ
産
所
宇
美
宮
是
也
」（
１
―
⑥
） 

 

史
料
１
―
⑥
で
は
藤
と
槐
に
つ
い
て
、
大
多
羅
姫
の
産
所
と
さ
れ
る
宇
美
宮

１
１
３
と
関
連
付
け
た
話
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。 

 

「
次
ニ
宇
美
宮
ノ
斉
ノ
緒
ヲ
成
藤
ト
者
ハ
臍
者
ハ
日
天
子
也
緒
ハ
愛
深
染
歟 

ノ
種
字

字
也
リ 

藤
者
ハ

字
ノ
々
躰

字
ノ
形
チ
也
謂
ク
蛇
形
ノ
深
秘
也
リ
槐
者
ハ
槐
門
擁

護
之
ノ
表
示
故
ニ
執
柄
ノ
藤
氏
ノ
由
来
併
ラ
依
此
ノ
加
持
力
ニ
也
」（
２
―
④
） 

 

史
料
２
―
④
に
宇
美
宮
の
斉
の
緒
を
成
す
藤
と
は
、
臍
は
日
天
子
で
、
緒
は

愛
染
の
種
字

字
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
続
け
て
、
愛
染
の
種
字

【
フ

ー
ン
】字
は
藤
の
字
躰
で
あ
る

字
１
１
４
の
形
で
あ
る
と
し
て
い
る
。こ
れ
は
、

愛
染
の
種
字
で
あ
る

の
元
と
な
っ
た
梵
字
で
あ
る
か
ら
、

と

が
同
じ

だ
と
い
う
解
釈
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
１
１
５
。
さ
ら
に
、
蛇
型
の

深
秘
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
、
蛇
（
龍
）
が
三
毒
（
貪
瞋
痴
）
を
表
す
煩
悩
即

菩
提
を
体
現
し
た
存
在
で
あ
る
た
め
、
愛
染
明
王
と
繋
が
る
の
は
自
明
で
あ
る

と
い
え
る
。
そ
し
て
槐
は
槐
門
擁
護
の
表
示
と
あ
る
。
槐
門
１
１
６
と
は
大
臣
の

位
を
示
し
、
槐
は
藤
氏
（
藤
原
氏
）
が
大
臣
で
あ
る
こ
と
の
証
で
あ
り
、
藤
氏

が
執
柄
１
１
７
で
あ
る
の
は
加
持
力
の
お
か
げ
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
、

藤
原
氏
の
権
力
の
拠
り
所
を
八
幡
神
の
誕
生
と
愛
染
明
王
に
絡
め
る
言
説
は

『
口
決
』
の
中
で
最
も
特
徴
的
な
説
で
あ
ろ
う
。
中
世
に
お
い
て
藤
原
氏
が
皇

室
と
の
結
び
つ
き
を
権
威
の
拠
り
所
と
す
る
言
説
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
天
照

と
藤
原
氏
の
祖
と
さ
れ
る
天
児
屋
根
の
王
権
守
護
の
関
係
が
築
か
れ
る
二
神
約

諾
神
話
１
１
８
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
言
説
と
も
異
な
る
、
特
異
な
説

で
あ
る
と
い
え
る
。
で
は
、
な
ぜ
藤
と
い
う
象
徴
的
な
植
物
を
『
口
決
』
の
中

に
組
み
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
関
連
す
る
他
の
事
例
と
し
て
、
興
福
寺
の
不
空

羂
索
観
音
に
ま
つ
わ
る
『
不
空
羂
索
事
』
１
１
９
（
史
料
１
０
）
を
参
照
す
る
。
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の
最
上
の
慈
悲
を
生
み
出
す
も
の
で
、
雙
円
性
海
１
０
７
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
般
若
の
音
は
恵
水
で
あ
る
た
め
晝
唱
え
、
法
花
の
聲
は
定
水
で
あ
る

た
め
夜
に
囀
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
定
水
と
恵
水
は
、
定
恵
を
意
味
し
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
定
恵
と
は
禅
定
と
知
恵
の
二
つ
を
指
し
、
こ
の
二
つ

は
鳥
の
両
翼
や
車
輪
に
例
え
ら
れ
、
互
い
に
助
け
合
っ
て
仏
道
を
成
就
さ
せ
る

こ
と
を
指
す
１
０
８
。そ
こ
か
ら
、霊
水
を
定
恵
の
二
水
に
例
え
、そ
れ
が
瀧
１
０
９

と
な
る
（
合
わ
さ
る
）
こ
と
は
法
華
般
若
の
両
部
の
不
二
を
表
し
て
い
る
と
い

え
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

 

「
毎
日
ノ
早
朝
ニ
一
尺
二
寸
ノ
金
色
ノ
妙
ノ
字
現
事
ス
ル
…
」（
１
―
⑤
） 

 

「
々
々
（
二
経
）
ハ
両
部
一
字
ハ
不
二
妙
成
就
也
リ
」（
２
―
③
） 

  

史
料
１
―
⑤
に
は
、
妙
の
一
字
が
現
れ
る
と
い
う
言
説
が
あ
る
。
こ
の
妙
の

一
字
と
は
一
体
何
か
。
対
応
す
る
史
料
２
―
③
に
は
、
二
経
は
両
部
一
字
で
不

二
妙
成
就
で
あ
る
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
妙
成
就
の
「
妙
」
を
表
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
１
１
０
。
妙
成
就
と
は
真
言
な
ど
を
誦
す
こ
と
で

得
ら
れ
る
、
す
ぐ
れ
た
結
果
を
指
す
１
１
１
。
す
な
わ
ち
法
花
般
若
を
誦
え
る
こ

と
で
得
ら
れ
る
功
徳
を
指
し
、
晝
夜
に
二
経
を
誦
す
こ
と
で
、
得
る
功
徳
の
象

徴
が
妙
の
字
で
あ
る
と
い
う
解
釈
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
同
時
に
妙
の
一
字

を
観
想
し
な
が
ら
二
経
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
完
全
な
る
功
徳
が
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

「
…
一
尺
二
寸
ハ
又
中
等
身
ノ
表
示
也
リ
挙
中
ヲ
納
初
後
ヲ
三
種
ノ
等
身
ハ
又
三
部
ノ

大
日
也
リ
初
等
ハ
金
界
後
等
ハ
台
界
云
々
」（
２
―
③
） 

 

最
後
に
初
等
は
金
界
、
後
等
は
台
界
で
、
一
尺
二
寸
が
中
等
身
の
表
れ
と
す

る
記
述
が
あ
る
。
初
中
後
と
い
う
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
初
が
金
剛
界
、
後
が
胎
蔵
界
、
中
は
蘇
悉
地
（
妙
成
就
）
に
振
り
分
け
て
三

部
１
１
２
を
構
成
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
三
種
の

等
身
は
三
部
の
大
日
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
三
部
そ
れ
ぞ
れ
に
密
教
の

教
主
で
あ
る
大
日
如
来
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
中
等
身
」
と
さ

れ
た
愛
染
明
王
は
、
両
部
を
一
つ
に
ま
と
め
た
不
二
の
極
位
を
示
す
蘇
悉
地
そ

の
も
の
を
表
す
存
在
と
捉
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

小
括 本

章
で
は
、
密
教
の
両
部
の
不
二
が
多
用
さ
れ
、
愛
染
は
金
胎
不
二
の
極
位

で
あ
る
妙
成
就
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
愛
染
と
結
び
付
い
た
八
幡
は
密
教
の

優
れ
た
尊
格
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
と
い
え
る
【
第
３
図
】。 

 

ま
た
前
章
で
も
取
り
上
げ
た
『
法
華
経
』「
提
婆
品
」
と
『
般
若
心
経
』
は
、
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史
料
１
―
⑤
で
大
多
羅
姫
が
天
に
向
け
て
振
っ
た
鈴
が
付
い
た
七
尺
９
２
の

榊
の
、
七
は
七
寳
９
３
の
義
（
教
え
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
鈴
の
音

に
よ
り
一
搩
手
半
９
４
の
日
天
の
生
身
の
躰
９
５
が
現
れ
る
と
し
て
い
る
。
史
料

２
―
③
に
お
い
て
、
こ
の
時
現
れ
た
一
尺
二
寸
の
日
天
子
は
「
中
等
身
」
の
愛

染
明
王
で
あ
り
、八
幡
大
菩
薩
の
本
地
と
し
て
い
る
。榊
９
６
は
佛
舎
利
を
供
養

す
る
塔
婆
の
代
わ
り
を
な
す
と
あ
る
か
ら
、
榊
が
神
秘
的
で
重
要
な
意
味
を
付

与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
榊
に
付
け
ら
れ
た
鈴
に
関
し
て
は
、
日

天
子
を
招
く
働
き
だ
け
で
は
な
く
、驚
覚
９
７
さ
せ
る
働
き「
驚
覚
召
請
の
義
」

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
密
教
の
修
法
で
用
い
る
金
剛
鈴
９
８
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
加

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
９
９
。 

 

「
此
御
身
ヲ
建
立
一
宇
ノ
伽
藍
ヲ
建
立
以
後
号
四
王
寺
ト
大
祖
大
仙
ヲ
為
師
ト
始
ム
五

壇
ノ
修
法
ヲ
」
（
１
―
⑤
） 

 

「
四
王
寺
ト
四
王
ハ
四
佛
ノ
教
令
仍
チ
日
○
ハ
大
日
四
王
ハ
四
佛
サ
レ
ハ
五
佛
堂
也
リ
」

（
２
―
③
） 

 
 

 

そ
し
て
、史
料
１
―
⑤
で
は
大
多
羅
姫
が
榊
で
招
い
た
日
天
子（
御
身
）を
、

伽
藍
を
建
て
て
安
置
し
、
四
王
寺
１
０
０
と
号
さ
れ
た
と
す
る
。
史
料
２
―
③
で

は
、
四
王
す
な
わ
ち
四
天
王
が
四
佛
の
教
令
１
０
１
と
な
っ
て
現
れ
、
「
日
○
」

（
日
天
か
）
で
あ
る
大
日
如
来
１
０
２
と
合
わ
せ
て
五
佛
堂
と
す
る
と
い
う
言
説

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
四
天
王
が
四
佛
の
教
令
と
な
っ
て
現

れ
、
大
日
如
来
と
と
も
に
五
佛
堂
に
祀
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
言
い
た
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

「
大
仙
ハ
中
壇
ノ
阿
闍
梨
法
花
般
若
両
部
ノ
法
也
七
日
ニ
法
成
就
ス
自
壇
ノ
下
金
色
ノ

霊
水
涌
ク
晝
ハ
唱
ヘ
遠
離
一
切
転
倒
夢
想
ト
夜
ハ
我
韻
ス
我
於
海
中
雖
常
宣
説
ト
即
チ

号
妙
法
般
若
ノ
瀧
ト
也
」（
１
―
⑤
） 

 

次
に
、
史
料
１
―
⑤
で
は
、
大
祖
大
仙
を
師
と
し
て
四
王
寺
の
五
壇
の
修
法

１
０
３
の
起
源
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。
大
仙
１
０
４
は
中
壇
の
阿
闍
梨
で
、
法
花
般

若
の
法
は
七
日
に
成
就
す
る
と
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
壇
の
下
か
ら
は
霊
水

が
涌
き
、
晝
は
遠
離
一
切
転
倒
夢
想
１
０
５
と
唱
え
、
夜
は
我
於
海
中
雖
常
宣
説

と
韻
す
と
妙
法
般
若
の
瀧
と
な
り
、
毎
日
早
朝
に
一
尺
二
寸
の
妙
の
字
が
出
現

す
る
と
あ
る
１
０
６
。 

 

「
中
壇
ノ
下
ノ
金
色
ノ
水
ハ
愛
染
大
悲
ノ
至
極
一
切
衆
生
能
生
ノ
二
水
又
雙
円
性
海

也
般
若
ノ
音
ハ
恵
水
故
ニ
晝
ル
唱
之
ヲ
法
花
ノ
聲
ハ
定
水
故
ニ
夜
ル
囀
之
ヲ
」（
２
―
③
） 

 

史
料
２
―
③
で
は
霊
水
が
金
色
の
二
水
で
あ
り
、
一
切
衆
生
に
対
し
て
愛
染
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「
時
金
剛
薩
埵
對
一
切
如
來
前
。
忽
然
現
作
一
切
佛
母
身
。
住
大
白
蓮
。
身
作
白

月
暉
（
中
略
）
從
一
切
支
部
。
出
生
十
儗
誐
沙
倶
胝
佛
。
一
一
佛
皆
作
禮
。
敬
本

所
出
生
。
於
刹
那
間
。
一
時
化
作
一
字
頂
輪
王
。
執
輪
印
。
頂
放
光
明
。
倨
傲
目

視
。
現
大
神
通
。
還
來
禮
敬
本
所
出
生
一
切
佛
母
真
言
。
」 

          

（『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経 

巻
下
』よ
り
一
部
抜
粋
８
２
） 

 

ト
レ
ン
ソ
ン
氏
は
こ
こ
か
ら「
一
字
頂
輪
王
と
称
さ
れ
る
一
字
金
輪
８
３
は
、

金
剛
薩
埵
の
化
身
で
あ
る
仏
眼
仏
母
の
身
体
ま
た
は
そ
の
真
言
よ
り
生
ず
る
尊

格
と
さ
れ
る
。
こ
の
教
え
は
仏
眼
の
智
慧
が
一
切
の
仏
の
菩
提
を
生
み
出
し
、

両
方
が
不
可
分
の
関
係
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
８
４
。
ま

た
、佛
眼
を
母
、一
字
金
輪
を
父
に
見
立
て
父
母
の
和
合
に
よ
り
駄
都
８
５
が
生

ま
れ
る
と
い
う
信
仰
も
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
８
６
。こ
れ
ら
を
参
考
に
す
れ
ば
、

住
吉
を
金
輪
、
大
多
羅
姫
を
佛
眼
と
す
る
こ
と
は
、
両
者
の
不
二
を
示
す
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
舎
利
＝
宝
珠
の
関
係
か
ら
龍
宮
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
珠

は
、
ま
さ
に
金
輪
佛
眼
不
二
の
関
係
か
ら
生
ま
れ
る
仏
舎
利
に
相
当
す
る
と
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
で
は
、『
口
決
』
で
は
金
輪
に
八
幡
神
の
父
で
あ
る
仲
哀
天

皇
を
据
え
な
い
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。『
日
本
書
紀
』「
神
功
皇
后
紀
」
に
見
え

る
住
吉
三
神
は
新
羅
征
伐
に
お
い
て
神
功
皇
后
の
護
身
と
軍
船
の
先
導
と
い
う

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
８
７
。「
神
功
皇
后
紀
」
の
前
章
で
崩
御
し
た
夫

仲
哀
天
皇
と
大
多
羅
姫
（
神
功
皇
后
）
を
結
び
つ
け
る
よ
り
も
、
遠
征
譚
に
関

わ
る
住
吉
と
大
多
羅
姫
を
結
ぶ
こ
と
で
、
直
接
的
に
遠
征
譚
と
密
教
の
両
部
不

二
の
思
想
を
八
幡
信
仰
に
結
び
付
け
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
る
８
８
。 

 

「
八
幡
大
菩
薩
本
有
恒
居
ノ
浄
土
常
在
鷲
嶺
歟
山
密
厳
花
蔵
也
七
尺
ノ
榊
者
ハ
七
者

七
寶
ノ
義
榊
者
塔
婆
ノ
代
也
リ
大
菩
薩
ノ
所
乗
即
チ
大
日
所
居
ノ
塔
婆
也
鈴
ハ
驚
覚
召

請
ノ
義
一
尺
二
寸
ノ
日
天
子
者
ハ
即
中
等
身
ノ
愛
染
明
王
大
菩
薩
ノ
御
本
地
也
」（
２

―
③
） 

 

次
に
史
料
２
―
③
に
注
目
す
る
。
八
幡
大
菩
薩
が
本
来
常
に
い
る
浄
土
と
い

う
の
は
鷲
山（
霊
鷲
山
）８
９
の
嶺
の
密
厳
花
蔵
で
あ
る
と
い
う
９
０
。つ
ま
り
、

霊
鷲
山
の
山
頂
は
大
日
如
来
や
毘
盧
遮
那
仏
の
浄
土
の
世
界
で
あ
り
、
そ
こ
に

い
る
八
幡
大
菩
薩
が
大
日
如
来
や
毘
盧
遮
那
仏
と
等
し
い
存
在
と
し
て
解
釈
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
９
１
。 

 

「
大
多
羅
姫
メ
此
ノ
タ
ケ
ニ
登
テ
七
尺
ノ
榊
ノ
枝
ニ
付
テ
鈴
ヲ
向
テ
天
ニ
振
玉
フ
付
テ
鈴
ノ

音
ニ
守
護
ノ
天
童
影
向
シ
給
フ
趣
ヲ
崛
請
ニ
一
搩
手
半
ノ
日
天
影
向
玉
フ
生
身
ノ
躰
也
」

（
１
―
⑤
） 

 
「
一
尺
二
寸
ノ
日
天
子
者
ハ
即
中
等
身
ノ
愛
染
明
王
大
菩
薩
ノ
御
本
地
也
」
（
２
―

③
） 
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珠
に
つ
い
て
、
乙
本
（
史
料
２
）
の
冒
頭
に
は 

 
「
旱
珠
満
珠
般
若
法
花
ハ
是
レ
種
子
三
广
耶
ノ
両
万
タ
ラ
也
謂
ク
旱
珠
満
珠
ハ
金
界

ノ
大
日
満
珠
法
花
ハ
是
レ
台
界
遍
照
ノ
内
證
也
リ
般
若
ニ
ハ
亦
名
如
意
珠
ト
説
キ
法
花
ニ

ハ
無
上
寳
珠
ト
申
タ
リ
」（
史
料
２
冒
頭
） 

 

と
記
さ
れ
、真
言
密
教
の
両
界
曼
荼
羅
に
当
て
た
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
７
７
。 

ま
ず
、
注
目
す
る
の
は
史
料
２
―
①
で
あ
る
。 

 

「
八
幡
ノ
御
本
地
ニ
有
浅
略
深
秘
ノ
二
浅
略
ハ
西
方
ノ
ミ
タ
深
秘
ハ
南
方
ノ

也
リ

故
ニ
知
ヌ
海
中
所
進
ノ
珠
与
ト
ハ
経
八
幡
大
菩
薩
ノ
種
字
三
广
耶
ノ
深
秘
也
リ（
２
―
①
） 

 

八
幡
の
御
本
地
に
は
意
味
や
説
明
が
浅
く
簡
略
な
も
の
（
浅
略
）
と
、
表
面

的
な
理
解
で
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
（
深
秘
）
の
二
つ
が
あ
る
い
う
。
浅
略
は

西
方
の
弥
陀
、
深
秘
は

で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
梵
字
は
【
ラ
ガ
】
と

読
む
。
こ
の
梵
字
の
意
味
を
解
読
す
る
た
め
に
、『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇

経
』（
通
称
、
瑜
祇
経
）
の
「
愛
染
王
品
第
五
」
根
本
真
言
を
参
照
す
る
（
史
料

７
）。

と
は
貪
染
者
と
い
う
意
味
で
、
貪
欲
、
愛
染
明
王
の
原
語
を
示
す
も

の
で
あ
る
７
８
。こ
こ
で
は
、愛
染
明
王
が
阿
弥
陀
如
来
よ
り
も
本
地
と
し
て
意

味
の
深
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
り
、
中
世
に
お

い
て
、八
幡
神
の
本
地
は
釈
迦
や
阿
弥
陀
説
が
説
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

そ
れ
よ
り
も
愛
染
明
王
と
の
繋
が
り
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
信
仰
が
こ
こ
か
ら

読
み
取
れ
る
。 

そ
し
て
、
本
地
愛
染
が
深
秘
ゆ
え
に
、
龍
宮
よ
り
与
え
ら
れ
た
旱
満
の
珠
と

は
経
で
あ
り
、
八
幡
大
菩
薩
の
種
字
で
あ
る
三
广
耶
７
９
の
深
秘
で
あ
る
と
説

か
れ
る
。
で
は
、
旱
満
の
二
珠
は
ど
う
し
て
愛
染
明
王
と
関
係
が
結
ば
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
続
き
を
見
て
い
く
。 

 

「
海
ハ
法
性
ノ
大
海
龍
ハ
本
有
金
剛
ノ
智
住
吉
ハ
金
輪
聖
母
ハ
佛
眼
也
可
秘

之
々
々
々
」（
２
―
②
） 

 

次
に
史
料
２
―
②
に
お
い
て
、
第
二
章
で
解
釈
し
た
苦
海
と
す
る
海
や
煩
悩

に
ま
み
れ
た
龍
と
は
逆
に
優
れ
た
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

海
と
龍
に
は
表
裏
の
面
が
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
８
０
。 

さ
ら
に
、
甲
本
に
お
い
て
異
国
へ
渡
る
時
の
大
将
軍
と
し
て
登
場
し
た
住
吉

は
金
輪
で
あ
る
と
説
か
れ
、
聖
母
す
な
わ
ち
神
功
皇
后
は
佛
眼
８
１
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
金
輪
と
佛
眼
と
い
う
両
者
の
関
係
は
何
を
表
し
て
い
る
の
か
。
こ
の

金
輪
と
佛
眼
の
関
係
に
つ
い
て
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ト
レ
ン
ソ
ン
氏
の
指
摘
が
あ

る
（
史
料
８
）
。 
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左
御
掌
ニ
持
提
婆
品
般
若
心
経
ノ
二
巻
ヲ
取
副
テ
旱
満
ノ
玉
ヲ
向
テ
敵
國
ニ
申
ヘ
玉
フ
」

（
１
―
④
） 

 

こ
の
両
部
の
二
経
を
珠
に
副
え
る
と
い
う
言
説
（
史
料
１
―
④
）
は
『
愚
童

訓
』に
お
い
て
は
確
認
で
き
ず
、『
口
決
』の
特
異
な
言
説
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
副
え
ら
れ
た
法
花
般
若
の
二
経
と
は
ど
の
よ
う
に
『
口
決
』
で
は
捉
え
ら

れ
て
い
た
の
か
。
次
章
で
さ
ら
に
深
め
て
い
く
。 

 

小
括 こ

こ
ま
で
、『
口
決
』
に
お
け
る
龍
宮
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
宝
珠
は
中
世
に

お
い
て
珍
重
さ
れ
た
仏
宝
で
あ
り
、
龍
宮
は
そ
れ
が
あ
る
場
所
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、『
口
決
』
に
お
い
て
は
二
つ
の
珠
に
加
え
て
、
法
花
般
若
の

二
経
を
得
る
と
い
う
言
説
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
法
花
般
若
に
つ
い
て
は
、
第
三

章
で
引
き
続
き
考
察
し
て
い
く
。 

  

第
三
章 

愛
染
明
王
と
八
幡 

 

本
章
で
は
主
に
八
幡
神
と
愛
染
明
王
に
関
す
る
言
説
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て

い
く
。
大
多
羅
姫
が
振
っ
た
榊
に
よ
っ
て
現
れ
た
の
が
、
日
天
子
（
即
ち
愛
染

明
王
）
と
さ
れ
、
仏
教
の
不
二
と
い
う
思
想
が
絡
み
な
が
ら
八
幡
神
の
解
釈
へ

と
結
び
つ
い
て
い
く
。 

 

第
一
節 

愛
染
明
王
と
愛
染
法 

愛
染
明
王
を
図
像
で
表
す
一
番
の
特
徴
は
赤
い
身
体
７
１ 

で
、
こ
の
色
は
ラ

ー
ガ
（
愛
欲
・
情
欲
）
の
象
徴
色
で
あ
る
７
２
。
ま
た
、
光
背
を
背
負
っ
た
姿
が

描
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
明
王
が
住
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
熾
盛
輪
（
す
な
わ
ち
燃

え
盛
る
太
陽
）
の
光
背
を
背
負
っ
た
姿
で
、
衆
生
の
持
つ
愛
欲
染
着
の
心
が
、

直
ち
に
大
日
如
来
の
浄
菩
提
心
で
あ
る
金
剛
薩
埵
に
変
じ
た
姿
、
す
な
わ
ち
煩

悩
即
菩
提
を
体
現
し
て
い
る
７
３
。
院
政
期
に
は
呪
術
的
な
密
教
修
法
が
さ
か

ん
に
行
わ
れ
、
特
に
こ
の
愛
染
明
王
を
本
尊
と
し
た
修
法
で
あ
る
愛
染
法
が
隆

盛
し
て
い
た
７
４
。愛
染
明
王
の
修
法
で
あ
る
愛
染
法
は
、他
の
密
教
修
法
と
同

じ
く
、
息
災
・
増
益
・
敬
愛
・
降
伏
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
特
に
敬
愛
法
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
７
５
。ま
た
、院
政
期
に
は
如
意
宝
珠
を
用
い
た
如
法
愛

染
法
７
６
も
行
わ
れ
、
愛
染
明
王
は
中
世
を
通
し
て
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。 

 
第
二
節 
愛
染
明
王
と
八
幡
の
解
釈 

こ
こ
か
ら
は
、『
口
決
』
の
乙
本
の
内
容
を
見
て
い
く
。
前
章
で
見
た
旱
満
の
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配
者
の
法
の
こ
と
を
指
す
６
３
。
す
な
わ
ち
、
仏
法
と
王
法
と
は
「
左
右
の
角
」

す
な
わ
ち
両
輪
の
よ
う
な
も
の
で
、二
つ
で
セ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
え
る
。ま
た
、

仏
法
を
渡
し
て
海
中
か
ら
出
す
こ
と
を
渋
っ
た
龍
王
に
対
し
て
、
耆
宿
６
４
の

あ
る
臣
下
の
提
言
で
両
部
二
経
の
中
か
ら
、「
提
婆
品
」
と
『
般
若
心
経
』
の
撰

二
巻
の
み
を
渡
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

安
曇
磯
良
が
御
書
を
龍
宮
に
出
し
て
か
ら
文
物
が
献
上
さ
れ
る
ま
で
の
一
連

の
流
れ
を
見
た
が
、
次
に
二
経
を
海
水
か
ら
出
し
て
は
い
け
な
い
理
由
と
は
一

体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。海
の
意
味
を
考
え
る
べ
く
、『
法
華
経
』「
提
婆
品
」

の
解
釈
を
し
て
い
る
『
御
義
口
伝
』
６
５
を
参
照
す
る
（
史
料
６
）。 

 

「
御
義
口
傳
云
。
（
中
略
）
海
ト
ハ
生
死
海
也
。
」
（
『
御
義
口
伝
』
よ
り
一
部

抜
粋
６
６
） 

 

こ
こ
で
は
、
海
自
体
が
「
生
死
の
海
」
す
な
わ
ち
苦
海
６
７
と
捉
え
ら
れ
て
い

る
。『
口
決
』
で
は
、
三
毒
の
蛇
（
龍
）
が
い
る
龍
宮
、
す
な
わ
ち
海
中
を
俗
世

間
に
例
え
、
俗
世
間
か
ら
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
二
経
が
必
要
で
あ
り
、
龍

王
は
海
中
（
海
水
）
か
ら
出
す
こ
と
を
渋
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

次
に
、『
口
決
』
に
お
い
て
、
な
ぜ
龍
宮
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
撰
二
経
は
、「
提

婆
品
」
と
『
般
若
心
経
』
だ
っ
た
の
か
。「
提
婆
品
」
は
大
多
羅
姫
の
父
で
あ
る

沙
竭
羅
龍
王
と
結
び
つ
く
龍
女
成
仏
の
話
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
登
場
す
る

の
は
必
然
と
い
え
る
。
で
は
『
般
若
心
経
』
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
。
松
長

有
慶
氏
は
、
空
海
が
記
し
た
『
般
若
心
経
』
の
注
釈
書
の
一
つ
で
あ
る
『
般
若

心
経
秘
鍵
』
に
お
い
て
、
空
海
は
『
般
若
心
経
』
が
真
言
以
外
に
も
小
乗
、
大

乗
の
諸
宗
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
仏
教
の
思
想
と
行
の
果
が
凝
縮
し
た
経
典
と
し

て
見
て
い
た
と
い
う
見
解
を
示
し
６
８ 

、『
般
若
心
経
』が
も
と
も
と
除
災
の
効

果
に
す
ぐ
れ
た
呪
と
し
て
人
々
に
理
解
さ
れ
、
信
仰
さ
れ
た
側
面
が
あ
る
と
い

う
指
摘
を
し
て
い
る
６
９
。
仏
教
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
た
経
典
で
あ
っ
た
と

同
時
に
、
経
典
に
力
を
求
め
る
と
い
う
神
話
の
内
容
的
観
点
か
ら
見
て
も
「
提

婆
品
」
と
『
般
若
心
経
』
が
神
話
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
の
は
妥
当
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
二
つ
の
珠
と
二
経
を
手
に
し
た
大
多
羅
姫
は
五
種
の
修
行
を
し
た
と
い

う
言
説
が
史
料
１
―
③
に
あ
る
。
五
種
の
修
行
と
は
、
法
華
経
に
説
く
五
種
法

師
の
修
行
を
指
し
、
受
持
・
読
経
・
誦
経
・
解
説
・
書
写
の
五
つ
を
指
す
７
０
。 

修
行
の
後
、
住
吉
大
明
神
が
「
高
麗
は
日
本
の
犬
な
り
」
と
石
の
札
に
刻
ん
だ

の
を
見
て
、
高
麗
は
闘
心
を
発
し
、
数
千
万
隻
の
兵
舟
が
日
本
の
舟
を
取
り
囲

ん
だ
。
大
多
羅
姫
は
屋
形
よ
り
出
て
、
左
手
に
提
婆
品
と
般
若
心
経
を
出
し
、

旱
珠
を
副
え
る
と
、
水
が
干
上
が
り
陸
地
と
な
り
敵
兵
が
歩
い
て
き
た
。
旱
珠

を
し
ま
っ
て
満
珠
を
出
し
、
ま
た
そ
れ
を
両
部
の
経
に
副
え
る
と
恠
光
を
放
っ

て
潮
が
満
ち
、
巨
海
が
敵
に
襲
い
か
か
り
敵
兵
は
消
え
去
っ
た
と
い
う
言
説
が

表
さ
れ
て
い
る
。 
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龍
宮
の
宝
蔵
の
宝
珠
の
中
で
、
如
意
宝
珠
が
最
も
優
れ
、
こ
の
如
意
宝
珠
は
万

物
を
利
益
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
５
７
。さ
ら
に
、如

意
宝
珠
は
中
世
で
は
仏
舎
利
と
も
同
体
視
さ
れ
て
い
た
５
８
。『
御
遺
告
』
か
ら

真
言
密
教
に
お
い
て
宝
珠
が
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
ま
た
、
田
中

貴
子
氏
に
よ
れ
ば
、「
龍
宮
の
秘
蔵
物
」
の
伝
承
は
人
々
の
中
で
共
有
さ
れ
、
龍

宮
は
宝
物
が
沢
山
あ
る
場
所
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
５
９
。ま
た
、言
説
上
だ

け
で
は
な
く
、
現
実
世
界
に
お
い
て
も
如
意
宝
珠
と
同
一
視
さ
れ
る
舎
利
は
重

要
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
６
０
。「
仏
の
代
理
人
と
し
て
の
、〈
王
〉
の
み

が
帯
び
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
舎
利
は
、
ま
さ
し
く
仏
自
身
か
ら
賦
与
さ
れ
る
シ

ン
ボ
リ
ッ
ク
な
〈
王
権
〉
の
あ
か
し
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
」
と
さ
れ
６
１
、
象

徴
物
と
し
て
宝
珠
は
重
要
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

第
二
節 

『
口
決
』
に
お
け
る
龍
宮 

こ
こ
か
ら
は
『
口
決
』
甲
本
の
物
語
の
解
釈
を
行
っ
て
い
く
。 

 

「
志
賀
嶋
ノ
安
曇
磯
等
ヲ
為
梶
取
ト
為 

（
中
略
） 

胎
中
ノ
童
子
ノ
口
状
ニ
海
中
ノ
旱

珠
満
珠
ノ
二
顆
ノ
玉
般
若
法
華
ノ
両
部
ノ
経
ヲ
記
シ
テ
御
書
ニ
進
ス
龍
宮
城
ヘ
御
使
ハ
件
ノ

磯
等
也
即
詣
ス
龍
宮
城
ニ
」（
１
―
②
） 

 

は
じ
め
に
志
賀
嶋
の
安
曇
磯
良
等
が
使
い
と
し
て
龍
宮
城
に
送
ら
れ
、
胎
中

の
童
子
の
口
状
を
し
た
た
め
た
御
書
が
龍
宮
に
渡
さ
れ
る
（
史
料
１
―
②
）。
こ

こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
御
書
に
珠
の
他
に
法
花
般
若
の
両
部
の
経
典
を
授

か
り
た
い
と
い
う
言
説
が
登
場
す
る
点
で
あ
る
。『
愚
童
訓
』な
ど
に
お
い
て
は
、

『
法
華
経
』
や
『
般
若
経
』
の
よ
う
な
経
典
を
授
け
る
と
い
う
よ
う
な
言
説
は

見
ら
れ
な
い
。 

経
蔵
と
し
て
の
龍
宮
に
つ
い
て
は
先
述
の
山
本
氏
の
指
摘
か
ら
理
解
で
き
た

が
、
で
は
な
ぜ
龍
王
か
ら
与
え
ら
れ
た
経
典
が
法
花
般
若
で
あ
っ
た
の
か
、
次

に
考
察
す
る
。 

 

「
諸
龍
僉
議
シ
テ
云
二
顆
ノ
珠
ハ
世
間
ノ
珎
寶
左
右
何
為 

 

但
両
部
ノ
経
ハ
出
世
ノ

規
模
仍
不
可
出
海
水
ヲ
佛
法
王
法
ハ
左
右
ノ
角
佛
法
出
ナ
ハ
外
土
ニ
王
法
豈
存
海
中
ニ

乎
即
堅
ク
怪
ム
大
王
受
テ
道
理
ヲ
不
及
力
其
中
ニ
有
耆
宿
ノ
臣
申
云
法
華
ノ
中
ニ
ハ
提

婆
品
ヲ
為
最
ト
般
若
ノ
中
ニ
ハ
心
経
ヲ
為
宗
仍
両
部
ノ
中
ニ
撰
二
巻
ノ
経
ヲ
申
ス
進
セ
ム
ト

依
此
ノ
義
ニ
二
顆
珠
并
二
巻
ノ
経
ヲ
進
ス
日
本
ヘ
（
１
―
③
） 

 

史
料
１
―
③
は
、
取
次
が
れ
た
御
書
を
龍
王
た
ち
は
見
て
合
議
を
始
め
た
と

い
う
内
容
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
二
顆
の
玉
は
「
世
間
」
で
は
珍
し
い
寳
で
あ

る
が
、俗
世
間
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、両
部
の
二
経
は
出
世
の
規
模
６
２

す
な
わ
ち
、
仏
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
こ
の
世
に
現
れ
る
た
め
の
要
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
仏
法
は
出
世
間
の
法
で
あ
り
、
王
法
は
世
間
の
支
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（
一
）
龍
宮
の
認
識 

そ
も
そ
も
龍
宮
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
か
ら
見
て
行
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

神
功
皇
后
の
遠
征
譚
で
は
、旱
満
の
二
つ
の
宝
珠
４
６
が
登
場
し
、そ
れ
を
用
い

て
敵
兵
を
溺
死
さ
せ
る
と
い
う
話
が
展
開
さ
れ
、
二
種
の
宝
珠
は
神
話
の
中
で

重
要
な
意
味
を
持
つ
。
こ
の
宝
珠
を
手
に
入
れ
た
場
所
が
龍
宮
な
の
で
あ
る
。 

山
本
ひ
ろ
子
氏
は
中
世
の
人
々
の
龍
宮
の
解
釈
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
末
の
仏

教
書
で
あ
る
『
渓
嵐
拾
葉
集
』（
史
料
４
）
を
用
い
て
い
る
４
７
。 

 

「
一
。何
故
ソ
法
滅
ノ
時
経
巻
如
納
二
龍
宮
一
耶
。一
ハ
龍
宮
ト
者
盡
痴
ノ
源
ハ
無
明
也
。

故
ニ
佛
法
性
滅
ノ
歸
二
無
明
ノ
本
源
ニ
一
也
。」（『
渓
嵐
拾
葉
集
』よ
り
一
部
抜
粋
４
８
） 

 

こ
こ
か
ら
は
仏
法
が
滅
び
る
時
に
経
巻
や
教
法
は
龍
宮
に
納
ま
り
、
こ
の
こ

と
は
無
明
・
煩
悩
の
本
源
に
帰
す
こ
と
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
４
９
。
す
な
わ

ち
、
龍
宮
は
経
蔵
と
し
て
の
役
割
に
加
え
、
煩
悩
が
収
ま
る
場
所
と
し
て
も
認

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

（
二
）
沙
竭
羅
龍
王
の
性
格 

こ
こ
で
は
、『
口
決
』
の
冒
頭
に
登
場
す
る
龍
神
５
０
、
沙
竭
羅
龍
王
に
つ
い

て
見
て
い
く
。
沙
竭
羅
龍
王
は
、
八
大
龍
王
や
、
観
音
二
十
八
部
衆
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
て
お
り
、
降
雨
の
龍
神
と
し
て
請
雨
法
の
本
尊
で
も
あ
る
５
１
。
ま

た
、『
法
華
経
』
巻
五
の
「
提
婆
達
多
品
」
（
以
下
、
「
提
婆
品
」
） 

５
２
で
登

場
す
る
八
歳
で
悟
り
を
開
い
た
と
い
う
龍
女
成
仏
の
龍
女
（
史
料
５
）
は
、
こ

の
沙
竭
羅
龍
王
の
娘
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
５
３
。『
口
決
』
に
お
い
て
、
沙
竭

羅
龍
王
に
は
聖
母
大
菩
薩
大
多
羅
姫
を
始
め
四
人
の
子
供
が
存
在
す
る
（
史
料

１
―
①
）。 

 

「
沙
竭
羅
龍
王
ニ
有
四
人
ノ
女
子 

（
中
略
） 

二
ノ
女
子
ハ
香
椎
ノ
聖
母
大
菩
薩
大

多
羅
姫
…
」（
１
―
①
） 

５
４ 

 

す
な
わ
ち
、
こ
の
『
口
決
』
に
お
い
て
は
沙
竭
羅
龍
王
と
大
多
羅
姫
は
親
子

関
係
が
結
ば
れ
、
大
多
羅
姫
か
ら
生
ま
れ
る
八
幡
神
は
沙
竭
羅
龍
王
か
ら
見
て

孫
と
い
う
関
係
が
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
【
第
２
図
】。 

 

（
三
）
宝
珠
と
龍
宮
に
つ
い
て 

次
に
宝
珠
と
龍
宮
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
行
く
。『
愚
童
訓
』
な
ど
神
功
皇
后

（
大
多
羅
姫
）
の
遠
征
譚
に
お
い
て
は
、
龍
宮
か
ら
珠
が
も
た
ら
さ
れ
る
言
説

が
あ
り
、
こ
の
『
口
決
』
に
お
い
て
も
同
様
に
龍
宮
よ
り
旱
満
の
二
珠
が
も
た

ら
さ
れ
た
と
い
う
記
述
５
５
が
あ
る
。で
は
、こ
の
珠
と
い
う
も
の
は
一
体
な
ぜ

龍
宮
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る
の
か
。
龍
宮
と
珠
が
関
係
す
る
言
説
と
し
て

伝
空
海
筆
と
さ
れ
る
『
御
遺
告
』
５
６
が
参
考
に
な
る
。『
御
遺
告
』
に
よ
れ
ば
、
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氏
は
鎌
倉
幕
府
と
頼
助
自
身
の
血
縁
で
あ
る
北
条
氏
一
門
が
異
国
調
伏
祈
祷
と

い
っ
た
国
家
的
問
題
に
対
し
て
愛
染
の
加
護
を
求
め
た
と
い
う
視
点
か
ら
の
研

究
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
、
八
幡
神
と
そ
の
神
話
言
説
に
結
び
付

い
た
愛
染
明
王
が
、
藤
原
氏
一
門
の
繁
栄
や
一
族
の
地
位
を
保
証
し
、
さ
ら
に

権
威
の
象
徴
と
し
て
表
さ
れ
た
と
い
う
点
に
注
目
し
、
『
口
決
』
に
つ
い
て
考

察
す
る
。 

さ
ら
に
、
舩
田
氏
は
本
稿
の
よ
う
に
八
幡
神
の
理
解
に
金
胎
不
二
と
い
っ
た

密
教
の
教
義
を
用
い
ず
、
武
家
の
崇
敬
が
厚
い
八
幡
神
に
密
教
で
重
視
さ
れ
た

愛
染
明
王
を
同
体
視
さ
せ
て
、
力
を
増
強
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
力
点
を
置
い

て
い
る
。
仏
教
の
体
現
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
八
幡
神
が
理
解
さ
れ
、
そ
の
た

め
に
愛
染
明
王
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
『
口
決
』
で
果
た
し
た
の
か
、
見
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
『
口
決
』
は
、
元
々
仏
教
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
八
幡
神
が
、
中
世
に

な
り
密
教
の
教
義
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
と
い
う
点
で
重
要
で
あ
る
。
後
述
の

愛
染
明
王
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
中
世
社
会
で
は
公
武
問
わ
ず
密
教
僧

に
よ
る
祈
祷
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
応
神
天
皇
と
同
体
視
さ
れ
、
武
家
か
ら
も
崇

敬
さ
れ
た
八
幡
神
と
そ
の
神
話
が
密
教
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
こ
と
は
、
密
教

の
影
響
力
が
増
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
『
口
決
』
は
い
わ
ば
時
代
を

映
す
鏡
と
で
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

 

小
括 以

上
、
一
章
で
は
、
中
世
神
道
の
概
要
と
『
口
決
』
の
史
料
的
性
格
に
つ
い

て
ま
と
め
る
と
共
に
、
研
究
目
的
と
先
行
研
究
に
つ
い
て
述
べ
た
。
中
世
の
神

道
は
仏
教
的
要
素
を
多
分
に
含
ん
だ
言
説
の
中
で
解
釈
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
な
か
で
も
八
幡
神
は
、
古
代
か
ら
仏
教
と
密

接
な
関
わ
り
を
持
つ
神
で
あ
っ
た
。本
稿
で
中
心
に
取
り
上
げ
る『
口
決
』は
、

公
権
力
に
対
す
る
密
教
の
影
響
力
が
増
し
た
こ
と
を
神
話
と
い
う
形
を
と
っ
て

表
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。 

  

第
二
章 

龍
宮
と
八
幡 

 

本
章
で
は
『
口
決
』
の
物
語
の
分
析
に
入
っ
て
い
き
た
い
。『
口
決
』
甲
本
で

は
、
主
に
大
多
羅
姫
（
神
功
皇
后
）
の
遠
征
譚
か
ら
八
幡
神
の
誕
生
に
つ
い
て

記
さ
れ
、『
愚
童
訓
』
甲
本
な
ど
と
も
通
じ
る
内
容
で
あ
る
。
一
方
の
乙
本
は
、

甲
本
の
注
釈
を
な
し
て
い
る
。『
口
決
』
内
容
を
検
討
す
る
前
に
、
神
話
と
絡
ん

だ
龍
神
と
龍
宮
に
注
目
す
る
。 

 

第
一
節 
龍
宮
と
八
幡
神
に
ま
つ
わ
る
言
説 
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い
。
ま
た
、
村
山
氏
は
八
幡
信
仰
そ
の
も
の
よ
り
も
如
意
宝
珠
に
主
眼
を
置
く

た
め
、『
口
決
』
の
宝
珠
の
特
徴
が
両
部
神
道
の
『
麗
気
記
』
等
の
影
響
を
受
け

た
可
能
性
の
指
摘
に
と
ど
ま
り
、
特
に
本
稿
が
こ
の
史
料
に
お
い
て
重
要
視
す

る
藤
原
氏
と
八
幡
神
の
言
説
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
が
な
い
。
密
教
の
解
釈
か

ら
捉
え
ら
れ
た
八
幡
信
仰
の
言
説
や
旱
満
の
珠
を
も
た
ら
す
龍
宮
な
ど
史
料
中

の
具
体
的
な
言
説
を
通
し
て
、『
口
決
』
が
八
幡
信
仰
に
お
い
て
の
ど
の
よ
う
な

意
義
を
持
つ
史
料
で
あ
る
の
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

ま
た
、『
口
決
』
に
も
見
ら
れ
る
愛
染
明
王
と
八
幡
神
の
関
係
に
つ
い
て
は
舩

田
淳
一
氏
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
舩
田
氏
は
『
八
幡
講
秘
式
』
と
い
う
神
祇

講
式
に
着
目
し
て
お
り
、
要
点
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

① 

『
八
幡
講
秘
式
』
は
、
四
代
執
権
北
条
経
時
の
子
で
、
時
頼
の
甥
に
あ
た
る

頼
助
が
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
３
９
。 

 ② 

『
八
幡
講
秘
式
』で
は
、武
家
の
本
尊
と
し
て
の
八
幡
神
と
愛
染
明
王
に
本

地
と
垂
迹
の
関
係
が
結
ば
れ
、
次
に
仏
舎
利
＝
宝
珠
を
介
し
て
弘
法
大
師

と
結
ば
れ
、さ
ら
に
弘
法
大
師
の
前
身
は
天
照
大
神
と
さ
れ
、四
尊
一
体
が

説
か
れ
る
４
０
。 

 

③ 

鶴
岡
八
幡
宮
に
は「
長
日
座
不
冷
本
地
供
」と
い
う
頼
助
が
創
始
し
た
八
幡

の
本
地
仏
供
養
の
儀
礼
が
あ
り
、『
八
幡
講
秘
式
』
は
そ
の
祈
祷
空
間
に
お

い
て
常
住
物
と
し
て
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
４
１
。 

 

舩
田
氏
は
愛
染
に
は
調
伏
の
効
験
が
あ
り
、
こ
の
愛
染
を
本
地
と
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
八
幡
神
の
霊
験
の
増
強
を
狙
い
、
さ
ら
に
弘
法
大
師
や
天
照
も
講
式

に
取
り
込
む
こ
と
で
、
異
国
襲
来
に
対
す
る
幕
府
の
調
伏
祈
祷
要
請
に
応
じ
た

も
の
と
し
て
い
る
４
２
。『
八
幡
講
秘
式
』
の
本
地
愛
染
説
等
の
同
体
説
が
形
成

さ
れ
た
所
以
に
つ
い
て
、
一
つ
目
に
相
模
金
沢
の
称
名
寺
に
真
言
系
の
神
仏
同

体
説
を
説
い
た
神
祇
書
が
多
数
伝
来
し
、
そ
れ
ら
が
鎌
倉
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ

と
４
３
。
二
つ
目
に
鎌
倉
に
伝
来
し
た
室
生
の
舎
利
信
仰
が
北
条
氏
と
幕
府
の

安
泰
を
祈
る
た
め
に
用
い
ら
れ
、
特
に
頼
助
以
降
、
舎
利
と
一
体
化
し
た
天
照

信
仰
が
幕
府
の
宗
教
儀
礼
の
場
に
頻
繁
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
４
４
。そ
し
て
、舎
利
と
神
祇
説
を
融
合
し
た
儀
礼
を
鶴
岡
八
幡
宮
で

い
ち
は
や
く
実
修
し
た
の
が
、
頼
助
の
『
八
幡
講
秘
式
』
で
あ
る
と
い
う
評
価

を
し
て
い
る
４
５
。 

一
方
で
、
舩
田
氏
は
、
神
話
的
要
素
に
依
る
こ
と
な
く
、
『
八
幡
講
秘
式
』

と
い
う
神
祇
講
式
に
注
目
し
、
鶴
岡
に
お
け
る
八
幡
神
の
変
容
を
考
察
し
て
い

る
。
対
す
る
『
口
決
』
は
、
大
多
羅
姫
（
神
功
皇
后
）
の
神
話
言
説
に
密
教
を

は
じ
め
と
す
る
仏
教
的
解
釈
と
し
て
中
世
神
話
理
解
が
な
さ
れ
た
史
料
で
あ
り
、

『
愚
童
訓
』
等
と
も
異
な
る
八
幡
神
の
姿
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
舩
田
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二
点
目
に
こ
の
『
口
決
』
で
は
、
中
世
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
た
尊
格
で
あ

る
愛
染
明
王
と
八
幡
神
を
同
体
視
す
る
言
説
が
登
場
す
る
が
、
史
料
上
の
言
説

は
ど
の
よ
う
な
論
理
展
開
が
行
わ
れ
、
『
口
決
』
に
お
い
て
は
如
何
に
し
て
同

体
と
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
見
て
い
く
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
、
後
述
の
舩

田
淳
一
氏
（
二
〇
一
一
）
の
『
八
幡
講
秘
式
』
に
お
い
て
定
義
付
け
ら
れ
る
八

幡
神
と
『
口
決
』
に
お
け
る
八
幡
神
の
相
違
点
に
つ
い
て
見
て
い
く
３
３
。  

三
点
目
に
『
口
決
』
に
お
い
て
八
幡
神
は
ど
の
よ
う
な
尊
格
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
の
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。特
に
、

史
料
中
に
何
度
も
登
場
す
る
藤
氏
の
言
説
の
意
味
に
つ
い
て
捉
え
る
こ
と
が
こ

の
考
察
の
核
心
に
な
る
だ
ろ
う
。
一
般
的
に
は
八
幡
神
は
源
氏
が
氏
神
と
し
て

崇
敬
し
て
い
た
と
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、
『
口
決
』
に
お
い
て
は
、
八
幡
神
の

誕
生
と
藤
氏
の
由
来
を
関
連
付
け
る
言
説
が
登
場
す
る
。
源
氏
と
結
び
付
け
る

理
解
か
ら
す
る
と
、
特
殊
な
事
例
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
視
点
と
い
え
る
。 

 

第
五
節 

先
行
研
究 

今
回
見
て
い
く
『
口
決
』
を
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
と
し
て
、
先
述
の
村
山

修
一
の
「
如
意
宝
珠
と
神
道
」
が
挙
げ
ら
れ
る
３
４
。
村
山
氏
は
こ
の
論
考
で
、

主
に
『
念
誦
作
法
』
と
『
口
決
』
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
重
要
な

教
義
と
し
て
、如
意
宝
珠
を
八
幡
神
の
神
体
と
し
て
あ
が
め
る
点
を
指
摘
し
３
５
、

真
言
密
教
と
宝
珠
信
仰
の
関
わ
り
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
村
山
氏
の
論
点

は
、
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

① 

『
託
宣
集
』
と
『
愚
童
訓
』
の
言
説
上
に
も
如
意
宝
珠
が
登
場
し
、『
託
宣

集
』
で
は
神
体
的
霊
物
と
し
て
宇
佐
宮
に
祭
ら
れ
た
旱
満
の
珠
と
如
意
宝

珠
の
観
念
が
共
通
し
、『
愚
童
訓
』
で
は
言
説
上
の
宝
珠
が
室
生
の
宝
珠
と

繋
が
り
が
見
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
３
６
。 

 

② 

神
護
寺
や
仁
和
寺
と
い
っ
た
真
言
系
寺
院
に
お
け
る
八
幡
関
係
の
宝
物
の

由
来
と
伝
説
、
空
海
が
渡
唐
の
際
に
宇
佐
へ
参
詣
し
た
と
い
う
史
料
か
ら

読
み
取
れ
る
真
言
密
教
と
八
幡
神
の
因
縁
に
つ
い
て
の
指
摘
３
７
。 

 

③ 

『
口
決
』
や
『
念
誦
作
法
』
に
表
さ
れ
る
宝
珠
に
関
す
る
言
説
が
三
輪
流
神

道
や
両
部
神
道
の『
麗
気
記
』の
言
説
に
通
ず
る
点
が
見
ら
れ
る
と
い
う
事

例
を
起
点
に
、
密
教
神
道
と
如
意
宝
珠
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
指
摘
３
８
。 

 

以
上
の
三
点
で
あ
る
。
村
山
氏
は
『
愚
童
訓
』
や
『
託
宣
集
』
に
見
ら
れ
る

八
幡
神
と
如
意
宝
珠
の
因
縁
や
真
言
密
教
で
重
視
さ
れ
た
室
生
の
宝
珠
と
龍
の

話
に
つ
い
て
は
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、『
口
決
』
が
ど
の
よ
う
な
八
幡

神
を
創
造
し
て
い
る
の
か
、
こ
の
史
料
の
意
義
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
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系
譜
に
つ
い
て
阿
蘇
・
住
吉
・
香
椎
・
大
隅
・
筥
崎
な
ど
九
州
に
お
け
る
八
幡

関
係
の
諸
社
の
縁
起
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
２
６
。 

 

「
力
利
天
竺
。
震
旦
。
日
本
。
竜
宮
之
生
已
千
変
万
化
无
量
无
辺
之
道
。」（『
託

宣
集
』
名
巻
二
よ
り
一
部
抜
粋
２
７
）  

 

「
如
阿
蘇
縁
起
者
。（
中
略
）
此
八
幡
者
竜
王
為
外
戚
祖
父
矣
。
」（『
託
宣
集
』

名
巻
二
よ
り
一
部
抜
粋
２
８
）  

 

こ
の
よ
う
に
、
八
幡
神
を
龍
王
（
龍
宮
）
の
系
譜
に
繋
げ
る
記
述
が
見
ら
れ
、

『
口
決
』
の
言
説
が
『
託
宣
集
』
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
【
第

２
図
】。 

以
上
、『
口
決
』
の
記
述
と
『
愚
童
訓
』
や
『
託
宣
集
』
の
記
述
例
を
比
較
し
、

内
容
が
似
て
い
る
点
が
見
ら
れ
た
。『
口
決
』が
影
響
を
受
け
て
い
た
と
す
れ
ば
、

両
者
の
成
立
年
代
や
村
山
氏
が
推
定
し
た
徳
治
二
年
（
一
三
〇
八
）
よ
り
も
下

っ
た
十
四
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
の
成
立
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
作
成
者
に
つ
い
て
、
村
山
氏
は
『
口
決
』
と
筆
跡
内
容
が
一
致
す
る

と
し
て
い
る
『
念
誦
作
法
』
の
奥
書
に
は
浄
雅
と
い
う
人
物
と
蜜
華
庵
と
い
う

記
述
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
２
９
。『
念
誦
作
法
』
に
見
ら
れ
る
八
幡
神

＝
如
意
宝
珠
＝
室
生
龍
神
と
い
う
三
種
一
体
の
思
想
は
三
輪
上
人
慶
円
の
流
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
発
展
し
た
と
い
う
指
摘
は
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

人
物
で
あ
る
か
は
不
明
と
し
て
い
る
３
０
。
た
だ
し
、『
口
決
』
に
東
寺
流
や
空

海
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
真
言
系
の
僧
が
作
成
に
関
与
し
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
金
沢
文
庫
の
『
口
決
』
に
は
写
本
が
あ
り
、
現
在
早
稲
田
大
学
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
が
確
認
で
き
る
３
１
。
旧
蔵
は
荻
野
三
七
彦
と
い

う
学
者
で
、
写
本
に
は
『
口
決
』
に
加
え
て
村
山
氏
が
示
し
た
『
念
誦
作
法
』

の
写
し
も
収
録
さ
れ
て
い
る
３
２
。 

 

第
四
節 

研
究
目
的 

研
究
の
目
的
は
、
次
の
三
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

一
点
目
に
、『
口
決
』
に
お
け
る
八
幡
神
と
龍
宮
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る

こ
と
で
あ
る
。中
世
に
お
け
る
八
幡
信
仰
に
関
す
る
史
料
と
し
て
代
表
的
な『
愚

童
訓
』
等
に
お
い
て
、
応
神
天
皇
（
八
幡
神
）
の
母
と
さ
れ
る
神
功
皇
后
が
旱

満
の
珠
を
手
に
入
れ
た
場
所
と
し
て
龍
宮
が
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

一
方
で
、
『
口
決
』
に
お
い
て
は
、
珠
の
ほ
か
に
法
華
経
と
般
若
経
の
二
経
を

合
わ
せ
て
手
に
入
れ
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
経
典
を
手
に
入
れ
る
話
の
付
加

に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
考
え
る
こ
と
は
『
口
決
』
に

お
け
る
八
幡
神
の
解
釈
そ
れ
自
体
に
迫
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。 
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創
建
に
よ
っ
て
顕
著
に
な
っ
て
い
く
。
前
九
年
の
役
の
後
、
康
平
六
年
（
一
〇

六
三
）
に
は
、
相
模
国
由
比
郷
に
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し
、
社
檀
が
設
け
ら

れ
た
１
５
。『
吾
妻
鏡
』
に
も
、
八
幡
神
を
も
っ
て
氏
神
と
す
る
思
想
が
表
れ
る

よ
う
に
、
頼
朝
は
八
幡
神
へ
の
崇
敬
が
深
く
１
６
、
頼
朝
は
治
承
四
年
（
一
一
八

〇
）に
鎌
倉
の
由
比
郷
か
ら
現
在
の
鶴
岡
八
幡
宮
の
場
所
に
遷
座
さ
せ
た
１
７
。

頼
朝
を
は
じ
め
と
す
る
源
氏
の
八
幡
信
仰
に
よ
っ
て
、
源
家
の
氏
神
に
過
ぎ
な

か
っ
た
鶴
岡
が
、
源
氏
の
氏
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、
天
下
の
神
社
と
な
り
、
武

神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
１
８
。こ
の
よ
う
に
、鎌
倉
時
代
に
入
る

と
鶴
岡
八
幡
宮
を
中
心
に
、
源
氏
や
武
家
の
八
幡
信
仰
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。 

 

第
三
節 

『
八
幡
大
菩
薩
口
決
』
の
史
料
的
性
格 

こ
こ
で
は
『
口
決
』
の
書
誌
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
こ
の

『
口
決
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
「
金
沢
文
庫
の
中
世
神
道
資
料
展
」
の
図
録
に

よ
れ
ば
、
金
沢
文
庫
に
は
『
八
幡
大
菩
薩
口
決
』
と
い
う
書
名
を
持
つ
史
料
は

三
帖
存
在
し
て
お
り
、
解
説
に
よ
れ
ば
内
容
は
二
つ
に
分
類
出
来
、
こ
の
図
録

に
お
い
て
は
甲
本
、乙
本
の
仮
称
で
区
別
し
て
い
る
１
９
。こ
の
三
帖
と
い
う
の

は
、甲
本
が
二
つ
と
乙
本
が
一
つ
の
計
三
帖
と
い
う
意
味
で
あ
る
２
０
。本
編
で

は
『
口
決
』
と
い
う
史
料
に
記
さ
れ
た
内
容
は
二
種
類
だ
け
で
あ
る
と
考
え
論

を
進
め
る
。 

次
に
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
『
口
決
』
に
記
載
が
な
い
が
、
村
山
修
一
氏
（
一

九
八
三
）
の
「
如
意
宝
珠
と
神
道
」
２
１
に
よ
れ
ば
、
氏
が
こ
の
論
考
で
と
り
あ

げ
た
『
八
幡
大
菩
薩
念
誦
作
法
』（
以
下
、『
念
誦
作
法
』）
の
筆
跡
内
容
か
ら
、

鎌
倉
時
代
後
期
の
徳
治
三
年（
一
三
〇
八
）頃
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

氏
は
史
料
の
筆
跡
や
宝
珠
に
関
す
る
言
説
か
ら
考
察
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は

『
口
決
』
の
尊
格
関
係
の
記
述
か
ら
改
め
て
成
立
年
代
を
考
察
す
る
。 

ま
ず
、
一
点
目
に
注
目
す
る
の
は
、
大
多
羅
姫
と
、
同
じ
く
沙
竭
羅
龍
王
の

娘
と
さ
れ
る
宝
満
大
菩
薩
と
の
関
係
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

『
竃
門
山
宝
満
大
菩
薩
記
』
２
２
に
お
い
て
、
か
つ
て
大
多
羅
姫
の
姉
と
さ
れ
て

い
た
宝
満
大
菩
薩
は
、
『
愚
童
訓
』
で
は
大
多
羅
姫
（
神
功
皇
后
）
の
妹
と
さ

れ
、
相
対
的
に
地
位
が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
２
３
。『
口
決
』
も

『
愚
童
訓
』
と
同
じ
く
、
大
多
羅
姫
の
妹
（
龍
王
の
三
女
）
と
い
う
位
置
付
け

に
な
っ
て
お
り
、
『
愚
童
訓
』
等
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
同
時

代
も
し
く
は『
愚
童
訓
』以
降
に
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う【
第

１
図
】
。 

二
点
目
に
、
『
口
決
』
に
お
い
て
、
八
幡
神
は
龍
王
の
娘
で
あ
る
大
多
羅
姫

の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
（
以

下
、
『
託
宣
集
』
）
２
４
に
お
い
て
、
追
補
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
我
巻

一
」
と
「
名
巻
二
」
２
５
の
う
ち
「
名
巻
二
」
に
は
、
八
幡
神
（
応
神
天
皇
）
が

龍
宮
の
生
ま
れ
（
龍
王
の
系
譜
）
で
あ
る
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
八
幡
神
の

82



す
概
念
と
し
て
、「
中
世
日
本
紀
」
あ
る
い
は
「
中
世
神
話
」
と
い
う
視
座
が
存

在
す
る
。 

前
記
の
伊
藤
聡
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
中
世
の
神
学
は
簡
潔
に

言
え
ば
仏
教
的
要
素
が
多
分
に
含
ま
れ
た
言
説
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
記
紀
神

話
の
仏
教
の
要
素
を
交
え
て
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。「
中
世
日
本
紀
」
は
、
仏

教
的
な
世
界
観
の
中
で
日
本
を
位
置
付
け
、
解
釈
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、「
仏

教
の
根
源
は
日
本
」
で
あ
り
「
日
本
こ
そ
が
仏
教
の
中
心
」
で
あ
る
と
い
っ
た

理
解
へ
と
導
い
て
い
く
も
の
で
あ
る
６
。
こ
の
よ
う
に
神
を
仏
教
的
な
解
釈
で

理
解
す
る
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
膨
大
な
説
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。 

今
回
取
り
上
げ
る
『
口
決
』
に
お
い
て
も
、
神
功
皇
后
の
遠
征
譚
と
八
幡

神
の
誕
生
と
い
う
言
説
に
仏
教
的
解
釈
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
様

な
言
説
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。   

 

「
中
世
日
本
紀
」は
大
胆
な
神
格
の
置
き
換
え
や
密
教
的
な
解
釈
が
行
わ
れ
、

手
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
近
世
の
神
道
家
や
い
わ
ゆ
る
「
古
代
神

話
」
が
成
立
し
た
近
代
歴
史
学
か
ら
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
７
。  

 

し
か
し
、「
中
世
日
本
紀
」
を
は
じ
め
中
世
神
道
の
テ
キ
ス
ト
を
荒
唐
無
稽
と

し
て
、
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
た
宗
教
者
の

意
図
や
当
時
の
思
想
を
反
映
す
る
点
で
重
要
な
史
料
と
考
え
、
正
当
な
評
価
を

与
え
る
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
も
そ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
『
口
決
』
の
解
釈

を
進
め
て
い
く
。  

 

第
二
節 

中
世
ま
で
の
八
幡
信
仰
の
概
要 

（
一
）
八
幡
神
と
は
何
か 

 
 
 

こ
こ
で
は
八
幡
神
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。
八
幡
神
は
宇
佐
氏
・
辛
島

氏
・
大
神
氏
の
三
氏
族
の
信
仰
が
互
い
に
接
触
や
融
和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
神

格
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
８
。
そ
の
後
、
幾
度
か
の
遷
座
、
放
生

会
９
の
成
立
な
ど
を
経
て
、
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
に
現
在
の
宇
佐
神
宮
の
あ

る
小
椋
山
の
地
に
遷
座
し
た
１
０
。も
と
も
と
、八
幡
神
は
仏
教
と
の
関
わ
り
が

強
く
、
そ
れ
を
如
実
に
表
す
有
名
な
事
例
が
東
大
寺
盧
舎
那
仏
造
立
時
の
託
宣

で
あ
る
１
１
。こ
の
盧
舎
那
仏
造
立
に
伴
う
八
幡
神
の
動
き
は
、
聖
武
天
皇
に
よ

る
記
紀
神
話
の
神
と
は
異
な
る
新
し
い
国
家
神
話
の
創
出
と
し
て
理
解
さ
れ
た

１
２
。
さ
ら
に
八
幡
神
は
、
大
菩
薩
号
を
授
か
り
、
仏
教
と
の
関
係
性
は
益
々
深

ま
っ
た
と
い
え
よ
う
１
３
。ま
た
、八
幡
神
に
は
大
江
匡
房
の
記
述
を
初
出
と
し

て
阿
弥
陀
本
地
説
が
説
か
れ
、
そ
れ
以
前
か
ら
も
釈
迦
説
や
観
音
説
が
説
か
れ

て
い
た
１
４
。 

 

（
二
）
源
氏
と
八
幡 

第
三
章
で
は
、『
口
決
』
に
お
け
る
藤
原
氏
の
言
説
に
注
目
す
る
が
、
一
般
的

に
八
幡
神
は
源
氏
と
結
び
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
代
表
的
な
言
説
と

し
て
、
八
幡
太
郎
と
称
さ
れ
た
源
義
家
の
話
が
有
名
で
あ
る
（
史
料
３
）。
義
家

の
話
の
よ
う
に
源
氏
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
く
八
幡
信
仰
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
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中
世
に
お
け
る
八
幡
信
仰 

―
『
八
幡
大
菩
薩
口
決
』
を
中
心
に
― 

 

松
崎 

恵
哲 

 

は
じ
め
に 

 

宇
佐
神
宮
や
石
清
水
八
幡
宮
を
は
じ
め
日
本
全
国
津
々
浦
々
点
在
す
る
八
幡

社
。
特
に
、
中
世
に
お
い
て
は
元
寇
を
一
つ
の
画
期
と
し
、
国
家
守
護
神
と
し

て
八
幡
神
は
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
た
。『
八
幡
愚
童
訓
』（
以
下
、『
愚
童
訓
』
） 

１
を
は
じ
め
、
八
幡
神
に
関
す
る
言
説
が
記
さ
れ
た
中
世
神
道
は
沢
山
あ
る
が
、

本
稿
は
そ
の
一
つ『
八
幡
大
菩
薩
口
決
』に
つ
い
て
論
じ
る
。そ
れ
に
先
立
ち
、

中
世
の
神
道
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
伊
藤

聡
氏
の
明
快
な
問
題
整
理
が
あ
る
。
簡
単
に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
点
目
に「
神
道
」と
い
う
も
の
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

古
代
、
中
世
、
近
世
、
近
代
と
時
代
ご
と
に
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ

と
が
近
年
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
２
。
二
点
目
に
、
中
世
神
道

の
本
質
は
神
仏
習
合
、
本
地
垂
迹
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
仏
教
的
要
素
を
除
外

し
神
仏
分
離
に
至
っ
た
近
世
・
近
代
の
神
道
に
と
っ
て
、
乗
り
越
え
ら
れ
る
べ

き
過
去
の
信
仰
で
あ
り
、
常
に
神
道
研
究
や
神
祇
思
想
研
究
の
本
流
か
ら
は
ず

れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
こ
と
３
。
三
点
目
に
、
中
世
は
基
本
的
に
ど
れ
が
正

統
で
あ
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
時
代
で
、
多
様
な
説
が
拡
散
し
、
数
多
の
異
伝

が
作
り
出
さ
れ
た
こ
と
４
。 

以
上
の
よ
う
に
中
世
に
お
け
る
「
神
道
」
は
、
近
代
に
お
い
て
は
排
除
さ
れ

て
い
く
対
象
で
あ
っ
た
仏
教
的
な
要
素
を
以
っ
て
、
神
の
理
解
が
行
わ
れ
て
い

た
時
代
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
方
法
か
ら
様
々
な
言
説
が
生
み
出
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回
注
目
す
る
、
八
幡
神
は
特
に
仏
教
と
の
関
係
が
非
常

に
深
く
、
も
は
や
仏
教
抜
き
に
は
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
尊
格
で
あ
り
、
私
は

こ
の
八
幡
神
に
関
連
す
る
言
説
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
仏
教
に
よ
る
神
の
解
釈

を
よ
り
深
く
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
特
に
今
回
は
金
沢
文
庫

所
蔵
の『
八
幡
大
菩
薩
口
決
』（
以
下
、『
口
決
』）と
い
う
史
料
に
焦
点
を
当
て
、

中
世
の
八
幡
信
仰
に
つ
い
て
見
て
い
く
。 

な
お
、
引
用
部
分
な
ど
一
部
を
除
き
『
口
決
』
の
表
記
に
基
づ
き
表
記
す
る

５
。   第

一
章 

中
世
神
道
と
『
八
幡
大
菩
薩
口
決
』 

 
第
一
節 
中
世
神
道
と
は
何
か  

主
に
記
紀
神
話
を
ベ
ー
ス
に
、
中
世
の
解
釈
の
中
で
生
ま
れ
た
言
説
群
を
示
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